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《――分かったのじゃよ。おぬしがそこまで頼むならば、ワシが特別にこの世界の創世秘話を語ってやるのじゃ！》




「いやいやいやいや！　いきなり変な流れを捏ねつ造ぞうするなよ！　そこまで頼むも何も、僕は何も言ってないんだけど!!」

　唐突に人の脳内で何かグローバルスタンダードな話をし始めようとする猫耳幼女女神に、鋼はがねはいつもながらのハイテンションツッコミを入れた。

　異世界勇者クロニャの襲撃イベントを経て、ラトリスとララナというラララコンビを仲間に加えた鋼たち。

　武闘大会に参加するために、今いるトーキョの街からはるか遠く、具体的には東京から京都間くらいの遠さのキョートーの街を目指すことになったのだが、

「え？　移動？　そんなの飛空艇に決まってるでしょ！」

　というララナの鶴の一声で、移動は飛空艇で行うことに決まり、

「今なら『脳散らす号』『隠いん微びジブリ号』『Ｅｎｔｅｒプリーズ号』があるけどどれにする？」

「ちょっとその名前考えた奴ここに呼んでこい!!」

　なんて一幕もあったりするけれども、割愛。

　とにかく結局は非常に物騒かつ潜水艦っぽい名前の飛空艇に乗り込んで、

「さっすが飛空艇！　サラマ○ダーより、ずっとはやい！」

「何だよサラマ○ダーって」

「しまった！　せっかくだから艦首に立って風受けるのやんなきゃ！　腰支えててよコウくーん！」

「死ぬよ!?」

「大丈夫！　もし僕が落ちても、これやっとけば後で船の方も沈没、じゃなかった、墜落するから！」

「死ぬよ!?」

　と、意味不明にはしゃぎまわるララナの相手をしてとばっちりで船員さんにめっちゃ怒られた後、鋼は理由をつけて自分の船室に戻ったのだが、戻った途端、今度はシロニャの暴走である。

　付き合っていられない、と鋼は呆あきれた声を出したが、シロニャは焦ったように言い添えた。

《ま、待つのじゃよ！　この前おもらし勇者が言っておった「神人類育成計画」とか、神様の話とか、おぬしが気にしておるようだったから話してやろうと言ってるんじゃよ！》

「おもらし勇者？　ああ。クロニャのことか。そういえばあいつがそんな変なこと言ってた……ような？」

《何でうろ覚えなんじゃよ！　ついこの前のことじゃろ!!》

　いきりたつシロニャだったが、正直ちょっと色々ありすぎて、その程度のことはいちいち覚えていられないのだ。

《まあよいのじゃ！　ワシの心は猫の額よりも広いと神の間でも有名じゃからな。よく聞くのじゃぞ！》

　だがそこはマイペースなシロニャ。あいかわらずどっかおかしい前置きしてから、勝手に話し始める。

《そう、あれは、はるか昔……。この世界が生まれる、一億と二千年前のこと》

「や、一億二千年前も何も、お前三歳だろ」

　というか何で一億と二千年なのか。そこは一億と二千万年前じゃないのか。

　鋼の抱いた素朴な疑問をさらっとスルーすると、シロニャは声音を作って語り始めた。

《まず、この世界の成り立ちについてじゃが……。いつかの神様会議でこんなことがあったそうなんじゃ》







「それじゃ、神様会議、はっじまーるよー！」

「yeah！」「huu！」「yes！」「kool！」「ほっほぁあああああ！」




「で、今日の議題なにー？」

「フリートークで！」

「oh！」「humm！」「yes！　yes！」「kool！」「ほっほぁああああああああ！」




「なんか俺、最近力使うたびに力の揺り戻しが腰に響くんだよなー。もう年かなぁ……」

「はー。たしかに儂わしら、神の力使うたびに世界のバランスがどうとかでめんどいんじゃよな」

「力の反動、マジパないっすよねぇ」

「異世界勇者とか使えば多少軽減できますけど、あれだって制限つきますし」




「んじゃいっそ、人間使っちゃうとかどスか？」

「はぁ？　お前それマジで言ってんの？　あんなん弱くて使えないじゃん！」

「いやいや、そこは人間を神様レベルに強くすればおｋ、ですよ」

「神様の力与えちゃったらそいつも世界の修正力に引っかかるから同じじゃーん！」

「あ、そっか。てへっ☆」




「いや。何とかできるかもしれんぞよ」

「な、なんだってー！　kwsk！」

「人間にめっちゃ試練を与えて神くらい強くすればいいのじゃ！」

「ちょっ！　マジ頭いーんですけどー！」

「でもそんな試練とかよく知れん！　なんちて☆」




「あーそれならいーかんがえがあるよー」

「なん……だと……？」

「人間界にあるあーるぴーじーみたいな世界つくって、人間をレベルアップさせればいくなーい？」

「なんじゃその、阿亜瑠非慈、じゃとか、礼部瑠蛙悔とかいうものは……」

「対戦車ロケットランチャーの名前ですね、分かります」

「それはＲＰＧ違いですよぉおおおおおおおお!!　ほぁあああああああ!!」

「とにかく、それ使えばおｋじゃね？」




「「「じゃ、それで!!」」」







《という感じで、この世界が作られたというワケなのじゃ！》

「それ実話なの?!」

　事実を元にした限りなくフィクションに近い再現ＶＴＲとかであって欲しいと切に願う鋼だが、とりあえず事情はなんとなく分かった。

《いやー、あの時は宴会の直後にそのまま会議になだれ込んだそうじゃからなぁ。みんな二次会ノリじゃったというか、全員記憶がなかったから、後で自動録画されておった会議内容を見て、そういえば新しい世界作るんだった、って思い出したそうじゃし》

「この世界って神様が酒に酔った勢いで作られたのか……」

　せめて会議と宴会の順番を逆にしてくれと言いたかった。鋼も神様のいい加減さには慣れてきたつもりだったが、さすがにこれには開いた口が塞がらない。

《あ、ワシはお酒飲めないので呼ばれなかったのじゃよ》

「いや、そこは割とどうでもいい」

《ま、まあ、そういうワケでじゃな。「新神類育成計画」とかいう大仰な名前で世界を一個作ってまで行ったこの実験なんじゃが、これが始まったのはだいぶ前のことでな。えー、実は結局、神様を創れるほどの試練を設定してしまったせいで、この実験はほとんど失敗しておるんじゃ》

「どういうことだ？」

《つまり、そのぅ、……人にとっての試練、つまり魔物、を強くしすぎたせいで、じゃな……》

「うん？」




《……このままじゃとこの世界、近いうちに魔物たちに滅ぼされるんじゃ》




「おい？」

　剣けん呑のんな響きを帯びた鋼の声に、シロニャはあわあわと弁解する。

《ち、ちがうのじゃ！　ちがうのじゃよ!?　別におぬしを危険な世界に送り込もうとしたワケじゃないんじゃよ？　そ、そもそもじゃな。神の力にはその強度に応じた揺り戻しというものが発生するからして、死んじゃったおぬしを安全な世界に転生させるなんてのはちょっと難しかったのじゃよ！》

「ほおーう？」

《神の気まぐれ補正と生前の善行補正があったとして、死んじゃった人間を転生なんてさせるにはちょっと色をつけて滅びゆく世界に送る程度がせいぜいで、じゃな。そ、それに、最初の話でもこっちにも事情があるとも説明……》

「つまり、僕をだましてたってワケか？」

《そ、そんな、それこそ、ご、誤解なんじゃよ？》

「何が、誤解だって？」




《こ、この世界が滅びちゃうことをおぬしに伝えなかったのは、隠しとったんじゃなくて、単に伝えるのをド忘れしてただけなのじゃよぉぉ!!》

「なお悪いわぁああああああああああああああああ!!!!」




　鋼、久方ぶりのシャウトだった。
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《お、落ち着くんじゃよ！　よ、要するに、おぬしがちょーがんばってこの世界を救ってくれちゃえばいいのじゃ！　そうしたらコウは助かるし、ワシじゃってすごい奴を転生させたということでお母様に褒められまくってみんなハッピー！　コウとシロニャは末永く幸せに暮らしましたとさ、めでたしめでたし、なのじゃよ！》

「めでたしめでたし、じゃなぁあああい！　めでたいのはシロニャの頭だろ！　近い内に滅ぼされちゃうような世界をどうやって救えっていうんだよ！」

　鋼には自分が至って普通の、平凡な人間だという自覚があった。

　いつになく強い口調でシロニャに食ってかかる。

《そ、それは、ほら、あれじゃ！　この世界のモンスターが強すぎるのが一番の問題なんじゃから、モンスターを片っ端からジェーノサイド！　すればいいのじゃ！　ね、簡単じゃろ？》

「どう考えても簡単ではないだろ。あとジェノサイドの発音がむかつく」

　鋼の八つ当たり気味な台詞に、《ワ、ワシのネイティブよりもネイティブぶってると褒められたエングリッシュの発音がダメ出しされたじゃと!?》とシロニャは驚いていたが、それはたぶん褒められていない。

《じゃ、じゃってほら、実際簡単じゃろ？　おぬしは「わくせいはかいばくだん」ってチート武器を持ってるんじゃから、それをちょこーっとばらまけば……》

「いやいや！　アレは『Ｅの殿堂』みたいな特殊なケースじゃなきゃとても使えないからな」

　鋼は前にダンジョンの中に「わくせいはかいばくだん」を放り込んで一発攻略をさせたことがあるが、あれは特殊な条件が合わさって出来たことだ。

　まず、ああいう閉鎖された空間の中で使わないと無関係な人間にも被害が出る。というか、鋼自身もきっと死ぬ。それに、熱などに耐性があるモンスターには効果がない可能性もある。

　一度使ったら終わるまでに十日かかる上、即死効果が発動しないためボスには不向きな〈天てん魔ま滅めつ殺さつ黒こく龍りゆう灰かい燼じん紅ぐ蓮れん撃げき〉のように、「わくせいはかいばくだん」も強力だが制限の大きい武器なのだ。

《む、むぅ。じゃけどそれはほら、平和のためには犠牲はつきものとゆー感じで、いっそばらまいてみるとか》

「いや、下手すりゃ世界滅ぶからね、アレ」

《せ、世界を救うためには世界を滅ぼすくらいの気概が必要なんじゃよー！》

　シロニャは駄々っ子のように叫んだが、本末転倒すぎる、と鋼はドン引きした。

「なんというか、こんな神様ばっかりでよく人間に反乱とか起こされないよな」

《んみゅ？　そんなことないんじゃぞ？　神に逆らおうとする者は稀まれによくいるのじゃ！》

「稀によくいるんだ……」

　言ってることの意味はちょっとよく分からなかったが、鋼にもなんとなくニュアンスは伝わった。

《うむ。日本と違ってこの世界には、神を恨みたくなるような出来事があふれておるからのう》

「シロニャ……」

　憂いを帯びたような白猫女神の声に、鋼もつかの間、表情を暗くした。

　鋼はあまり意識することはないが、この世界は平和だった日本と比べれば様々な危険に満ちている。それに、なまじ神と人間の距離が近いだけに、どうしようもない不幸に見舞われた時、人は何もしてくれなかった神を恨んでしまうのかもしれない。

《神はたしかに、人間を越える力を持っている。じゃが、神といえどもどうしようもないこともある》

「それは、やっぱり魔物との戦いとか、戦争、なんかのことか？」

《……いや。去年、神を恨んだ理由で一番多かったのは、「天の神様の言う通りー」と言いながら選んだ当たりつきアイスの棒が外れじゃった時だそうじゃ》

「この世界の奴らはそんなんばっかりかっ！」

　一体この世界は殺伐としているのか、ほのぼのとしているのか、もはや分からなくなってきた鋼である。

《とにかく、そんなアイスの棒が外れた者たちが神への反逆を企てることはあるのじゃよ。彼らは、神に背く者、背神者トレイターと名乗ってワシら神様への嫌がらせの機会を虎こ視し眈たん々たんと狙っておるのじゃ！》

「背神者って、また中二病かよ」

《そりゃそうじゃよ。神様に反逆、なんて中二に決まってるのじゃ！》

　何だかそう言われると、神様に逆らう大胆不敵な人間たちのはずの背神者が、ちょっと勘違いした中二病集団に思えてくる。

「まあ、それはいいや。話を元に戻すとして……あれ？　創世の話の前は、一体何の話をしてたんだっけ？」

　そもそも自分たちは何をしようと思っていたのか、首をかしげたそんな時、控えめな助け舟が。

「愚考しますに、ララナ様から頂いた武闘大会の映像を確認するつもりだったのではないかと」

「ああ、それだそれだ！　そういえばそう言って部屋に戻ってきたんだよな」

　ララナは「武闘大会ってどんな感じなんだ？」と尋ねた鋼に対して、「じゃあボクが前に出た大会の記録映像を貸してあげるよ！」と言って専用のアイテムを渡してくれたのだった。

「いやぁ、思い出せてよかっ……ん？」

《ふへ？》

　満面の笑みを浮かべた鋼の表情が、そこで凍る。

「シ、シロニャ？　お前、急に丁寧なしゃべり方になったな」

《ワ、ワシは何も言ってないんじゃよ!?》

　部屋の中には、鋼しかいない。いない、はずだ。

　なのに、今の声の主はシロニャではない。

　と、いうことは……。

「こちらです」

「へ？」

　そうして、声に釣られて上を見た鋼は、




「ぎゃぁああああああああああああああああああああああ!!」




　天井に張り付いた何かと、思いっ切り目が合ってしまったのだった。
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「いえ、そのように素で驚かれましても……」

　天井に張り付き、こちらをじっとうかがっていた「何か」。

　それは、

「そんな素直な反応をされては、私が嬉しくなってしまうのですが」

「嬉しがるのかよ!?」

　鋼の同行者の一人、ラトリスだった。

「ミレイユから隠行を見破るのが得意と聞いていたので、お邪魔にならないよう昔ながらの方法を試してみたのですが」

　と、話すラトリスは鋼と同じ目線。つまり床に普通に立っている状態だ。ちょっと精神衛生上悪いので降りてもらったのだ。

　さっきは恥も外聞もなく叫び声を上げてしまったが、それはもう人として当然の反応だろうと主張したい。

　顔を上げると知り合いが天井に張り付いてるとかマジで怖いし、冷静になっても、何か平然と当たり前のように天井に張り付いていたラトリスの精神構造がマジ怖い。

　むしろこれで全く驚かなかったらそれはそれで人としてどうだろうと鋼は思った。

「夜間、あるいは部屋での護衛は私が担当する物だと思っていたのですが」

　天井に張り付いていた理由を聞くと、あっさりとそう答えてくる。

「だったら普通に部屋に入ればいいだろ！」

「ですが、それではハガネ様が気になさるのではないかと」

「天井に張り付かれた方がよっぽど気になるわ！」

　鋼は手加減抜きで怒鳴った。

　もしずっと気付かずにベッドに横になって天井を見上げた時に初めて目が合ったりしたら、確実にトラウマ確定である。

「いえ、宿等ではさすがにお部屋にお邪魔はせず、天井裏や外に潜んでいるのですが、何分特別な環境でしたので」

「そりゃ飛空艇は特別……いやちょっと待て！　お前もしかして、宿屋の時点でこっちを護衛してたのか？」

　鋼がそう口にした途端、だった。

「ハガネ、様……」

　ラトリスの雰囲気が、変わった。

　何が、とは言えない。

　だがいつもの冷静沈着な仮面が剝はぎ取られ、その地金が一瞬だけだが顔を出した。鋼にはそんな風に感じ取れた。

「な、何だ？」

　それでも、鋼は平静を装って、聞き返し、




「先程の『お前』という言い方にはゾクゾクしました。もう一度仰って頂けませんか」

「だ・ま・れ!!　こんの、変態がぁあああああああああああああああ!!！」




　恒例となった絶叫ツッコミをお見舞いしたのだった。




「確かに、昨夜も宿屋の寝台の下から護衛をさせて頂きました。安心をして下さって大丈夫です。私が控えていれば、どんな暗殺者もストーカーも貴方には寄せつけません」

「ストーカーはあんただよっ！」

　鋼は絶叫したが、ラトリスはその絶叫ツッコミをものともせず、というより言われた瞬間プルプル体を震わせ、大変美味しゅう御座いました、みたいな感じで一礼する。

　ここは藪やぶをつつくと八や岐またの大蛇おろちでも出そうだと鋼も追及はあきらめ、話を戻す。

「ええと、ずっと天井に張りついてたってことは、僕が言ってたことも聞いてたんだよな。それは……」

「心配なさらなくても、私はハガネ様を裏切りません。ええ、私には多少の鞭むちと蔑みの視線があればそれだけで……うむ？　ならハガネ様を裏切れば、ハガネ様はもっと私を蔑みの目で……」

「や・め・ろ!!　お前本当に真性だな!!」

　鋼はびっくりして叫んだ。

　しかし、どうやらＨＥＮ☆ＴＡＩである所のラトリスにはこういう台詞は単なるご馳走でしかないと鋼も気付いた。だから、

「あんまりしつこいと、もう何にもツッコまないからな？」

　と、一応釘を刺したのだが、

「放置プレイとかむしろご褒美ですが何か？」

「お前は無敵か!?」

　打開策なし。鋼も変態の前には形無しである。

　この変態どうしてくれようと鋼は思ったのだが、その変態が口にした次の言葉に、鋼は思考を凍りつかせることになった。

「ところで、お話の相手は異界の神様ですか？」

「……何で、そんなことを？」

　自然と声が硬くなる。

　シロニャ、異世界の神とオラクルをしているというのは、誰にも話したことがない、鋼の秘密の、いわば根幹だ。

「ハガネ様の声だけとはいえ、先程の会話は聞かせて頂きました。今更です。それに、ハガネ様が手に入れたフィートはキルリスを通して伺っております」

「そう、か」

　鋼が取得したフィート、ゲームで言うトロフィーや称号に当たるものに、神様関連のものがいくつかあったはずだ。そしてそれは、ギルド員だったキルリスも目撃している。

　鋼は少なくとも、口に出して神という単語を出した覚えはない。だが、このラトリスならそれくらいたやすく見破りそうだという思いもあった。

　……だってメガネキャラだし。

「ではこれも、内密という事で宜よろしいですね」

「まあ、そりゃあ、ね」

「心配されなくとも、ハガネ様には大きな借りがあります。これがある以上、ハガネ様に期待を裏切り、失望されるような行為は………………………失望、軽けい蔑べつ、叱しつ責せき、罰、お仕置き……ふ、ふふ」

「だからそこで笑うなよ！」

　鋼の秘密は風前の灯ともしびのようだった。

「と、とにかく、そういうことで、ラトリスは護衛をするにしたって僕の声が聞こえないくらいの場所にいてくれ。落ち着かないし」

　何がそういうことかは自分でも分からないし、秘密を守ってくれるかについて不安はあったが、それよりラトリスを追い出すことが先決と鋼は決断をした。

「分かりました」

　それにあっさりと素直にうなずいて、ラトリスは普通にドアから出て行こうとする。

　しかし、

「あ、待った。最後に一つだけ、いいか？」

　鋼には、やっぱり確かめておきたいことがあった。

　ラトリスがうなずいたのを認め、問う。

「ラトリスって、昔からそんななのか？」

　それはつまり、昔からＨＥＮＴＡＩなのかということなのだが、ラトリスはすぐにその意味を正確に読み取った。

「そうですね。確かに昔から、見つかれば絶対に生還出来ないような敵地に単独潜入する任務を好む傾向はありました」

「そ、そうか」

「今思えば、忍びの修練は一つ残らず苛酷でしたので、その中で痛みに悦びを見出す資質を育てていたのかもしれません」

「そ、そうか……」

　やっぱり昔からの一本筋の通った変態さんだったらしい。

「しかし、人からの罵声が癖になったのは至極最近です。ハガネ様と初めて会った時、あの会話をきっかけに開花しました」

「何だそれ後付けくせぇ!?」

「ハガネ様に激しいツッコミを頂いて、私の中に眠っていた資質が目覚めたのです」

「聞きたくなかったそんな最悪な覚醒!!」

　しかしそうなると、いわばラトリスという変態のさなぎを更なる変態に変態させたのは鋼ということになるのだろうか。

　鋼は胸の内でそう独白したが、明らかにただ「変態に変態」というフレーズを使いたかっただけだった。

　だがさすがのラトリスは鋼の動揺も何のその、

「これで、良いでしょうか。では……」

　変態のくせに無駄に颯さつ爽そうときびすを返し、ドアを開き、

「ああ。そうでした」

　そこで、ドラマの刑事がするような仕し種ぐさで振り返る。




「私は、ＳとＭ、両方行けますので」

「何のカミングアウトだよぉおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




　本日何度目かになる鋼の絶叫は、飛空艇のドアに阻まれ、ラトリスまでは届かなかった。




　　　４




《お、恐ろしい敵だったのじゃ……。あれが、噂に聞くジャパニーズニンジャ》

「勘違い外国人みたいなこと言ってるけど、お前普通に日本在住だろ」

　いつの間にか舞い戻ってきて適当なことを言うシロニャに、鋼は冷たい声をかけた。

　あの神様空間が日本と言えるかは微妙だが、生活圏は確実に日本のはずだ。

《ま、まあ、それは置いといて、のじゃ》

　無駄なところにこだわるシロニャから「ちょっと置いといて」の静止画がオラクルで送りつけられ顔をしかめる鋼に、シロニャは言う。

《とりあえずちゃっちゃと葡ぶ萄どう大会、とやらの映像を見てしまうんじゃよ》

「葡萄じゃなくて武道な。いや、というか武道ですらなくて武闘な」

《細かいことはいいんじゃよ！》

　適当に雑談とも言えない会話をしながら、鋼は映像装置をセットしていく。

　驚くべきことに、この世界にも映像装置というものはあり、映像を貯め込んだ水晶からの魔法の光を壁に当てると映画のスクリーンさながらの映像が見れるという、あいかわらず魔法万歳な代物である。

《さっきの話で思ったんじゃが、今回のオチはあれじゃないじゃろうか。武闘大会だと思ったら舞踏大会じゃった奴》

「オチとか言うな。……でもこの世界だとありえないと言い切れないのが怖いな」

《そうじゃろ、そうじゃろ？　大体、武闘大会なんてアレじゃよ。本物の魔物との戦いに比べればおままごと、子供のお遊戯みたいなもんなのじゃ》

「んー。あのララナが出てた大会なんだろ。そうでもないと思うんだが」

《おぬしは意外とララナの奴を買っておるんじゃなー。まあいいのじゃ！　実際に見ればはっきりするじゃろうからな！》

「はいはい。スイッチオーン！」

　いつものようにシロニャをあしらいながら、セッティングを終えた鋼は映像装置のスイッチを入れた。

　そして……。




　映像が、終わって。

「…………」

《…………》

　二人の間に会話はなくなっていた。

「子供のお遊戯、だったか？」

　ようやく気力を振り絞って鋼が軽口を叩たたくと、オラクル越しにシロニャがブルブルと震え出したのが鋼にも分かった。

《こ、こんなの、ワシの知ってる武闘大会じゃないんじゃよぉ！　これはもう、『これから皆さんに殺し合いをしてもらいます』とか、特設ミンチ会場とか、なんかそんな感じのアレなんじゃよ！》

　あいかわらず何を言ってるか分からないが、気持ちは分かる。

　レベルが高いとか低いとか、そんな次元じゃなかった。

　普段から魔物と戦っているせいか、大会出場者たちのメンタルの強さは半端なく、さらに闘技場には特別な結界が張ってあり、どんな攻撃をしても試合場の外に影響が出ないばかりか、結界内で怪我をしても外に出れば治るという特別な環境であるせいか、それはもう凄せい惨さんなファイトが繰り広げられていた。

　腹を腕で貫かれた選手が「なんじゃ、こりゃ」と言って血を吐いて死んだり、火炎魔法を食らった選手が「燃えたよ、燃え尽きた、真っ白にな」と言って灰になったのなんてまだ序の口。容赦なく目に指を突き入れられて、両目から血をだっくだく流した男が「目がぁあ！　目がぁあ！」と叫んだり、ロリコンっぽいおっさん選手が対戦相手の金的蹴りを食らって性別変化してしまっていたり、あまりの技の威力に対戦相手が一瞬でミンチになって悲しくなっていたり、腕が斬り飛ばされた少年が「僕のキングパワーがぁあああ！」とか叫んでいたり、とにかく血と汗と涙と絶叫が彩る地獄絵図だった。

　決勝戦なんて、お互いに血の海になった中で、殴り合いどころか嚙かみつきまで駆使して戦い続け、最後には壮絶なダブルノックアウト。しかも気絶とかじゃなくて二人とも死んでいたというから恐ろしい。

　死んだら自動的にリングアウトになってリングの外で蘇そ生せいされるので問題ないと言えば問題ないのだが、ちょっと鋼には理解出来ない世界である。

　ちなみに勝負は判定にもつれ込み、死んだのがコンマ五秒ほど遅かったという理由で片方が勝った。しかもそれから、いくら一瞬で怪我が治ったとはいえ、自分を殺した相手と笑顔で握手をして、「ナイスファイト！」なんて言い合ったりしているのだ。

　この世界の奴らのメンタルはおかしい。鋼は心の底からそう思った。

「……シロニャ」

《な、なんじゃ？　ワ、ワシは何も見てないのじゃよ！》

　錯乱して何かすっとぼけ始めるシロニャ。ただ、それを咎とがめるでもなく、鋼は爽やかに言った。




「――武闘大会、やめよう！」




　こんなやばい大会だと分かっていたら、そもそも鋼は参加しようなんて考えなかった。

　鋼は現代日本人。あんな血なまぐさい戦いが平気で出来るような戦闘民族ではないのだ。

《そ、そうじゃの！　それがいいのじゃ！》

「だ、だよな？」

《よ、よかったのじゃよ。これでおぬしが乗り気になっとったら、ワシはコウとの関係を考え直さなきゃいけなかったのじゃ》

　安あん堵どするシロニャ。そこまで心配されれば、鋼だって悪い気はしない。

「でもめずらしいな。シロニャはどっちかって言うと、人が死んだりするのあんまり気にしないと思ってたんだけど」

《失敬な！　……じゃが、そうじゃな。ワシもほかの人間だったらそんなに気にはしなかったかもしれんのじゃ。じゃが、なんでじゃろうな。おぬしが、コウが傷ついてしまうところを想像すると、まるで胸の辺りが詰まったようになって、ジンジンと痛くなるのじゃ》

「シロニャ……」

《お母様からもらった高級羊よう羹かんをあわてて食べた時のように、胸が痛くなるんじゃよ》

「……今の付け足しがなかったらいい話だったのに」

　どうやっても感動には持ってこれないシロニャだった。

《と、とにかく、じゃ！》

　そうしてシロニャが何かダメ押しの言葉を口にしかけた時、

「コウくん、見たー？」

　ガチャリとドアを開けて、短髪の少女が顔をのぞかせた。

「ラ、ララナ!?　あ、ああ、うん、映像なら見た……ぞ？」

　突然のご本人登場に、動揺を隠せない鋼。しかしララナはまったく気にすることなくさらに尋ねてくる。

「どうだった？」

「あ、ああ。すごく、すごく、活躍、してた……な？」

　鋼の言葉は噓うそではない。何を隠そう、目つぶしと金的とミンチをやって、最後には決勝戦で死闘を演じたのは彼女なのだ。

「え、えへへ。恥ずかしいな。なんだかんだで結局、負けちゃったワケなんだけどねっ」

　てれてれとほおをかきながら言うララナ。

　見ようによっては愛らしい仕種だが、今の鋼は「あぁ。あれが対戦相手の両目に突き刺さった指かぁ」としか思えなかった。

「実は、ボクは出られないんだよね。ほら、その世界大会でいちおー準優勝しちゃったじゃん？　これから行くのは地方大会だから、暗黙のルールとして世界大会出場者は出ちゃダメってことになってるんだ」

「な、なるほどー」

　鋼は相あい槌づちを打つが、内心では目の前の人間凶器が気になって話どころではない。

　さらにララナは「対戦相手の急所を蹴り潰した」右足を踏み出し、「決勝戦で相手に嚙みついた」口で、

「でもいいんだ。コウくんが出てくれるんだから！　えへへ、武闘大会、楽しみだねっ！」

　と言ってくる。

「え？　いや、僕は……」

《言え、言うんじゃ！　早く大会に出るのはやめるって言うんじゃよ！》

　シロニャの声にも後押しされ、鋼は勇気を振り絞って辞退の意思を告げようとする。

「武闘大会は、別に出なくてもいいかなー、なんて」

　しかし、次の瞬間……。

　――ブオン！

　想像して楽しくなったのか、シャドーボクシングを始めたララナの、「武闘大会で対戦相手をミンチにした」拳が鋼の前でうなりをあげ、

「え？　ああ、そっか、巨竜を倒したコウくんにはあんな大会ものたりないよね。だったらさ、武闘大会なんてやめてボクと本気の殴り合いを……」

　さらには天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で死に至る提案をされた鋼は、




「……イエ、ブトウタイカイ、ガンバリマス」




　と答えるしかなかったのだった。




　　　５




「ふむ。キョートーの街か。何度か訪れたことはあるが、やはり活気のある街だな」

「キョートーよ！　ボクは帰ってきた！　ああ、何もかもが懐かしい……」

「飛空艇だとあっという間ですね。でも、ここに来るのも久しぶりです」

「皆様、あまりバラバラにならないようにお願いします。特にララナ様、武闘大会が近く気が立っている者も多くいます。一人で勝手な行動を取られないよう」

　という新しい街に来た時のテンプレ的会話を繰り広げている一行を余よ所そに、

《コウ！　何をしておるのじゃ！　特訓をするのじゃからちゃっちゃと移動するのじゃよぉ！》

「分かった！　行く！　行くから大声出すなって！」

　周りには聞こえない会話をしている二人組が、ドドドドド！　と砂煙でも上げそうな勢いで駆け抜けていく。

「……勝手な行動云うん々ぬん、と言っていたが、アレはいいのか？」

「ハガネ様の行動を私が制限する訳には参りません。それにハガネ様なら追跡用の糸をつけておりま……今、切れました」

「あはは！　コウくんはなんだかんだで自由人だからね！」

　呆れた口調のアスティエールに言葉を返す、ラトリスとララナ。

「あの方も伊達に聖王様に見初められてはいませんからね。でも、万一はぐれてしまっても、ラトリスなら同じ街にいる人を見つける程度、造作もないでしょう？」

　早速一人はぐれても全く動じない辺り、さすがのマイペースなご一行たちだった。

「ところで、その、似たような前科のある私が言うのも何なのだが、最前より私は一つ、どうしても気になっていることがあるのだが……」

「奇遇ですね。実は私も同様なのですが、どうか自重なさって下さい。一度ツッコミを入れれば最後、三十個のボケで返してくる方です」

「え、みんな何かあるの？　ボクは全然分かんないんだけど」

「え？　何の話ですか？　わたしも混ぜてくださいよぉ。あ、ちなみにケロちゃんの髪型のことなら、三つともソフトモヒカンっていうのにしてますよ？」

（（（誰も聞いてねえよ！）））

　という思いを、その時残された三人は仲良く共有したという。

　一方、首尾よく特訓にふさわしい場所を見つけた鋼たちは、例によってオラクルで会話をしていた。

《ぬぐぐぐぐ。正直に言うと、ワシは大会の参加には反対なのじゃ！　じゃが、あのちびっ子格闘家と対面すると足が子鹿化してふとした拍子にちびってしまいそうになるのも分かる！　ワシも、そうじゃったからな》

「いや、僕はそこまで怖がってないんだけど」

　というか、ララナもシロニャにだけはちびっ子扱いされたくないと思う。二重の意味で。

《ええい、言い訳は聞きたくないのじゃ！　というか、そんなことを気にしてるヒマはないのじゃよ！　おぬしがあんな戦闘民族どもの中に放り込まれたら、きっと一瞬でハンバーグの具になっちゃうんじゃぞ！》

「ハンバーグにはなりたくないなぁ」

《当たり前なのじゃ！　じゃから、ワシが特別におぬしを特訓してやるんじゃよ!!》

　なぜか当人よりも気合の入ったシロニャの様子に、鋼も腹をくくった。

　正直に言うと、鋼に少し余裕があるのは適当な理由をつけて土壇場で逃げちゃおうかなと思っていたからなのだが、まあ特訓はするに越したことはないだろう。

「それはありがたいけど、特訓なんて何するんだ？　もう大会まで時間がないと思うんだけど」

《ふふふ、のじゃ！　枕草子いわく、「春はあけぼの、冬はつとめて敵を知り己を知れば、百戦危うからず」のじゃ！　つまり、まずは自分の能力を把握しないと始まらないということなのじゃ！》

「ええと、間違いなく枕草子は関係ないと思うけど、言いたいことは分かった。でも、僕のタレントを調べるのは無理だって話じゃ……」

　たしか〈技能完全隠蔽〉の効果でタレントがそれこそ完全に分からなくなっていると言っていたのはシロニャだったはずだ。

　そんな疑問を口に出す鋼を、シロニャはふふんと笑う。

《その考えは甘いのじゃよ。例えて言うなら、コーヒーとシュガーをゼロ対百でブレンドしたコーヒーより甘々なのじゃ！》

「それもうコーヒーじゃなくてただの砂糖だぞ!?」

　加えて言うなら何もブレンドしていない。

《実はこんなこともあろうかと、専用のアイテムを開発したんじゃよ！》

「おおぉ！　って、ちょっと待て？　そのアイテム、どうやって僕に届けるつもりなんだ？」

　シロニャがこの世界にほいほいと来れるのなら、オラクルなんて回りくどいことはしていないはずだ。

《そこはもちろんあれじゃよ！　オラクルの拡張機能を使うのじゃ！》

「オラクル？」

《ふっふふん。ワシが作った超技能を舐なめるのではないのじゃ！　なんとオラクルには、小型ワームホール機能を付けて物品の受け渡しができる機能もついておるのじゃぁ！》

「それもうオラクルじゃねえよ!?」

　と、怒鳴ったものの、それしか方法がないのならそれを試すしかない。

「どうするんだ？　神様の力でオラクルを改造でもするのか？」

《浅はかなり！　簡単に言えば、このままではオラクルのレベルが足りないのじゃ。逆に言えばオラクルのレベルアップをすればいいのじゃよ》

「そんなのどうすればいいんだよ？」

《とにかくワシをほめるのじゃよ！》

「ほ、ほめる？」

　いきなり言われても、はっきり言ってシロニャはほめるべきポイントより怒るべきポイントの方が圧倒的に多いだろう。

　鋼は心底困惑しながらも、何とか文句をひねり出す。

「シ、シロニャはいつでも傍若無人ですごい……なぁ？」

　本当に文句みたいになってしまった。

《アホじゃろ！　むしろ気を悪くしたわ！》

　当然のダメ出し。

《この際真偽はどうでもいいのじゃ！　噓でもいいからワシを気分よくさせてみるのじゃ！》

「それでいいんだ……。ええと、シロニャは三歳児の割に頭がよくて色々できてすごいなぁ」

　ぴろりん

　しろにゃ　の　なかよしど　が　３　あがった。

「やっすいなお前！」

　口に出した途端頭の中に出て来たメッセージに、鋼は思わずそう言ってしまうが、

《ち、違うのじゃ！　方向性はまちがっとらんが、まちがってるんじゃよ！》

「え、ダメなのか……」

　前も仲良し度が上がったら新しいオラクルを覚えたからてっきり成功かと思ったが、そうでもないらしい。

　ではここはシンプルに行くか、と口を開く。

「シ、シロニャかわいいよシロニャ！」

　そのテンプレと化した褒め言葉を口にした瞬間、




　ぴろりん

　しろにゃ　の　こうかんど　が　４　あがった。




　頭の中に変なメッセージが流れた。

《そうじゃ！　その調子でどんどん来るのじゃ！》

「こんなのでいいのか……」




「と、時よ止まれ、お前は美しい……」

《ファーウストォオオオオ!!》




　ぴろりん

　しろにゃ　の　こうかんど　が　３　あがった。




「えーとえーと、シロニャたんマジ天使！」

《失敬な！　ワシは神様じゃぞ！》

　鋼は神様に怒られた。




　ぴろりん

　しろにゃ　の　こうかんど　が　４　あがった。




「って、好感度上がってるじゃないか！」

《乙女心は複雑怪奇なのじゃ！》




「結ゆう城き鋼は神様シロニャを愛しています。世界中の、誰よりも」

《……う。それはちょっと重すぎて正直ひくのじゃ》

「逆効果ッ!?」




　ぴろぴろりん

　しろにゃ　の　こうかんど　が　１７　あがった。




「って、めちゃくちゃ好感度上がってるじゃないか！」

《乙女心は奇妙奇天烈摩ま訶か不思議なのじゃ！》

　そして、その一言が決め手になったのか。




　しろにゃ　との　かんけい　が　きになる　に　なった！




　鋼の脳内に新しいメッセージが。

「あれ？　『気になる』って、前の『比翼連理の友』より下がってないか？」

「そ、それは……とにかく見ておくのじゃ！」




　はがね　は　おらくる（わーむほーるつき）を　おぼえた！

　しろにゃ　に　みつぎもの　を　おくれるように　なった！




「う。あんまりうれしくない機能……」

　鋼は顔をしかめたが、対照的にシロニャははしゃいだ声をあげた。

《これでいいんじゃよ！　ワームホールはワシに貢ぎ物を贈るための機能じゃが、ワシからコウに何かを送ることもできるのじゃ！》

　シロニャが早速使うんじゃよ、と言うと、鋼の前の空間が揺らぎ始めた。

「お、おい？」

　鋼が訝いぶかしげな声を上げたのとほぼ同時、その目の前に突如、渦巻きのようなものが出現する。

「これが、ワームホール？」

　鋼の前に現れたのは、空間に出来た裂け目だった。どこでも行けるドアのように完全に平面で、奥に何があるのか見えないのは旅に不可欠なワープ出来る扉のようにも見える。

「お、おおっ？」

　さらに鋼が見守っていると、そこから黒い手帳のようなものがにゅるーっと出現した。

　どうやらシロニャが送ってきたらしい。おっかなびっくりで、拾ってみる。

「……何だ、これ」

《ふふ。それこそがワシの百八個ある七つ道具の一つ、「タレント感知クン」じゃよ！　その手帳は、身に着けた者の発動したタレントを感知し、勝手に記録してくれるのじゃ》

「おお?!　何かうさんくさい発明品みたいな名前の割にすごい効果!?　だけどそれ、「技能完全隠蔽」を持ってても使えるのか？」

《たしかに「技能完全隠蔽」は技能が存在することを完璧に隠してしまう。じゃが、実際効力が存在する以上、その発動までは隠すことができんのじゃよ。これはそのシステムの穴をついた「完全技能感知アイテム」なのじゃ！》

「す、すごいな。何か登場以来一番頭良さそうだぞ、今のお前……」

　毎回こんな感じなら尊敬もできるのに、と鋼は思った。

　ここが攻め時と思ったのか、さらにシロニャはアピールを始めた。

《ふふん。これはワシが毎晩夜なべして作ったオリジナルのアイテムなんじゃ。おかげでしばらく、昼寝の時間が八時間とかになってしまったのじゃぞ》

「びっくりするほどありがたみないな!?」

　それは単に昼夜逆転しているだけだ。転生マシーンの時といい、こいつ夜更かしして変なモノ作りすぎだろ、と鋼は思った。

「まあともかく、こいつは本当にすごいな。こんなのどうやって作ったんだ？」

　神様の物体を作る能力は謎に包まれている。

　夜なべということは、まさか手帳の紙を一枚一枚糊のり付けとかしたのだろうか。

　その神秘への答えは……。

《え？　念じたら一瞬でパッと出て来たんじゃが……》

「夜なべどこ行ったよ！」

　その時点からして噓だった。

　まあ、有用そうなアイテムをわざわざ作ってくれたのだから、文句を言う筋合いはないのだが。

「と、とにかく、これを使って僕の能力を色々調べてみればいいんだな」

　せっかくのシロニャの功績が台無し感あふれるものになった所で、鋼はあわてて提案した。

《う、うむ。そうじゃなそうじゃな！　それがいいのじゃ！》

　シロニャも雰囲気が微妙になったのは分かっていたのか、すぐに賛同する。

「じゃあこれから僕のタレントとスキルを調べていこうと思うんだけど、このノートはどうやって使えばいいんだ？」

《そうじゃの！　……あ、そ、それはともかく、あれなんじゃったかなぁ？　こう、商売の方法で、本部が傘下の店舗にマニュアルとか店名を渡してチェーン展開とかするアレなんじゃが、ほら、ふ、ふら、ふら何とかという……》

「話題転換下手過ぎだろ。……フランチャイズ、とかじゃないか？」

《よし今じゃ！　手帳を見るのじゃ！》

「え？　ああ」

　シロニャの声に押され、手帳を開いてみる。すると、




「瞬間記憶復元」

１９９７．９．３０　１３：２０




　たしかにそこには、今まで見た覚えのない文字が書かれていた。

《ふっふっふ。これが、手帳の力じゃ。発動したタレント名と、その日時が表示されるのじゃ。分かるとは思うのじゃが、一応数字は、年、月、日、時間の順じゃな》

　自慢げに話すシロニャ。どうやらさっきの言葉は、鋼に思い出しにくい言葉を考えさせて「瞬間記憶復元」を使わせるシロニャの策略だったらしい。

　これで手帳の力は証明されたのだが、鋼としては俄が然ぜん気になることができた。

「１９９７、って西暦じゃないよな？」

　考えてみれば、こちらに来てからはその日暮らしな生活をし過ぎて暦を確認するのを忘れていた。

　元の世界で鋼がいなくなったのが九月の二十日くらいだったはずなので、リンクしているような気はするのだが。

《聖王暦じゃな。年は違うが、月と日は基本的に地球と同じじゃ。そういう世界にしたのじゃからな》

　鋼もたまに忘れるが、ここは地球とは全く違う法則が根付く異世界。

　大地はそもそも球ではなく平面であり、星という概念が通用しない以上、自転周期や公転周期とかいうものは存在しない。

　なのに一日の周期が二十四時間で、一年が三百六十五日というのはあまりにおかしな話だが、これは神様がそういう風に作ったのだから仕方がないとしか言いようがない。

　他にも重力とか潮力とかコリオリの力とかは存在するのかどうなってるんだとか言い出せばキリがないので、鋼はもう思考を放棄していた。

　神様っていうのは、少なくとも衰退した世界の妖精さんくらいには理不尽な存在なのである。

　神様の理屈無視のチートっぷりを再認識しつつ、次に確認しなければいけないのは鋼の現在の能力だ。




ＬＶ２４　ＨＰ６６７９　ＭＰ２２１８

筋力９２　　知力０　　　魔力０

敏捷４５　　頑強０　　　抵抗０




「心なしか、筋力と敏びん捷しようがまた少しだけ上がってるような……」

《筋力は素振りで上がるんじゃし、あの……ええと、名前を忘れたんじゃが、あの剣……》

「魔剣グラン・ウィンド？」

　鋼が正解を教える。ちなみにその瞬間、手帳に二つ目の「瞬間記憶復元」の文字が浮かび上がったのは内緒である。

《それじゃな！　それを振ったせいかもしれんし、敏捷なんて最悪ちょっと速く歩くだけでも上がるのじゃよ》

「その割に、他が全然上がってないよな」

《知力は本を読めば上がるのじゃ。魔力は魔法を使えば。頑強と抵抗はそれぞれ物理攻撃、魔法攻撃を受ければ上がるはずじゃ！》

「あれ？　でも、僕はクロニャに思いっきり殺されかけたはずだぞ？」

《あれはあれじゃよ。システム外スキルじゃったから、体が攻撃と認識できてなかったんじゃな》

「よく分からないけど、すごいな異世界勇者」

　今思えば、よく撃退できたものだと思う。

《じゃが、あいつはこの世界に手の内を見せすぎたのじゃ。あの攻撃はもうこの世界に組み込まれ、新種のスキルとして登録されとるはずじゃよ》

「ふーん」

　勇者というくらいだし、あと一つか二つくらい奥の手を隠していてもおかしくはないが、おそらくそれも使って行く内にこの世界に認知され、新たな技としてここの血肉になっていくのだろう。

　この世界のシステムというのもなかなかにしたたかだ。

《ともあれ、これだけのＨＰとＭＰがあれば、昔は使えなかったスキルが色々使えるはずなのじゃ！　今回は覚えている限り、スキルの解説もしていくのじゃぞ！》

　今日は最初から気合いマックスなシロニャ。

　聞いてはいないが、もしかすると例の鬼とやらがいなくなったのかもしれない。

「なら、とりあえず使えそうなスキルから調べていくか」
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　そうして、実験と検証を開始して一時間ほど。

　その間に、多くのスキルやタレントが手帳に刻まれた。幸いなことに覚えている技の中には露骨なパクリっぽいものはふくまれておらず、それは鋼を大いに安堵させた。のだが、

《なぜじゃよ！　なぜ「亀亀波」とか「邪蛇闇拳」とか「てんしょうりゅうせん」とか「回転丸」とかがないんじゃ！　こんなのってないのじゃ！　こんなのってないんじゃよ！》

　シロニャがネタ動画で投稿されそうなくらい本気で悔しがっていた。

《おぬしもおぬしじゃよ！　なぜそんな冷静な顔をしておるのじゃ！　おぬしも中学二年生の頃は、「オッス！　オラ海賊になるってばよ！」とか口癖のように言ってたじゃろ!?》

「変な黒歴史を捏造するなよ!?　僕の中学二年生はもっと落ち着いてたよ」

《ふん！　灰色の青春じゃな！》

　負け惜しみのように言うシロニャの言葉を聞きながら、鋼は内心で考えていた。

（まあ、それより前、小学生低学年くらいの頃なら、そのくらい言ってたかもしれないけど）

　少し年上の友達なんかと、毎日バカみたいなことばかりを話していた時期だ。

　その当時なら、たしかに口癖のように「オレ、大きくなったらヒーローになるんだ」とか言っていたかもしれないし、最悪、「勇者王に、オレはなる!!」くらい言っていたような気もする。

　ある意味では、鋼はちょっと早熟だったのだ。

「ほら、いいからほかのスキルを教えてくれよ」

《ううぅ。つまらないのじゃよぉ……》

　シロニャとしては不満があったようだが、パクリ技以外にも当然技は無数にある。

　その検証内容は多岐にわたり、ついでに言えばノートに出てきたりスキル欄にあったりしてもシロニャが効果を忘れているものなどがあったりして色々と大変だったのだが、二人は騒ぎながらも楽しそうに検証作業を続けた。

　代表的なものを挙げるなら、こんな感じである。




　タレント名〈正確に不正確なる打鍵〉

《ちょっとワシの名前を呼んでみるのじゃ……おお！　発動したのじゃ！》

「どんな効果なんだ？」

《うむ。名前を呼ばれた相手は十秒間、確率と確立、再会と再開、以外と意外の変換を確実に間違えるのじゃ》

「みみっちい上にこの世界じゃ全く意味ねえよ！」




　タレント名〈ゾロ目キーパー〉

《例えばコウがこれから体を鍛え続け、筋力７７７になったとする。すごく縁起がいいじゃろ。じゃが鍛えたらすぐ７７８になってしまう。さあどうする？》

「鍛えるのをやめて寝る」

《はい残念この人間のクズー！　正解は、このゾロ目キーパー！　これを使った能力値は、なんとどれだけ鍛えても全く上がりません。一家に一台、ゾロ目キーパー、さあご感想は？》

「何で後半ノリがテレビショッピングなんだ？」

《もはやタレント自体に興味なしじゃよ!?》




　タレント名〈天空への階梯ワン・ウエイスカイウオーカー〉

「おお！　本当に空に階段があるみたいに歩けるぞ！　ルビを見た時嫌な予感がしたけど、これは当たりなんじゃないか！」

《そうじゃろそうじゃろ！　「天空への階梯」はすごいのじゃ！　ワシも上ったら最後、下りる方法が分からないという欠点がなければ、自分で試したいくらいじゃよ！》

「……なあ。もう僕、二十メートルくらい上っちゃったんだが」




　スキル名〈被造物瞬間消去〉　消費ＭＰ　４５

《なんとなんと、ゴーレムやホムンクルスなどの人工的に作られた相手なら、その一部に触れながらキーワードを唱えるだけで消滅させられる、超絶スキルなのじゃ！》

「超絶……。まあ、それなら確かに一撃必殺っぽいけど。ちなみにキーワードって？」

《神様お勧め早口言葉百選じゃ！》

「悠長すぎるわ！　どこが瞬間なんだよ！」

《むぅ。消滅自体は、一瞬なんじゃがなぁ……》




　スキル名〈フラッシュ・カウンター〉　消費ＭＰ　１５

《たったの消費ＭＰ１５で使える高性能カウンターじゃぞ！　発動している間のダメージを無効化し、その予測ダメージを次のこっちの攻撃力に加算できるのじゃ！》

「ダメージをただ返すだけじゃなくて、攻撃力に加算っていうのが新しいな！」

《そして気になる発動時間はなんと、絶対時間にして約０・０１７秒の刹那、そこからズレた攻撃のダメージは百倍になるという胸熱仕様じゃ！》

「バグだよそれ！　明らかに一つの攻撃終わらないじゃん！　攻撃食らってる最中に時間切れじゃん！　何考えてんんだよ、お前は！」

《え？　１フレームカウンターとかめっちゃ燃えるじゃろ？》

「格ゲー感覚か!!」




「ずいぶんと、調べたな……」

《そう、じゃな。ワシもちょっと、疲れて来たのじゃ……》

　検証を始めたのは昼過ぎからだが、今はそれから既に二時間以上が経っている。

「まだ、何か調べられるのあったっけ？」

《属性系、がたぶんいくつかあるはずなんじゃがな》

「属性系？」

　聞き慣れない言葉に聞き返す。

　シロニャは簡潔に答えた。

《特定の属性の魔法が強力になったり、特定の属性の魔法を防いだり、とかじゃな》

　ゲーム的に言えば、「火属性魔法強化」とか、「火属性耐性」とか、だろう。鋼は簡単にそう見当をつける。

《じゃが、それには魔法を使えるか、魔法を使う人に協力してもらわんと……》

　シロニャはそう言うが、だとしたら問題はもう半分は解決している。

「だったらさ。協力してもらえばいいんじゃないか？」

《むぅ？》

「周り、見れば分かるだろ。僕たち以外、この人たちみんな、何しにここに来てるかってことだよ」

《それは……おお！》

　武闘大会前でにぎわう公園。そこには、魔法の練習をする数多くの人たちがいた。

　人間相手に魔法が使えるとなれば、彼らにとってもいい練習になるはずだ。

「じゃ、ちょいと頼んでみるか」

《あ、待つのじゃよ！　いくら実験とはいえ、魔法をはね返したりしたらきっと目立つのじゃ！　対戦相手に知られないようにこっそりやった方がいいと思うんじゃよ！》

「んー。まあ、そうか」

　今までのスキルやタレントは知らない人が発動しているのを見ても何が起こっているのか分からないものが大半だった。それと比べ、属性系のスキルは分かりやすく、ことによっては注目を集める可能性もあるだろう。

「分かった。それもちょっと頼んでみるよ」

　色々と気を遣わなきゃいけないんだな、と考えながら、鋼はちょうど近くで攻撃魔法の練習をしていたエルフの女の子に近付くと、出来るだけさわやかな笑顔を作って言った。

「やぁお嬢さん！　突然だけど、僕と一緒に向こうの物陰に行って秘密の練習をしないかい？」

《完全に変態なんじゃよ!?》

　それから、涙目で逃げ惑うエルフの少女を追いかけ回す鋼の姿が確認されたのは言うまでもない。
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　そして、

「こんなもので、いいかな？」

《そう、じゃな。属性系も一通り、試したような気は、するのぅ》

　さらに疲労困こん憊ぱいしながらも、鋼たちはエルフの女の子の協力の下、属性系の検証を一応終わらせることが出来た。

　まだ発動したのにシロニャが効果を思い出せないタレントや、不明瞭な効果のタレントはあるが、これで八割方出尽くしただろう。

　手伝ってくれたエルフの女の子に手を振って別れを告げると、鋼はバタンとその場に大の字に倒れ込んだ。

「別に体力使った感じはしないけど、何だか疲れたよ」

《おぬしのは、アレじゃ。ツッコミ疲れじゃろ》

「そうかも。だったらシロニャのはボケ疲れだな」

《ふふっ》

「あはは……」

　なんとなく河原で殴り合ったライバル同士のノリで、スポーツをしたあとの心地よい疲労感的なものを感じながら、力なく二人して笑い合う。

《それで、成果はあったかの？》

「うん。色々と使えそうな能力は見つけたし、強敵と戦うために、今から使っておこうかなって能力もあった。まあ、大会で役に立つかは、分からないけどね」

　そう答えて、鋼はふと、ここまで助力をしてくれた相棒を想う。

「……シロニャにも、割と世話になったよな」

《な、なんじゃよ、いきなり！》

「そりゃ、最初はさ。シロニャのせいで死んじゃったようなところもあったし、やることなすことめちゃくちゃだし、こいつほんと邪魔だなー、なんて思ってたけどさ」

《初耳なんじゃが！　それ、初耳なんじゃが！》

　騒ぎ出すシロニャ。もういつも通りになってしまったその声を聞きながら、鋼は続けた。

「だけど、僕が何をやる時でも、シロニャはいつも応援してくれて、今回も、僕のためにこれだけ必死になってくれてさ。なんだかんだでちょっとだけ、嬉しかったかな」

《それは、じゃって、あうぅぅ》

　うめくような声が、オラクルに乗って鋼のところに届いてくる。

　赤面してうずくまるシロニャの姿が目に浮かぶようだった。

　身体を満たすほどよい脱力感の中、鋼は、

（いつかこいつに、恩返しをするってのもいいかもしれないな）

　なんてことを思っていた。




「あ、やっと見つけたぁ！」

　そんな、まだ本番が始まってもいないのにクライマックスな空気の中、タイミングのいいことに別行動だったララナが鋼の姿を見つけて、駆け寄ってきた。

「探しちゃったよ！　見つかってよかったぁ！」

「ララナ？」

　めずらしく焦った様子のララナを見て、鋼は首をかしげた。

「あのね。言ってなかったけど、実は武闘大会って明日からなんだ」

「え？」

「いやー。だいたいこの時期だって分かってたんだけど、まさかもう明日とは思わなくてさー。あ、それでね。大会の受付って、前日の日没までなんだってさ」

「え？」

　まったくラトリスも知ってたなら言ってくれればいいのにねー、なんて呑気に話すララナを見て、それから鋼はゆっくりと空を仰ぐ。

　見上げた空は、既に赤く染まり始めていた。

「え？」




　――日没は、近い。
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「どけどけぇ！　邪魔だ邪魔だぁ！　どけどけぇ！」

　容姿と年齢にそぐわない乱暴な言葉で先頭を走るのはララナ。

　その後を、アスティ、鋼、ラトリスの順で続く。

「んー。このちょーしならギリギリ日没までに闘技場につくかなぁ……」

　さすがにＡ＋ランク冒険者のララナは、走りながらも全く息を切らさず、あくまでマイペースに見通しを口にする。

「いやぁ。だったら別に間に合わなくても……」

　と、ぼそぼそとつぶやくのは我らがツッコミ王、結城鋼である。

　日没までに登録しないと武闘大会に参加できないという驚きよう愕がくの事実が発覚してからすぐに鋼は一行と合流。

　全員で闘技場に向け、全速力で進軍することになった。

　おかげで鋼は、いかに全力で急いでいるように見せながら時間に遅れて大会参加を免れるか、を必死で模索していた。

　ちなみに途中、なぜか見覚えのある修道服の人物も見えたのだが、

「じゃ、コウ様、頑張ってきてくださいねー。もし間に合ったら、ぎゅっとして、ごわっとしてあげますから」

　何か意味の分からないことを言って、にこやかに手を振って鋼たちを送り出しただけだった。

　たぶん走るのが面倒くさかったのだと思われる。

「あそこを曲がれば、闘技場正面です」

　最後尾からのラトリスの言葉に力を得て、鋼は速度を落とさずに角を曲がり、

「うわっ！」

　歩いていた人物に、思い切り正面衝突をした。

「す、すみません」

　顔を上げると、ぶつかった相手は食パンを加えた美少女転校生、ではなく、

「あぁ!?　なんだぁ、テメェ！　やんのか、オラァ！」

　見るからに柄の悪い、顔に傷のあるスキンヘッドのあんちゃんだった。

（最悪だぁ……）

　やはり後期デス○ート的平和世界でも、このくらいの荒くれさんはいらっしゃるらしい。

「あんじゃぁワレェ！　ワビィ入れるゆうならさっさと兄貴に金出して土下座せんかい！　ナマ言いよるならドタマかち割ってタマとったるでぇ！」

　その心の声を聞き咎めたというワケではないだろうが、隣にいたバリバリのモヒカンの世紀末ファッションのお方が詰め寄ってくる。

　それにしても脅し文句のクオリティが色々ひどい。

《おおぅ！　す、すごいのじゃよコウ！　この人ってやられる時に「あべしっ！」か「ひでぶっ！」って叫んでくれるという伝説のモヒカンさんじゃろ？　ちょ、ちょっと試しになぐってみるんじゃよ!!》

（なにワクワクしてるんだよ!?　やらないよ!!）

　脳内でシロニャは一人喜んでいるが、世紀末救世主とは程遠い平和主義者の鋼としては、ここはあべしもひでぶもなしで切り抜けたい。

　困り果てた鋼の耳に、シャン、シャン、という涼しげな音が二回聞こえた。

　すると、

「あ、何だぁ！　急にオレのズボンが……」

「うあ！　ワイの荷物が……」

　急にわたわたと焦り出す二人組。

「ごめんねおっさきー」

「申し訳ありませんが、先を急ぎますので」

「心配するな、峰打ちだ」

「何かほんと、すんません」

　その隙にララナ、ラトリス、アスティエール、鋼の順でその横を駆け抜ける。

「って、待て。思わず流したけど、峰打ちって絶対噓だろ！　両方とも思いっ切り切れてたぞ」

「いや、峰を使って斬ったのだ。こちらに非があったとはいえ、あのような恫どう喝かつ、元騎士としては見過ごせん」

「峰打ちの意味ないな！」

　などと、速度を落とさないまま鋼とアスティエールが言い合っていると、そこにララナまで入ってきた。

「あの札見た？　あの二人も大会参加者みたいだね」

「ふだ？」

　そういえば、スキンヘッドもモヒカンも、首から下げるヒモのついた木の札を持っていた気もする。

「武闘大会参加者には参加証として木札が配られるのです。簡単ですがギルドカードのような個人認証機能を持っていて、なくすと失格になるので注意して下さい」

　やはり走りながら、ラトリスが補足する。

「ま、アスティの剣けん閃せんも見切れないとか、雑魚だよねー」

「あの程度の連中に、我が覇は道どうを阻ませはせん！」

　あくまでにこやかなララナと、何だかテンションがおかしくなっているアスティエールと並走し、走り続ける。

　そして、

「見えました。あちらです」

　ラトリスの声に顔を上げる。

　闘技場が、見えてくる。

　そこには、

「う、わぁ……」

　壮観としか言えないような光景が、鋼の前に広がっていた。

　鋼に息を呑のませた景色、それは……。

「ものっすごい、並んでるねぇ……」

　闘技場参加受付の前に、長蛇の列がある風景だった。
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　列の最後尾に並び、鋼は「ふへぇ」と息をつく。

「この列見たときは、これで大会に出なくて済……いや、残念ながら間に合わなかったかと思ったのになぁ……」

　どうもこういう場合、大抵は日没までに列に並んでさえいれば、受付はしてもらえるらしい。

「参加料で五千マナも取られるし、そういう意味じゃ客商売だからねー」

　大会運営側としては、参加を断るメリットがあまりないのだ。

「それにしても、すごい建物だな……」

　差し迫った問題が半ば片付いて、ようやく周りに目を配る余裕もできる。

　武闘大会の会場であり受付でもあるその円形闘技場は、ローマのコロッセオもかくや、と思うほどの巨大な建物だった。

「このキョートーの闘技場はこの近辺では一番の規模を誇ります。そのせいか武闘大会の規模も地方大会ではトップクラスです」

（へぇー。すごいんだな）

　観光に便利なラトリスの解説を聞きながら、鋼はおのぼりさん気分で辺りを見回す。

　さすがに大会前日、闘技場前の熱気もかなりのものだった。

「武闘大会開催記念、キョートー名物武闘大会クッキーはいりませんかぁ!?」

「券、あるよー。券、買うよー。インチキ、ちがうよー」

「さあさ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　なんと的中率驚きの百二十パーセント！　あのミセスバートルのビックリ予想が今ならたったの五十マナだよ！」

「色んな商売あるなぁ……」

　武闘大会に便乗した商品や、ダフ屋や予想屋までが出張って来ているらしい。

　しかし、中でも目を引いた、というか、

《う、うぉおおおおおおおおお！　なんじゃぁ、あれはぁ!!》













　シロニャの琴線に触れたのは、

「……ほんと、何なんだ、あれ」

　近くの子供に無差別に風船？　を配ろうとしては泣かせている、謎の昆虫？　集団だった。

《あ、あの優美さと力強さを兼ねそろえたフォルム！　そして光沢と力強さを共にそなえたあの肌つや。さらに雄々しさと力強さをこれでもかと前面に押し出したあの角。かっこかわいいんじゃよー！》

「……そうかぁ？　というかお前、さっきまでは僕が心配で観光どころじゃないって言ってなかったか？」

《そんなもの、あの黒光りする勇姿に比べたらどーでもいいんじゃよ！　うにゃぁああ！　カッコイイのじゃよー！》

「……まったく共感できない」

　なんて言いながら、めずらしく素直な子供らしい反応を見せるシロニャを、鋼はほほえましくも思っていた。

（いつもははしゃいでるのははしゃいでるけど、なんかこう、もっとダメな方向に行ってるからなぁ）

　目の下にくまを作ってゲームをしている時よりは健全だろうと一人納得する。

「ああ。アレは、大会マスコットのヘラクラーですね」

　鋼の独り言を聞きつけたのか、もう一人の解説キャラ、ラトリスがそう教えてくれた。

「ヘラクラー？」

　言われてから見ると、たしかに日本で言うところのヘラクレスオオカブト、つまりカブトムシに似ているような気がした。

「ええと、こっちにもカブトムシとかっているのか？」

「はい。小さいものでは体長十センチ、大きいものでは十メートル程度の個体が確認されているようです」

「そ、そうか……」

　さすがファンタジー世界。しかし、子供の自由研究にはそぐわない巨大さだ。

「総じて捕獲が容易な個体が多いため、一部好こう事ず家かの間では人気の高い生物ですが、正直マスコットとしては……」

　言葉を濁すラトリス。

　というか、近寄った傍から子供を泣かせたり親ににらまれている姿を見れば、一目瞭然である。

「大丈夫なのか、あれ」

「大丈夫ではないでしょうね。一時はマスコットキャラとしてグッズ販売もしていたようですが、『なんか不吉』『ぶっちゃけキモイ』『ヘラクラーのせいで運気が下がった』『押すと変な液体が出る』『夜中に動いてるのを見た』『知らない間に角が伸びてる』などの苦情が殺到。返品騒動が起こったため、今では大会の直営店でも取り扱ってないとか」

「途中から完全に呪いの人形化してるけどほんと大丈夫か!?」

　むしろそれでも頑なにマスコットキャラを変えない大会運営に一言物申したい。

　ただ、

《行け！　行くのじゃヘラクラー！　人類なんてブッ飛ばすのじゃー！》

　と大興奮のお子様もいるので、もしかすると一部の人には大受け、だったりするのかもしれないが。

「あ、ねえねえ、アレ！　大会の賞品一覧が出てるよ！」

　ララナに腕を引っ張られ、鋼は強制的にヘラクラーから視線を移された。

　仕方なくララナが示す方に目を移すと、たしかにそこには「武闘大会賞品目録」と大書された掲示がある。

　さらに特筆すべきこととして、「本選出場者全員に、大会から豪華賞品を進呈！」と威勢よく書かれているのだが、

「なんか、格差がひどいな……」

　その内容に、鋼は束の間言葉を失った。

　一位、つまり優勝賞品は、優勝賞金百万マナとトロフィー、それに副賞の〈金剛力奥義書〉だ。

　奥義書の価値は正直鋼にはよく分からないが、

「金剛力、奥義、だと。こんな場所で……」

　などと分かりやすくつぶやきながら奥義書の文字を見つめる、アスティエールのうずっとした瞳を見れば、相当に貴重なものだと分かる。

　二位の賞品は賞金十万マナと秘宝「シューティング・スター・リング」。なんとつけているだけで敏捷性が大幅に上がるという、戦いを生業にする者ならのどから手が出るほど欲しい腕輪（ララナ談）だ。

　ちなみに三位になると、賞金はがくっと下がって二万マナ。それと記念のブロンズメダル。

　四位は賞金額かろうじて一万、賞品は希少回復薬一式。ここまでがギリギリ豪華賞品と言えそうなところだ。

　五位から十六位になるともう一括りで、賞金は驚きの五千マナ（参加費用が返ってくるだけ）で賞品が大会オリジナルキャラの記念グッズ。

　十七位から三十二位なんてさらにひどく、賞金はなしで、賞品は大会のロゴが入った羽ペン。

　まさに誰得な内容である。

（……ん？）

　その時、鋼は意識の端にふと、何か引っかかりのような物を感じて、




「ぅぎゃあああああああああああああああああああああああああ！」




　次の瞬間、どこかから聞こえたまさに魂たま消げるような悲鳴に、意識の全てを持っていかれた。

「ッ！　どこだ？」

　思索を中断された不愉快さからか、あるいは何か予感を覚えたのか、鋼はいてもたってもいられず、反射的に列から飛び出して駆け出していた。

　幸いにも、騒ぎの発生源は一目瞭然だった。

　悲鳴が起きたと思しき場所から火の手が上がっていて、そこから断続的な悲鳴や怒号が響き渡っている。

　人の流れに逆らい、その中心に向けて走っていると、

「もー。護衛、置いてっちゃダメだってば」

「捨て置けんな。私も同行しよう」

「自分から苦難を望むその気性。ハガネ様も案外私のご同類なのかもしれませんね」

　ララナが、アスティエールが、ラトリスが、次々と鋼の横に並んでくれる。

　騒動の現場にたどり着いて、鋼はその異様な光景に絶句した。

「だずげ、たずげでぐれぇああ!!」

　火の手が上がっている、と見たが、燃えているのは人だった。

　二人の男が、炎にまかれて苦しみに踊り狂っていた。

　あまりの光景に呆ぼう然ぜんとしていた鋼に代わり、素早くラトリスが動く。

「水すい遁とん！　水すい剋こく火か！」

　その叫びが終わらない内に、燃えている二人の男に水が押し寄せる。

　炎は一瞬、抵抗のそぶりを見せたが、やがて水に呑まれて消えた。

　燃えていた二人の男は、同時に地面に倒れた。

「誰か回復魔法を！」

「私がやろう」

　鋭い叫びには、アスティエールが応じる。

　さすがの冷静さで男たちに駆け寄り、両手を使って二人に同時に回復魔法をかける。

「大丈夫、なのか？」

　ようやく我に返った鋼が近寄って聞く。

　たしか、人体の二割だか三割だかを火傷すれば助からない、と聞いた覚えがある。

「確かに派手な炎だったが、ダメージ自体はさほどでもない。きちんと処置すれば、後遺症も残らないはずだ」

　アスティエールは軽く請け負った。

　ラトリスが補足する。

「先程の炎は魔法の火です。二人共それなりの魔法耐性を持っていたおかげで、一命は取り留めたようです。しかし……」

　そこでラトリスは、二人の横に落ちていた、黒焦げになった物体をつまみあげた。

「これでは、仮に傷が治っても武闘大会の参加は絶望的ですね」

　それは、焼け焦げて原型を留めなくなった木札だった。

「あれ、もしかして、この二人って、さっきの……？」

　そこでようやく鋼は気付いた。

　倒れていたのはスキンヘッドとモヒカン。

　鋼が闘技場に向かう途中ぶつかった二人組だった。
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「これで大丈夫だろう。回復魔法は私の得手とする所ではないが、応急処置としてはこれで充分なはずだ」

　処置を終え、アスティエールが立ち上がる。

　すると、

「ぅ、あ……」

　二人組の内、スキンヘッドの方がうめいて、目を開いた。

「目が覚めたのか？」

　アスティエールが声をかけるが、まずスキンヘッドの男が気にしたのは、目の前に立つアスティエールでも、自分の身でも仲間の身でもなく、黒焦げになった木札だった。

「そ、れは、オレの……？」

　呆然とした様子でラトリスの手に握られたそれを見る男に、ラトリスはいつもの調子で話しかける。













「私達が魔法の炎にまかれ、燃えている貴方方を助けました。一体誰にこんな事を？」

「わから、ねえ。ぶつかって、声をかけたら、ヤロウ、いきなり、オレたちに……」

　そこで男は、屈辱のせいか恐怖のせいか、ブルブルと震えだした。

「顔は？　見ていないのですか？」

「魔法使いが着るような黒いローブを着て、顔も、隠してやがった。見えたのは、オレたちに向けられた手と、大会参加者用の木札だけだ。くそ！　燃えちまった！　オレの、オレの、札が！　ちくしょうが、オレは、この大会こそ、ちきしょう！　ちきしょぉお!!」

　そこからは、もう会話にならなかった。

　スキンヘッドの男はラトリスの手から奪うように燃えカスになった木札をもぎ取って握りしめると、しきりに悪態の言葉を吐きながら涙を流していた。




　もう自分たちにできることは何もない。

　そう判断して、鋼たちは男たちの下を離れた。

「あんな男だが、大会には人一倍、思い入れがあったようだな」

「さすがにアレ見ると、ちょっとかわいそうになるよね」

「それより問題なのは、大会参加者の中に、あのような事を平然と行う輩がいるという事です」

　ラトリスの表情は険しい。

「持続性のある火属性魔法を相手に使うというのは、明白な犯罪行為です。それを堂々と人目のある往来で行うとは、とても正気の沙汰とは思えません」

「うーん。放っておくと、もしかするとまた被害が出るかもしれないね」

「だが、犯人の目星などつかないだろう。ただでさえ大会時期で人の出入りが激しい。ヒントは、一つだけ。となれば、持ち得る手段は……」

　そこでアスティエールが、ちらりと鋼を見た。

　だが、鋼は全く気付いていなかった。

　いや、そもそも、闘技場への帰り道、鋼はずっと無言だった。

　衝撃的な光景に頭が一瞬空っぽになって、それが一応収まって、頭の中がリセットされて。

　なのにそれでも、まだ振り払えないものが残った。いや、何もなくなったからこそ、自分が気にしているものが何か、鮮明に分かったとも言える。




　――あの、声。




　闘技場でのんびりと並んでいる時に聞いた、今まで一度も聞いたことのなかったようなあの声。それが、いつまでも耳から離れない。

　同時に、そんな声を上げさせた存在に、想いを馳はせる。

　鋼の脳裏に浮かぶのは、黒い異形のイメージ。人なのか魔物なのかも判然としない、幻じみた存在。

　あんな風に人を怖がらせて何がしたいのか、その目的もよく分からない。

　だが鋼はそいつに、不思議なシンパシーと憎悪を感じていた。

　正体は分からないし、どうでもいい。

　だがそいつは、大会を勝ち抜いた先に、必ずいる。

　地面がでこぼこした石畳で、足元もよく見えないため、何度か転びかけたが、それでも鋼は、一心に、ただ一つのことだけを考えていた。

　そうだ。こんなの、柄ではないと分かっている。

　それでも自分にできることがあると、知ってしまったから。

　だったら、




「――僕は、武闘大会に、出たい」




　気が付けば、鋼は自然とそう口にしていた。

　驚くみんなの顔を見ながら、鋼は語り出す。

「本当はさ。今まで、あんまり乗り気じゃなかったんだ。映像を見ても危ない大会だと思ったし、特に目的もなかったし、さ」

「コウ、くん？」

　ララナの、少し傷ついたような顔。それを拭い去るためにも、鋼は言葉を尽くす。

「でも、今は、自分の本当の気持ちとして、本気で出場したいと思ってる。いや、もちろん出るだけじゃダメだ。予選を勝ち抜いて、本選に出て、それで……」

　ほとばしる想いのまま、つたない言葉を紡いだ。

　ありあまる感情と、もつれる口、それを、聞いていられないとばかりに、

「ハガネ！」

　誰よりも美しく凜り々りしい元騎士が、彼の名を呼んでそれを制する。

「アスティ？」

「う、うむ。その、なんだ」

　鋼に名前を呼ばれ、彼女は照れたように頰を赤らめ、わざとらしく咳せき払いをする。

「その心意気を、私は立派だと思う。あの勇者、クロニャはハガネのことを害悪だと言ったが、それは違うとはっきり言える。他人のために動こうとする心を持つお前が悪だなんて、私は絶対に認めない」

「そんな……」

　鋼は首を振る。

　たしかに他人のためであっても、鋼がやろうとしているのはほんのちっぽけなことで、しかもただの自己満足だ。

　本当に善というものがあるなら、むしろアスティエールのような人をこそ善と呼ぶべきだろう。

「しかし……」

　そこでアスティエールは、夕闇の中に光るような、その輝く美貌を憂いに染めて、




「残念だが今年は無理だ。諦めろ」




　鋼の希望を、断ち切った。

「どういう、ことだ？」

　鋼がそう尋ねた瞬間だった。

　ピンポンパンポン、という鋼にも懐しいメロディが流れ、そして、

「只今をもって、キョートー武闘大会の受付を終了致します。たくさんのご参加、誠にありがとうございます。大会参加者の方は……」

　無情なアナウンスが鋼の耳にも届く。

「時間、切れ？」

　ぼんやりと空を見上げるしかない鋼に、

「あっはは！　こういうこともあるって、ドンマイドンマイ！」

　ララナの軽快な笑い声が、やけに胸にずしんと響いた。

「え？　ほんとに、これで、終わり……？」

　あんまりにもあんまりな終わり方に、がっくりと肩を落とす鋼。

　ポン、とその肩をたたかれる。

「ハガネ、その、今回は残念な結果に終わったが、そんなに気を落とすな。私でよければ、まあ、愚痴くらいなら聞いてやれる」

「アスティ……」

　ポン、と鞭を手に乗せられる。

「そうですね。辛い事があるのなら、全て私にぶつけて下さい。その苛立ちも、憤りも、全て私が受け止めてみせましょう」

「ラトリス……」

　こうして、仲間たちの優しさに包まれながら、鋼の武闘大会にまつわる物語は、幕を閉じたのだった。




　　　４




　と、本来ならそこで話は終わってしまうところなのだが。

「しょうがないなー。ほかならぬコウくんの願いだし、ここはボクが一肌脱ぎますか！」

　そこで鋼を救うべく行動を起こしたのが、さきほど無神経な台詞で鋼を失意のどん底まで叩き落としたララナであった。

　闘技場まで戻ると、

「ちょっとズルっこい感じがするから、あんまりやりたくないんだけどねー」

　なんて言いながら、すっかり人ひと気けもなくなってきた受付に歩いて行き、受付のやたらいかつい係員に話しかけた。

「すみませーん。武闘大会の参加登録をお願いしたいんですけど」

「申し訳ありませんが、今年度の大会受付は終了しました」

　即座に返される、にべもない返事。

　しかしララナはへこたれなかった。

「そうですか。でも、こういう大会なら、推薦枠、ってありますよね。これを持って、責任者の方に相談してもらますか？」

　と言って、受付の人に何かを手渡す。

「それは……？」

　といぶかしげだった受付の人の表情が、それを目にした途端、変わった。

　それはララナのギルドカードだった。

「ララナ、ナナナン、様？」

　目の前にいる人物がこんな所にいるのが信じられない、という風に手をわなわな震わせ、目を見開いている。

「あれ？　ボクを知ってるの？」

「と、当然であります！　この業界で、ララナ様を知らない者などおりません！」

　それを聞いて当然鋼はどの業界だよ、と思ったが、そこは自重する。

　しかし、その叫びを耳にして、隣にいたもう一人の受付の人も同じように目を見開いた。

「ら、ララナ様？　ま、まさか、昨年に行われた大陸統一総合闘技大会で『覇は刃じんの滅めつ姫き』様と壮絶な死闘を演じられた、あのララナ様ですか？」

　本当にララナはこの業界？　では、有名人らしい。

　目を丸くする鋼たちの前で、ララナはめずらしくもはじらうような姿を見せた。

「はずかしいな。結局負けちゃったからね、あれ」

「いえ、とんでもありません！　勝負は紙一重でしたし、アレは大会一の激戦でした。あの時はその前の対戦で疲労なさっていたララナ様が負けてしまわれましたが、お二人の実力は互角だったと自分は感じました」

「あー。あのバトルフィールド、傷は治すくせに疲れ取ってくんないんだよねー」

　という感じで、その場はすっかりララナペースである。

「それで、今日はボクの仲間を出場させてもらいたくてね。ええと……」

　ララナの視線がこちらを向く。

　それにつられるように、受付二人の視線もこっちに動いた。

「すみません、お願いします！　僕にはどうしてもこの大会に出たい理由があるんです」

「私も、是非ともお願いしたい。このような大会に出場した経験はないが、一度自分の力を思い切り試してみたい」

　即座に答えた鋼とアスティエールに続き、

「私は遠慮しておきます。私の技はハガネ様を守るための刃です。余人に手の内を晒さらす危険は冒せません」

　ラトリスだけが不参加を表明する。

「というワケ。……二人ともこういう大会の経験はないみたいだけど、実はここだけの話、トーキョの街で巨竜と戦ったのがこの二人なんだよ」

「え？　巨竜は本当に復活していたのですか？　てっきりよくある噂話の類かと……。しかし、もし、それが本当なら、さぞや……」

　受付二人の視線が、にわかに熱を帯びる。

　倒した手段が手段だけに、鋼は少し居心地の悪さを感じた。

　脈ありと見たララナが勢い任せに頼み込む。

「推薦って言っても、別にシードとかじゃなくて、普通に予選からの参加でいいんだ。できないかな？」

「それは……いえ、ララナ様の頼みとあれば！」

「できるの？」

「もちろんです!!」

　胸を張る受付の男性。隣のもう一人も、調子のいい相方に苦笑しているが、反対ではないようだった。

　何かを調べていたその相方の受付の人が言う。

「幸運なことに、ついさっき木札の破損が確認され、欠場者が二名出たところなんです。予選から出場の普通の枠ですが、これでよければすぐにでも手続きできますよ」

　それ自体は幸運な申し出ではあったが、一行は渋い顔をした。

「欠場者、か。それって……」

　男泣きに泣いていたスキンヘッドの姿が脳裏に浮かぶ。

　鋼自身、もうあの一件は割り切っているつもりでいるが、あまりいい気分はしなかった。それでも、

「それで、お願いします」

　鋼は、怯まなかった。

　自分の目的がちっぽけで独善的であることを自覚している以上、その罪悪感すら呑み込んで進むつもりだった。

「……そうだな。私もそれでお願いしたい」

　続くように、アスティエールも名乗りをあげる。

「はい。これよりお二人の大会登録を致します。では、二人のお名前をお伺いします」




「ハガネ。ハガネ・ユーキです」

「アスティエール。アスティエール・ベル・フォスラムだ」




　こうして、大会史に長くその名を残すことになる、いまだ無名の冒険者のエントリーは無事に成立し、鋼の武闘大会にまつわる物語が、ここに幕を開けたのだった。




　大会へのエントリーは何事もなく終わって、鋼は待っていたララナたちの下に戻ってきた。

「その、ありがとう、ララナ」

「んぅ？　あ、あはは。何だよ、まじめな顔してさぁ。もう、照れるよ、この女たらしぃ！」

「さりげなく悪口混ぜるなよ！　全然たらしてないぞ！」

　どうしたってシリアスにならないララナとの会話を楽しみながら、しかし鋼の心はもう翌日、大会当日まで飛んでいた。

「ハガネ。色々あったが、これで私たちも……」

「ああ。明日はいよいよ、武闘大会だ！」








断章１





　　　　　「新しい、旅立ちか」

　　　　　　私は感慨深く呟く。今日から私は、この世界を捨て、何が待っているか分からない、全くの未知の次元に旅立つ事になっている。少しくらい感傷的にもなろうというものだ。

　　　　　「何が未知の次元じゃよ！　散々ワシを脅して向こうの世界の情報を引き出したくせに……」

　　　　　　どうやら考えている事を口に出してしまっていたらしい。言葉尻を捉えて後ろできゃんきゃん騒ぎ立てる白猫を睨み付けておとなしくさせる。猫の癖にきゃんきゃんとはこれ如何に。

　　　　　　――でも、そういえば初めて会った時も、こんな感じだったかも。

　　　　　　思い起こせば、遙はるか遠くに思えるあの日々。というほどの時間は経っていないけれど、シロニャンとも初めて話をした時には大体このようなやり取りがあった。

　　　　　「お、おおおおぬし、どこから見とった！」

　　　　　　シロニャン（もう猫ではないけど）は、私の姿を見て激しく動揺して、言わずもがなな事を口走った。

　　　　　「どこからって、もちろんこの場所からですけど？」

　　　　　「いやいや、そういう話じゃないんじゃが」

　　　　　　シロニャンはまだもごもごと言っていたが、そんな些さ末まつな事象にかまけている余裕は、少なくとも私の側にはなかった。

　　　　　「それより聞かせてください。コウって、結城鋼くんの事ですよね？」

　　　　　「う……」

　　　　　　明らかに動揺する素そ振ぶりを見せるシロニャン。私の中で図星率が百パーセントほど上がって、二百パーセントになった。一粒で二度図星だ。

　　　　　　私もだいぶ動揺している。落ち着かなくては。

　　　　　「ちゃ、ちゃうよ？」

　　　　　　しかし、私の目の前に立つ少女は、あくまで白しらを切る。白猫だからって生意気な。

　　　　　「ゆ、結城鋼なんてワシ知らんのう。コウっていうのも鋼の音読みじゃなくて、足の甲という意味じゃよ？」

　　　　　「馬鹿を言わないでください。足の甲と話をするはずがないでしょう!?」

　　　　　「し、してたんじゃもん！　腕の筋肉に話しかける感覚でちょっと話をしてたんじゃもん！」

　　　　　「あなたはどこぞの芸人ですか!?」

　　　　　「と、とにかく知らないものは知らないのじゃ。た、たぶん、結城鋼なんて人間は、もうこの世にはいないのじゃ」

　　　　　「え？　いま、なんて……」

　　　　　「あ……」

　　　　　　しまったのじゃ、という顔をして、シロニャンが口を押さえるけれども、それはもう遅い。

　　　　　　今、図星率が三百パーセントを超え、私の中に真実が舞い降りてきた。

　　　　　　けれどそれは――最悪の真実。

　　　　　「こ、殺したんですね?!　あなたが、コウくんを、殺したんだ！」

　　　　　「え？　ええっ!?　ワシがぁ?!」

　　　　　　しらばっくれようとする犯人。

　　　　　「とぼけても無駄です。既に、既に状況証拠は全て揃っているんです！」

　　　　　　そして、それを追い詰める名探偵（私）。

　　　　　「ちょっ！　状況証拠だけって、それアレじゃよ！　一番冤えん罪ざいになりやすいパターンじゃよ！」

　　　　　「真犯人はみんなそう言うんです」

　　　　　「冤罪じゃよー！　というか、冤罪以下じゃよ！　コウは今も異世界でぴんぴんして……あ」

　　　　　「あ」

　　　　　　冤罪は晴れた。この事件に、加害者も被害者もいなかった。

　　　　　　そもそも事件じゃなかった。

　　　　　　いえ、分かってましたよ？

　　　　　　シロニャンは人を殺すような顔してないですし、でも思いついたらノッちゃうのがイタい子のイタい子たる所以ゆえんなんです。ご了承ください。

　　　　　　それはともかく、実に結果オーライ。

　　　　　「やっぱりコウくんの事知っているじゃないですか。とにかく、お願いします。コウくんの居場所、教えてください」

　　　　　「やじゃよー！　なんとなく頭よさそうなしゃべり方で騙だまされそうになったけどおぬし絶対天然系じゃもん！　ワシは天然とＤＱＮには関わり合いになりたくないんじゃよー！」

　　　　　「天然？　今、私の事を天然と言いましたか？」

　　　　　　その言葉に、私の堪忍袋の緒の耐久力が加速度的に減少していくのを自覚した。

　　　　　「天然」

　　　　　　たった二文字。されど二文字。その謂いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにさらされ、私が今までどれだけの精神的外傷を負ったことか。

　　　　　　この猫は、その報いを受けなければならない。

　　　　　　――今、すぐに！

　　　　　「どうしたんじゃ、天然娘？　何をぼうっと……」

　　　　　「私を、天然と、呼ぶな」

　　　　　　我に返った私が怒りを堪えてたしなめると、シロニャンはブルブルと震えながら頷うなずいた。相変わらず大おお袈げ裟さな猫である。

　　　　　　初めて私が天然と呼ばれた時も、私の尋問（という名のくすぐり）を行うと大袈裟に怖がり、すぐに全てを白状した。

　　　　　　それを聞いて、私は大いに逆上したのを覚えている。コウくんが死んだ原因がこのバカ猫にあり、そしてコウくんがもうすぐ滅びる世界へと生まれ変わらされたと知ってしまったからだ。しかも、あまっさえそれをコウくんに伝え忘れていたらしい。

　　　　　　その時点でシロニャンに対して残っていた敬意や神に対する畏怖が猫殺そぎ、いや、根こそぎ吹き飛び、私は異世界に旅立つ事を決めた。一瞬、マキの顔が頭をよぎったが、マキだってこれくらいの非常事態であれば許してくれると思う。

　　　　　　だって、このままではコウくんは世界の滅びに巻き込まれてまた死んでしまうのだ。それを救えるのは私しかいない！　……多分。

　　　　　　そういった事情から、私はコウくんと同じ世界に転生をする事を決めた。

　　　　　　シロニャンは「理由もなしに転生させられない」「おぬしはまだ生きてるから転生は無理」だのと色々ごねてきたが、「私もコウくんと同じようにお前の命を救ったのを忘れたのか」「じゃあ今ここでむごたらしく自殺してやる」と丁寧に理屈を説いたら素直に納得してくれた。最初からそう言えばいいのである。

　　　　　　更に転生マシーンという何の捻りもない名前の機械だけを置いてどこかに行こうとしたので、捕獲して向こうの世界の情報を吐かせる事にした。

　　　　　「な、何でワシがそんなこと……」とぐちぐち文句を言っていたが、やはり情報は力である。折角事情通が目の前にいるのに、全く未知の次元に前情報も何もなしで飛び込んでいく人間の方が私からすれば気が知れない。向こうの世界での地理や注意点、一般常識を今の内に教えてもらう事にする。

　　　　　　それと、たびたびコウくんとオラクルとやらで通信するのが妙に苛ついた（友達が携帯で恋人との甘々トークをしてるのを隣で見ている気分）ので、私に教えている間はオラクル禁止にした。それに対してもシロニャンはだいぶごねたが最終的には一応納得。たびたび、寝ると噓をついてオラクルしに行っていたのは知っているが、それは見逃してやった。あまり締め付け過ぎても仕方ない。

　　　　　　そうやって私はシロニャンを生かさず殺さずのスタンスで調整しながら、出来る限りの知識を搾り取った。




　　　　　「それではもう一度確認するのじゃが、これで『転生エディター』のボーナスの割り振りは終了でいいんじゃな」

　　　　　　言われて、私はまた深く過去に囚われた意識を、何とか現代に戻した。




　　　　　「もちろん」

　　　　　　言葉だけは平静を装って、シロニャンに答える。

　　　　　「転生エディター」。この機械にも随分と悩まされた。まだ悩んでいないとは言い切れない。それでも熟慮に熟慮を重ねた上で能力は決めた。これ以上はないと私は信じてもいた。

　　　　　　シロニャンからはシロニャンを助けたボーナスで二百ポイント、更にまだ現在生きていて年も若いという事で追加で百ポイント、合計三百ポイントのボーナスをもらってキャラメイクを始めた。

　　　　　　こういうものには慣れていないので、やはりシロニャンに解説を頼んだ。特に前世ボーナスなどの説明はやはり役に立った。

　　　　　「たとえばこの社交力などは、生前の交友関係の広さによってボーナスが乗るのじゃ。ちなみに、ここに来た奴らの社交力の平均は八じゃから、七のおぬしは少しだけ低めということになるんじゃが、あやつの三と比べると……いや、何でもないのじゃ」

　　　　　　歯切れの悪さは気になるが、社交力についてはその通りだと思う。私はそんなには友達がいないのだ。よく話す相手なんて、両手の指で数えられてしまうくらいである。

　　　　　　それはそれとして、試しに上がっている能力をポイントに戻してみる。……一ポイントずつしか増えない。どうやら増やす時と戻す時ではレートが違うらしい。悪徳商法である。

　　　　　　それを指摘すると、「も、もうバグはないんじゃぞ！　あんな錬金術は二度とさせんのじゃ！」とシロニャンが息巻いていたが、何なのだろうか。

　　　　　　とにかく、前世ボーナスを全部ポイントに戻すと百三十八ポイントになった。元のボーナスポイントと合わせて四百三十八ポイント。多いのか少ないのか分からない。

　　　　　「五十七の倍以上じゃな。不ふ憫びんな……」

　　　　　　とシロニャンが目頭を押さえていたので、もしかするとあまりよくないのかもしれない。

　　　　　　一度初期化して、前世ボーナスから分かる自分の特性を考えてみた。筋力へのボーナスがたった十一しかないのに対して、知力のボーナスが十七、魔力に至っては二十九もある。意識した事はなかったが、もしかすると私には霊感でもあったのだろうか。

　　　　　　なんにせよ、魔法メインで魔法使い系を目指すのが適性からすると正しいようだ。

　　　　　　――魔法使い。あるいは魔術師。なんと魅惑の響き。燃えるじゃないか。

　　　　　　想像するだけで背筋をぞくぞくとした快感が登ってくる。

　　　　　　私の乏しいファンタジー知識の中で、魔法使いのイメージはトールキンの指輪物語よりル＝グウィンのゲド戦記なのだが、向こうの世界ではどうなのだろうか。そういえば魔法のことについてはシロニャンにあまり聞いていなかったなと思いながら、私はアビリティとタレントの吟味に移った。

　　　　　　ざっと流して調べてみて、私は呆れた。どう考えても役に立たないものが多過ぎる。「完全体内時計」や「瞬間記憶復元」くらいならともかくとして、「黄金聖闘士化」や「シメサバとの蜜月」、「神の左手」なんてタレントを活用出来る人間がいるなら見てみたいものである。

　　　　　　当然ながらそんなアホな能力は総スルー。転生後の中核となるスキルとして、〈魔法創造〉というオリジナル魔法を作れるタレントを取得。残ったポイントでその効果を高める能力を取っていく。

　　　　　　魔法創造の消費ポイントは百五十だからこれで半分近くのポイントがなくなってしまうし、これを取得しようと決めた時、シロニャンが「うわ。中二……」とか呟いて慌てて口を閉じていたが、気にしない。

　　　　　　だってオリジナル魔法って浪漫だから！




　　　　　　などという経緯を経て、私とシロニャンの知識を総動員して（させて）考えたキャラクター設定だ。

　　　　　　あくまで魔法主体のスタイルながら、不意打ちや毒などの搦からめ手にも対応出来るように、そして「少年期編スキップ」はポイントが割高で手が出なかったので、その下位タレント「幼少期編スキップ」で十二歳スタートでコウくんとの再会を果たす事にした。

　　　　　　うん。同年というのも惹かれるが、三歳差なら許容範囲内だろう。後ろで「ワシとは十二歳差じゃな……ふぅ」という声が聞こえてきたが、当然無視した。

　　　　　　可能な限り隙がなく、完成されたボーナスの割り振り。向こうの世界の魔物や風土、特産物、地理、勢力、人々の気質などの様々な情報。携帯のメールのみとはいえ親しい人に別れは済ませ（マキとだけはこの空間に来る前にお別れを言えたので例外）、異世界に向かう覚悟は決まっている。

　　　　　　これで私の転生はほとんど万全の状態だと言い切れる、はずなのだが、なぜだろう。これだけやってもコウくんに届く気がしない。しばらく会っていない間に彼を神格化し過ぎてしまったのだろうか。でも、私のこういう勘はよく当たるのでちょっと不安だ。

　　　　　「不安なのかの？　べつにやめてもいいのじゃぞ？」

　　　　　　すると、その不安を見透かしたようにシロニャンが目の前に立っていた。目を見れば分かる。こいつ、私が怖気づいて逃げるのを期待している。だが生憎と、そういうレベルの悩みはもうとっくの昔にどこかに放り捨ててあるのだった。

　　　　　「このボタン、押せばいいんだよね？」

　　　　　　返事の代わりに、そう確認してやる。

　　　　　　私の前には「転生キャラエディター」の「決定」のボタン。こんなチープなボタン一つで私の今までの人生が終わって、新しい人生が始まってしまうなんて、とても信じられない。いや、信じたくない。けれど、シロニャンはあっさり頷いた。

　　　　　「そうじゃな。……それはそうと、別れの前に一つだけ、聞きたいんじゃが」

　　　　　　マキに質問される前に感じたのと同種の嫌な予感。まずいな、これ。これでヤな事が起こったら私の勘は本物かも。などという裏の思考とは独立して、私の口はシロニャンに言葉を紡いでいる。

　　　　　「なに？」

　　　　　　想像したより冷たい声。でも、シロニャンは全くひるまずに言った。

　　　　　「で、おぬしはコウのどこが好きなのじゃ？」

　　　　　　突然のキラーパスだ。その一撃は仲間すら打ち砕き、簡単にその綻びを露呈させる。

　　　　　　なんて。実はこういう事は、マキにやられて耐性がついている。悪い予感は不発だった。私は充分な心の余裕を持って、冷静に切り返した。




　　　　　「あ、あいつの事なんて、全然しゅきじゃないから！」




　　　　　　……また、やってしまった。

　　　　　　しゅき？　しゅきってなんでしゅか～？　真白ちゃんは、一体なんちゃいでちゅか～？

　　　　　　そんな幻聴が聞こえてくる。

　　　　　「ふふ。分かったのじゃよ。おぬしはコウのことなど、全く『しゅき』ではないんじゃの。納得したのじゃ」

　　　　　　最後の最後に反撃出来て満足した、そんな心の内が如実に表れているような顔でシロニャンが頷いた。きっとその瞬間、私の何かは切れてしまったのだろう。後悔すると分かっていながらも、私の口が、無意識の内に動き出す。

　　　　　「……柔らかそうな黒髪」

　　　　　　ぼそぼそとした声だったので、シロニャンには聞こえなかったのかもしれない。あるいは私が俯うつむいていたので、声が届かなかったのかもしれない。

　　　　　「ん？　何か言ったかの？」

　　　　　　なんて言いながら、こちらに寄って来る。でも、大丈夫。まだまだある。まだまだまだまだ、いくらでもある。だから私の口は動く。

　　　　　「外を見る時の憂いを帯びた横顔、時々する抜けた言動、意外とよく通る声質……」

　　　　　　今度はシロニャンにも聞き取れたみたいだった。だが、その顔に浮かぶのは、

　　　　　「おぬし、それはまさか……」

　　　　　　戦慄の表情。どうやら理解したらしい。

　　　　　　そう、これは全て、わたしの見つけたコウくんの素敵な部分。そうだ。気になるのなら、答えてあげようじゃないか。

　　　　　　たとえこれから一日中でも、いや、この命尽き果てるまで！

　　　　　「実はかなりお人好しな所、蒲かま田たくんと話している時の楽しそうな顔、常識人ぶってるけど根は破天荒な所、制服の夏服からのぞく二の腕、かなりイタズラ好きな所、笑った時に見える歯並び、ツッコミの時ちょっと声を張り上げてしまった事を恥じ入る時の顔、繊細そうな指先、真白って呼ぶ時に一瞬ためらうあの感じ、黒板の小さな字を見る時の細められた目、弱ってる人といる時の優しい態度、思わず飛び込みたくなる胸元、まとってる空気感、キラキラした瞳、その目でたまにこっちを正面から見てくる時なんてもうたまらない、校歌斉唱の時最初は適当にやろうとしてるのに最後は真面目に歌ってしまう所、暑い日に襟元を緩める仕種、嫌いなパプリカに顔をしかめる表情、先生にユウキって呼ばれた時に一瞬こっちを見てくれた時の連帯感、本を読んでる時の無意識の仕種、頑張ろうと思った時の椅子の座り方、全力で運動した後に呼吸を整えながら空を見上げる癖、疲れてる時でも友達に笑顔を忘れない所、困ってる人を見かけて精一杯気にしてない振りをしながら声をかけるタイミングを計っている時の姿、英語でＲの発音がうまく出来なくて何度もやり直している姿、水道で手を洗いたいのに下級生の女子が数人で占領していた時のわたわたした姿、運動靴から覗のぞいたくるぶし、日常のちょっとした事も素敵な出来事に変えてしまう遊び心、状況適応能力が高い所、男の人なのに結構触り心地が良さそうな唇、手のあたたかさ、ふざけて他人のメガネをかけた時のあの……」

　　　　　「も、もうやめるのじゃあ！　分かったのじゃ！　悪かったのじゃ！　なんかかゆい！　すごくかゆいからほんともうやめて……許してくれなのじゃあ！」




　　　　　　そしてしばらくの後。

　　　　　「あ、あのじゃな。その、元気出すのじゃ」

　　　　　「…………」

　　　　　「正直ちょっとマニアックじゃなと思ったりもしたが、それだけ人を好きになれるということは素晴らしいことではないか。よく知らんのじゃけど」

　　　　　「…………」

　　　　　「うむ。その……ワシも初めてストーカーというものを目の当たりにして、ずいぶん勉強になったのじゃよ？」

　　　　　「…………」




　　　　　　――私は、貝になっていた。




　　　　　　なぜだろうか。やったら後悔するのが分かっていて、どうしても突き進んでしまうのは。そしてなぜ、何度後悔しても人は同じ過ちを繰り返してしまうのか。若さ故の過ちとは、どうしてこのように青く苦いのか。

　　　　　「……なにかひみつ」

　　　　　「え？」

　　　　　「シロニャンもなにかひみつゆって。それでちゃら」

　　　　　　私は同じ所まで相手を落とす事で、精神の安定を図る事にする。えげつないなどと言うなかれ。もはや私の尊厳は、そのくらいしなければ回復出来ない崖の淵ふちにまで手が届いてしまっているのだ。

　　　　　「な、なんでワシが……」

　　　　　「わたしのきいたから。だからひみつ。それでちゃら」

　　　　　　ごねるシロニャンになおもたたみかける。シロニャンは渋々口を開いて、

　　　　　「う。サ、サドンデスだつ……やっぱりいいのじゃ」

　　　　　　また閉じた。

　　　　　「おうじょうぎわわるい。はやく」

　　　　　　シロニャンはしばらく迷っていたようだったけれど、観念して話し出す。

　　　　　「い、一瞬、ほんとに、一瞬だけなんじゃが……」

　　　　　　何だか前とは違う話らしいけれども、それを指摘する気力すらない。

　　　　　「こ、コウのシャワーシーンを見たことがある、のじゃ……」

　　　　　「へー。こうくんのしゃわーし」




　　　　　　――なんですと!?!?




　　　　　「いつ!?　どうやって!?　どこまで!?」

　　　　　「な、なんじゃいきなり！　ちょっと前じゃよ。オラクルで、その、コウ近辺の静止画が見えるんじゃ。どこまでというのは何がじゃ？」

　　　　　「静止画!?」

　　　　　　たぶんその時の私の顔は、かのムンクの叫びもかくやというほどに歪ゆがんでいたはずだ。その時の私に一切の理性はなかった。ただ、獣の如き欲望、謂わば獣欲とでも言うべき物が私の体を乗っ取り、我が物顔で私を動かしていたのであった。当然そこには私の意思は一ひと欠片かけらすらもなく、私はただ欲望のままに動かされる操り人形のような存在であったのだ。……もちろん、言い訳である。

　　　　　「ゆ、ゆずって!!」

　　　　　「え、ゆ、だ、ダメなのじゃ！　というか、無理なのじゃよ!?」

　　　　　　ドン引きするシロニャンの腰に、私は恥も外聞もなく縋すがり付いた。それはもちろん欲望という名の悪魔が我と我が身を支配していたからであり、私の理性は自らの浅ましい行為に必死で抵抗するも、虚むなしく……まあそんな感じです。お察しください。

　　　　　「わ、分かっ、いえ、分かりました。ならば、こちらも五ポイント払います。いえ、十ポイントまでなら出します！」

　　　　　「いやいや！　ポイントとかそういう使い方せんから！　というかあの奇跡のバランスで築き上げたキャラメイク、崩れちゃうんじゃぞ?!」

　　　　　「な、なら、百ポイント！　百ポイント出します！　いえ、湯煙映像なら、百五十まで出しても構わない！」

　　　　　「こ、この女、駄目じゃあ！　よく分からんが、全然ダメじゃあ！」




　　　　　　――そうして、私の旅立ちは一日延びた。
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「さーて。いよいよだね！」

　翌日。ラトリスが事前に手配していたという宿でぐっすりと眠って英気を養った鋼たちは、ふたたび闘技場の前に訪れていた。

《今日はワシも観戦モードじゃ！》

　シロニャもオラクルで覗き見する気満々らしい。

《ふふ、今日は存分にヘラクラーの勇姿を目に焼き付けるのじゃよ！》

　しかも何か試合とは全然別な物を期待していた。

　ヘラクラーは公式マスコットキャラとはいえ圧倒的に不人気らしいのでそんなイベントは一切ないとは断言できるが、シロニャにはこのくらいでいてもらった方が鋼としては燃えるので、むしろ好都合だった。

　気になるのは、むしろ、

「ハガネ、今日は互いにベストを尽くそう」

「コウくんならやれると思うよ。うん。イケる、イケる！」

「サポートは私にお任せ下さい」

「大変ですコウ様！　このままではお召し物が汚れてしまうかもしれません！　さあその聖王の法衣をこちらへ！　さあ！　さあ！」

　なぜか普通にメンツに交じってこちらに詰め寄ってくる最後の一人、




「そういえばミスレイさん。何でここにいるんですか？」




　鋼が聞いた瞬間、なぜか空気が固まった。

「聞いちゃいますか!?　それを聞いちゃいますか!?」

　ミスレイはやたらとうれしそうだった。

　対照的に、ラトリスとアスティは渋い顔で額を押さえている。

「せっかく今まで気付かないフリをしてきたというのに……」

　ということだったらしい。

「まーまー、いーんじゃない？　そろそろこのネタも飽きてきたとこだったし！」

　一人、ララナだけはいつも通り楽しそうだった。

「ふふふ！　よくぞ聞いてくれました、コウ様！　これには聞くも涙、語るも涙のワケがあるんです」

「うん。いいから事情を話すなら早くしてくださいね」

　一応義務としてツッコんでみたものの、しょうもない理由というのは半ば確定しているのだ。

　それに対してミスレイは、ひどい、と言いたげな顔をしたが、今さら本気には取れない。

　実際、よよよ、と泣き崩れたフリをして聖王の法衣にほおずりをしようとするミスレイをさらりとかわすと、彼女は「もう、ケチですねぇ」とこぼして何事もなかったかのように話を始めた。

「それは私がいつものように教会の仕事を自主的にお休みして、キルリスをからかいに行った時のこと」

「完全に仕事サボってますね、それ」

　鋼の想像通り、ミスレイはやっぱり不良シスターらしい。

「そこで私は、涙目のキルリスからコウ様たちがキョートーの武闘大会に遊びに行くという驚愕の事実を知ってしまったのです！」

「いえ、別に遊びに行くワケじゃ……」

　あとさり気なくキルリスさんが泣かされてるけど、何やったんだこの人。

「それを聞いた日の夕方、私はつい衝動的に、同僚に『夕食はいらないから』と言って発覚までの時間を稼ぎつつ、部屋に置き手紙を残して、こんなこともあろうかと思い準備していたロープを使って窓から教会を抜け出してしまったのです」

「いえ、これ以上ないほど計画的ですよね!!」

「とりあえず飛空艇の乗り場に行ってみると、なんとビックリ！　コウ様たちが飛空艇に乗り込んで、今まさに出発しようとしているではありませんか。わたしはその、たくさんの人が乗り込んでいく飛空艇を見て、一人の聖職者として、思ったのです」

「……なんて？」

「これだけたくさんいるんだから、わたし一人くらい余計に乗ってても、ばれないよね神様、と」

「それ、密航だよぉおおおおおおおおおおおおお!!」

　一人の聖職者として、思いっ切り犯罪行為に手を染めていた。

「やー。飛空艇では密航者として追い掛け回されてコウ様には全然会えませんでしたし、さっき遠話で教会に連絡を取ったら、もうカンカンに怒ってたり心配したと号泣されたりで、ほんと大変でした」

「あんたの頭が大変だよ!?」

　ちなみに密航した飛空艇の料金はラトリスが立て替えたそうだ。

　もはや全員からの呆れを隠そうともしない視線に、ミスレイは神妙な顔で言った。

「まあアレですよ。主も仰ってました。『生きてるだけで、百点満点』と」

「ミスレイさん。本当にいつか天罰くだりますよ……」

　やりたい放題であった。
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　いざ決戦へ、という雰囲気だったはずが、誰かさんのせいでもう武闘大会とかいうテンションではなくなってしまっていた。

　ちなみにその張本人であるミスレイは、

「それじゃあわたしは色々見て回りたいところがあるので、失礼しますね。あ、コウ様の試合は必ず見に行きますから！」

　と、場を引っかき回すだけ引っかき回しておいて、どこかへ歩いていってしまった。

　あとには微妙な空気だけが残る。

　そんな心の機微を敏感に察知し、ラトリスが進言した。

「焦らなくとも、まだ、時間はあります。ルール等の確認はお済みですか？　不安なようでしたら僭せん越えつながら私がもう一度説明致しますが」

「映像見てたから大体分かってると思うけど、何か見落としてるかもしれないし、お願いしようかな」

　鋼の言葉にうなずいて、ラトリスの解説が始まる。

「基本的に、大会におけるルールは単純です。魔法のかかった石舞台を戦いのリングとし、最後までリングに残った者が勝ち。物理的にリングの外に押し出される他、死亡、降参の宣言、倒れてからの十カウント、のいずれかの条件を満たすと自動的にリングから排除されます」

　こういうところがファンタジー世界のすごいところだ。

　これは言ってみれば審判は魔法だか神様だかが自動でやってくれるということで、このシステムなら判定でもめることはなさそうだ。

「ええと、一応確認するけど、この闘技場で人が死んでも……」

「はい。この闘技場のリング内には特別な魔法がかかっていて、先程の敗北条件のどれかを満たすと自動的にリングの外に転移させられますが、その際、体の状態はリングに入った時の状態まで戻されます。ただし例外として、体力や魔力の消費による疲労、消費したアイテム、戦闘の記憶等は戻されません」

「まーそんな難しく考えなくてもさ。外に出たら傷は治る、って覚えとけばいいんだよ」

　ラトリスの堅い説明に、ララナが口をはさんだ。

「大会は、二日に分けて行われます。初日には予選と一回戦のみを行い、二回戦、準々決勝、準決勝、三位決定戦、決勝は全て二日目になります」

「今日勝たないと、明日はないってことだね」

「その通りです。そして、午前中に行われる予選ですが、実は武闘大会中、最も番狂わせが起こりやすいと言われています」

「ええと、予選はバトルロイヤルなんだっけ？」

　簡単に言えば、闘技場のリングに数十人を一気に押し込めて、最後まで立っていた者が勝ち、という超原始的な試合形式だ。

　たしかにこれなら、どんなに強い人間だって負ける可能性はあるし、組み合わせによっては同じ組に強い人間が固まってしまって、普通なら本選に出られるはずの人間が負けることもあるだろう。

「そして、対戦の組み合わせですが、事前に分かってしまっては対戦者同士が共謀する可能性もあるので、当日に発表されます。木札を見て下さい」

　鋼は自分の木札を見た。

　そこには、昨日はなかった文字が書かれていた。

「Ｈ、って文字が書いてあるな」

「私はＤ、だな」

　アスティも自分の札に視線を落とし、報告する。

「それがお二人のブロック番号です。アスティ様が予選のＤブロック。鋼様は予選のＨブロックでそれぞれ戦う事になります」

　それを聞いて、鋼はほっと息を吐き出した。

　少なくとも、予選からアスティと当たるという事態は避けられたワケだ。

《ワシはまだ、おぬしが大会に出るのを認めたワケじゃないんじゃからな！》

「なんだその子供の結婚に反対する親みたいな台詞」

《な、なんじゃよ、もぉぉ！　ワシはおぬしのことを心配して、じゃなぁ……》

「分かってるよ……でも、もう決めたんだ」

《コウ……》

　二人の間に、重い沈黙が満ちる。

　どこか張り詰めた空気の中、シロニャは口を開いた。

《しかし、つくづくＨに縁がある男じゃのう。それってやっぱりおぬしがエロ……》

（うるさいな。それ以上言うと、しりとり始めるぞ？）

《ひぃいい！　やっぱりワシの幼い肢体に興味津々なんじゃよぉおおお！》

　と言って逃げる気配。あるいは、シロニャなりに気を使ってくれたのかもしれない。

　しかし、そういえば冒険者ランクもＨからだったなと、鋼はあらためて感慨深いものを覚える。

　が、よく考えればあれから特に依頼もこなしていないので、まだランクＨかもしれない。感慨深く思うのは早かった。

「予選のＡからＺまでの二十六ブロックからそれぞれ一名ずつ。それに、前回大会の成績優秀者等のシード選手が六名。この計三十二名が本選を争う事になります」

　ラトリスの声に、ふたたび気を引き締める。

　最終日の受付が長蛇の列になるほどの人数がいて、本選に進めるのは実質たったの二十六名。狭き門だ。

　その時、人の流れに動きがあった。

「そろそろ予選Ａ組の試合が始まるようですね。見ていきますか？」

「当然！」「是非に！」

　鋼とアスティの返事が重なる。

「では」

　と言って、ラトリスがララナに何かを渡した。

「それは？」

「闘技場のフリーパスです。ちなみに参加者用の木札があれば不要です」

「そ、そうなんだ……」

　やっぱりラトリスの手回しのよさは異常だ、と鋼は思ったという。
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「これは、凄いな……」

　隣のアスティエールから思わず、といったような感嘆の声が漏れた。

　その気持ちは鋼にもよく理解できた。

　眼下の、闘技場の石舞台。そこに、百人以上はいるだろうか。大会出場者だろう思い思いの装備をつけた者たちが、今や遅しとばかりに逸る気持ちを抑え、互いに牽けん制せいしながら待機していた。

　前日に見た世界大会の映像よりは人数が少ないものの、そう広くもないリングに、武器防具をつけた選手たちがひしめき合っているのはやはり壮観だった。

「これも、客商売ですからね」

　そっけなくそう口にするラトリス。出場を辞退した件といい、もしかするとラトリスの忍者的な感性からすると、戦いを見世物にすることに抵抗があるのかもしれない。

　しばらくすると、リングの端に置かれた実況席に動きがあった。そこにいた中でも一番派手な男が、立ち上がって前に立つ。

「……始まりますよ」

「そっか……」

　耳打ちされるラトリスの押し殺した声にうなずきを返しながら、鋼はこれから始まるであろう地獄絵図に内心戦々恐々としていた。

　スポットライトを当てられた実況らしき男が声を張り上げる。

「いよいよやってきました、第三十四回キョートー武闘大会！　今大会も実に三千人以上の猛者たちが最強の称号を求めて、この闘技場へと集まってくれました！」

　きっと魔法でも使っているのだろう。

　マイクを使っている様子もないのに、男の声はよく響く。

「さて、三千人の武芸者の頂点に立つのは一体誰なのか。私たちはこれから、歴史の証人になります！　おっと、自己紹介が遅れました。わたしはこの大会の前半戦、実況と審判を務める……」

　延々と続く実況の男のあいさつを適当に聞き流しながら、リングの中を見やる。

　はち切れんばかりに緊張が高まり、今にも暴発しそうな雰囲気が肌で感じられそうだった。その空気に鋼は世界大会の映像で見た凄惨な戦いを思い出して、なんか胃が痛くなった。

　会場の者たちの緊張と興奮、そして胃液が限界まで高まる中、ついに実況の説明が終わり、

「では、予選Ａ組、試合スタートです！」

　とうとう戦いの火蓋が切られたのだった。




　予選の第一組、Ａブロックの試合は、最初から混戦、乱戦、大乱闘だった。

　技巧も何もない。何しろ初めから、武器を振り回せば届く距離に敵がいるのだ。

　そこら中から戦いが始まる。ただ、力と力、武器と武器、肉体と肉体がぶつかり、弱い方が弾き出されていく。

　それが延々と繰り返され、

「うおぉおおおおおおおおおおおお!!」

　最終的に残ったのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、全身筋肉と言うような大柄な男だった。

　――ワァアアアアアアアアアアア!!

　沸き起こる歓声に脳を揺らされながら、鋼は知らぬ間に詰めていた息を吐き出した。

　胸を占める感情はただ一つ。

（よかったー！　こっちのはグロくない！）

　流血も目つぶしも金的もなかったことに対する安堵の気持ちだった。映像で見た世界大会とは違い、この地方大会は随分とおとなしい大会のようだ。

　これならそこまで構えることはなかったかもしれない。

　安堵の息を吐きながら、さて、仲間たちの様子はどうだろうと振り返ると、

「んー。こんなんだったら別に見なくてもよかったね」

「ぬるい試合でしたね。殺しても死なないのですから、遠慮なく急所を狙えばいいと思うのですが」

「ふむ。この程度の実力であれば、私なら数分とかからずに死体の山が築けそうだ」

　……どうやらむしろ仲間たちの方が、流血目つぶし金的も何でもありの、血なまぐさい世界に生きているようだった。

　シロニャにいたっては、

《期待外れじゃな！　大体、武闘大会なんてアレじゃよ。本物の魔物との戦いに比べればおままごと、子供のお遊戯みたいなもんなのじゃ》

　と、今まで散々震えていたくせに、映像を見る前の武闘大会を舐め切った態度が戻ってきていた。

　あるいは単に、映像を見た時の記憶をなかったことにしたいだけかもしれないが。

　それからも先程の試合がいかにひどかったかを話していると、

「予選Ｃブロック、およびＤブロックの選手は……」

　まるで運動会のような招集のアナウンスがかかった。

「では、行くか」

　アスティエールは気負った様子もなく立ち上がる。

「おーえんしてるよー」

「手早く終わらせて来て下さい」

「まあ、油断だけはしないようにね」

　鋼たちの声援に応え、

「見ていてくれ」

　片手だけを上げると、会場に向かって行った。




　それを見届けて、鋼たちもＤブロックの試合が見れる位置にまで移動した。

「それで、二人の見立てではアスティはどうなんだ？」

　場所を確保してから、鋼が問う。

「どう、とは？」

「その、勝ち抜けるのか、ってこと」

　アスティエールの強さは知っているが、それが実際この世界でどの程度のものなのかは鋼にはよく分からなかった。

　いや、はっきり言ってあの映像の世界大会の試合では勝てないように感じていたのだが、この大会のレベルを見て、また分からなくなってきたのだ。

　それに対して、

「んー。どうかなー」

「私もこの大会の出場メンバーを充分に精査してはいないので」

　二人から、何とも渋い答えが返ってくる。

　鋼の不安そうな様子を感じ取ったのか、

「まー、いいところまでは行くんじゃない？　ボクが戦うことを考えても、なかなか厄介だし」

「アスティエール様の戦闘能力は、全てが高い水準で安定しています。小細工なしの接近戦であれば、かなりのレベルと言っていいでしょう」

　二人はフォローするようなことを言って、

「まあ、それでも百回やって百回ともボクが勝つだろうけどね」

「一方で搦め手で来られれば、対処出来ないかもしれませんが」

　すぐさまひっくり返した。

「つまり、アスティが勝ち残るのは難しいって結論でいいのか？」

　鋼はもうぼかすのが面倒になって、直接聞いてしまった。

　すると、

「そうだね。さっきも言ったけど、たぶんボクが負ける要素はない。戦う相手としては、正直コウくんのが嫌なくらいだよ」

「戦い方が真正直過ぎ、精神面にも不安定な面が見られます。正面切っての対決に持ち込まないようにすれば、私でも充分やれるでしょう」

　そんな風に、歯切れの悪いことを言った後で、

「ただ、ま、リングをざっと見渡した雰囲気からすると」

「しかし、この予選に限って言えば」




「楽勝だね」「楽勝ですね」




　二人の声が、重なった。
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　予選Ｄブロック。

　石舞台の上の混戦は、収束しようとしていた。

　遠くの観客からは全員がばらばらに戦っていると思われていたが、その中の四人がこっそり連携していた。

　他の全員がリング上の選手全てを相手にしている中で、警戒しなくていい相手がいるというだけでその効果は大きい。

　その四人は連携がバレないよう巧妙に動き、彼らがグルだということに他の出場者が気付いた時、もうその四人に対抗できるような人数はいなくなっていた。

　残された者は苦し紛れに協力をして四人組に対抗しようとしたが、にわか仕込みの連携で倒せるほど、その四人は甘くなかった。

　逆に動きが制限されたところを一人ずつ倒され、ついには全員が地面に倒れ伏し、リングから弾き出される結果となった。

　もはや残ったのはその四人と、事ここに至っても周りと協調しようとせず、他の出場者が倒れるのを傍観していた、一人の少女だけ。

「さあて、もうお嬢さんだけだぜ？　どうする？　痛い目に遭うのが嫌なら降参くらいは認めてやってもいいぜ？」

　認めるも何も、降参の言葉を口にすれば瞬時にリングアウトして戦闘は終了するのだが、男に思わずそんな余計な言葉を吐かせるほどに、目の前に立つ少女は美しかった。

　煌きらめかんばかりの金髪に控えめに整った顔立ち、細身な体を覆う白銀のプレートすら神々しく見える。

　だが、それと選手としての実力は別だ。

　男たちは最後に自分たちの前に立ちふさがった少女が、なにがしかの脅威になるだろうとは夢にも思わなかった。

　その魅力の一つである妖精のように細い体は、彼女自身の非力さを露呈しているように見えたし、美しくはあるが頼りない細身の剣に、まさか自分たちの鎧を傷付ける力があるようにはとても見えなかった。

　しかし、彼らは考えるべきだった。

　この乱戦の中、少女が一人、美しいまま、つまりはホコリや傷の一つもないままで、そこに立っていられた意味を……。

　少女が何も言わないのをよいことに、男たちが少女を半円状に囲んだ時、ようやく少女はその可か憐れんな唇を動かした。

「……多過ぎるな」

「あぁ？」

　鈴を転がすような声に気を取られ、男たちには肝心の言葉が聞き取れなかった。

　それで反射的に威圧するような声が出たのは、彼らの本質によるものだったのだろう。

　だが少女は凜然とした態度を崩さず、もう一度言葉を紡いだ。

「このリングに、五人は多過ぎると言ったんだ。ここに立つのは、一人だけでいい。……そう思わないか？」

　その言葉が男たちにしみこむまで、いくばくかの時間を要した。

　そして、

「て、めぇ！」

　いきり立った男たちが、少女に殺到する前に、




「白びやく夜や、一いつ閃せん」




　少女がぼそっと何かを呟つぶやき、闘技場に閃光が走る。

　唐突に視界を奪われ、四人の男たちは一瞬足元をふらつかせた。

　しかし、男たちもいくら徒党を組んでいたとはいえ、百人を超える他の出場者を蹴散らした剛の者。

　棒立ちになったのも一瞬、すぐに立ち直る。

「へ、へへ。驚かせやがって！　こんな小細工が通用するようなオレたちじゃねえぜ！　まだ、抵抗するかい、お嬢さん？」

　今のが少女の最後の苦し紛れの反撃だと考え、下品な笑みを浮かべてにじりよる四人組。













「いや、そのつもりはない」

　だが、少女は静かに首を振った。




「もう、終わっている」

「あ？」




　少女の言葉に違和感を覚え、自分の体を見た男たちは、驚愕に包まれる。

　――男たちは一人残らず、「もう斬られて」いたのだ。

　血が流れるほどの暇もなかった。男たちが自分の体を真一文字に横断する斬線に気付いた瞬間、全員がリングの外に転移させられていた。

「審判、コールを」

　あっけに取られる実況、兼審判役の男に向けて、少女は淡々と言葉をかけた。

「あ、よ、予選Ｄブロック、決着！　勝ったのは、アスティエール選手！　アスティエール選手、本選出場決定です！」

　我に返った実況が、少女の勝利を高らかに謳うたい上げる。

　――ワァアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　その言葉とほぼ同時に、最初の試合などと比べ物にならないほどの歓声が闘技場を揺るがせる。

　その歓声に、片手を上げて応えながら、




「本選で、待っている」




　少女の瞳は、ただ一人の少年を見つめていた。
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　無事に予選を勝ち抜いたアスティエールは、

「さっすがアスティ！　雑魚には滅法強いね！」

「目め眩くらましからの斬撃。所詮小細工ではありますが有効な手法です」

「……お前らはどうして素直に人を褒められんのだ？」

　鋼たちとふたたび合流。ララナとラトリスからの熱い声援に顔をしかめていた。

　その一方で、

《の、のう。コウ、本当に大丈夫か？　もし気が乗らないようだったら、今からでも棄権してもいいんじゃぞ》

「お前、さっきは子供のお遊戯だって言ってたじゃないか」

《うぅー。そうなんじゃけど、実際にコウが戦うと思うと心配で心配で、いてもたってもいられなくなるんじゃよ……！》

「シロニャ……」

　元気だけが取り柄のシロニャには似合わない、気弱な声。

　それを聞くと、この三歳児女神が自分のことを本気で心配してくれていると分かって、鋼の胸もジンと熱くなる。

　シロニャはさらに、憂いを帯びた声で、

《そう、まるで、予約を忘れた新作ゲームの発売日の朝のように、いてもたってもいられなくなるんじゃ》

「だから何でそういう無駄なの付け足しちゃうかなぁ！」

《ふにゃっ？》

　どうでもいいことを言って、そのあまりのどうでもよさに鋼はどうでもいい感じに戻った。

「……僕は、大会を勝ち抜くよ。そう、決めたんだ」

　鋼は、大会への出場申請前の出来事を、あの衝撃を、まだ忘れてはいない。

《コウ、おぬしはなぜ、そこまでして……》

　シロニャだって、鋼が火炎魔法を受けて瀕死になった大会出場者、いや、元大会出場者を目撃していたのは知っている。

　ただ所詮彼らは赤の他人。その犯人を見つけるためだけに、鋼がこんなに必死になる理由が分からなかった。

《親しい人間が関わっているというのなら分かる。じゃが、見ず知らずの……》

　……だが、そこまで口にした時、まるで天啓のように、とある可能性がシロニャの脳裏をよぎった。

　世界の脅威となりえるのは、何もモンスターだけではない。それと同じくらい、大きな力を持った悪人というのは世界を乱れさせる原因となる。だとしたら……。

《まさか、おぬしがそこまでがんばる本当の理由は、ワシ、なのか？》

「――ッ！」

　鋼が、息を呑む音がシロニャにも聞こえた。

　その態度に、シロニャの持つ疑惑は、徐々にはっきりとした形を取っていく。

《いくらおぬしでも、見ず知らずの相手のためだけにここまで躍起になるなんて、おかしいと思ったのじゃ。じゃが、違ったのじゃな。飛空艇の中で、ワシが『この世界を救ってほしい』と言ったから、じゃから、おぬしは……！》

　その言葉には、根拠と呼べるものは何もなかった。だが、シロニャには、不思議と確信があった。

　鋼なら、何の見返りも求めずに自分を助けたこの「コウ」なら、モンスターだけでなく、この世界に満ちる悪徳さえも駆く逐ちくして、世界を救う。そんな苦難の道を歩んでしまえると。

「……シロニャが何を言っているのか、僕には分からないな」

　だが、一瞬だけ動揺を見せていたはずの鋼は、シロニャの問いかけを拒絶するようにゆっくりと首を横に振った。

《コウ！　ワシはたしかに、世界を救ってほしいとは言ったんじゃが、それよりもおぬし本人の方がずっとだい……》

「お、試合が始まるみたいだぞ」

　そして、シロニャの追及を無理矢理打ち切るように、観戦へと戻ってしまう。

　シロニャは《うにゅにゅ……》と不満そうにまだ何かを言おうとしていたが、それをさえぎるように突然、会場が今までにないほどに騒がしくなった。

　見ると、実況席に小柄な少女らしき人物が駆け寄っていた。そして、

「では、ここで第一闘技場の解説者交代です！　予選後半の実況は……みんなお待ちかねの、この人だぁああああああああ!!」

「はーい！　みんな、おっ待たせーっ！」

　――ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!

　その人物が壇上に上がった途端、試合の決着が着いた時以上の歓声が聞こえてきた。

「誰だ、あれ？」

　この世界に詳しくない鋼は首をかしげるが、彼女が何かする度に、わあああああ、と歓声が上がる、中には興奮しすぎて、ほっほぁああああああ、とか叫んでいる人もいた。

《い、今のは……》

　反応を示したのは、シロニャも同じだった。

　さっきまでのやりとりを忘れるほどの衝撃を受けた様子のシロニャに、鋼は問いかける。

「やっぱりシロニャもあの子、知ってるのか？」

《んにゃ？　いや、それは知らんのじゃが、今一瞬、サニーの声が聞こえたような気がしたのじゃよ》

　サニーとはたしか、この世界にいる審判の神だったはずだ。その声が今、聞こえたとなると……。

　自分の役目を忘れて武闘大会の観戦を楽しんでいる神様、という、あっちゃダメなはずなのになぜかすごくありそうな想像が頭をよぎったので、鋼はあわてて考えるのをやめた。

　それよりシロニャに気を取られていたせいで、壇上の少女の自己紹介を聞き逃してしまっていた。

　隣にいるラトリスに小声で聞く。

「ごめん、ラトリス。ちょっと自己紹介聞き逃しちゃったんだけど、あの子、誰？」

　すると、ラトリスがめずらしく驚いたような顔をした。

「ご存知、ないのですか？　彼女こそ超学院生アイドル、リリーアちゃんですよ」

「いや、彼女こそ、とか言われても」

　この世界に来て十日と少ししか経っていない人間に、そんなものが分かるはずもない。

　そもそも、こちらの世界にアイドルという概念があること自体が初耳である。

　あと、さりげにラトリスがちゃん付けしているのも気になった、が、ここはツッコんではいけない場面と鋼は正しく認識した。

「そういえばハガネ様は世知に疎うとい所がありましたね。彼女、リリーア・マリルリールは国の最高の魔法教育機関であるラーナ魔法学院に在籍しながらアイドルをしている、現在世界に一人しかいない現役の魔法学院生アイドルです」

「はぁ……」

　そもそもその魔法学院とやらがよく分からないので、気のない返事にしかならない。

「ラーナ魔法学院は正真正銘魔法のエリート校で、最先端の魔法の行使や研究が行われる魔法技術の粋が集まる場所です。基本的に入学資格は十五歳から与えられ、研究職に進まなければ十八歳で卒業します」

「なるほど……」

　魔法学校と言われると、鋼には魔法を使えない初心者が魔法を学ぶみたいなイメージがあったが、ラーナ魔法学院は違うようだ。

　一通り魔法を知っている者がさらに専門的な魔法を学ぶ場所。現代日本で言えば大学とかに近いのかもしれない。

　年齢的に考えれば高校みたいな場所とも言えるかもしれないが。

《あ、ワシ知っとるんじゃぞ！　そういう場所では大抵、ほんとはちょー強いのに魔法の強度が低かったり呪文詠唱ができないせいで、みんなに劣等生扱いされる生徒が――》

「それで、その学校の生徒がアイドルをやるっていうのはすごいのか？」

　めったにないであろうアイドル出現に興奮したのか、あいかわらずの余計なことを言おうとするシロニャをさえぎって聞く。

　アイドルが名門校に入るのも、名門校の生徒がアイドルになるのも、すごいと言えばすごいが、どちらもありえないことではないだろう。

「あそこは歴史がある反面、堅い校風と厳格さで知られています。何でも入学したら最後、鬼のような教師陣が生徒を無理矢理にでも卒業まで持っていくとか。噓か真か、授業放棄をした生徒を追いかけて大陸を渡った教師の逸話も残っています」

「そりゃ、追う方も追う方だけど、逃げる方も逃げる方だな」

　日本にいた時、鋼だってそんなに授業が好きではなかったが、さすがにそれで海外にまで逃亡しようとする気にはなれない。

「そんな学院からアイドルが出たとなれば、彼女は特例が許される程に優秀か、余程のコネでも持っているのでしょう。どちらにせよ、前例はない事です」

「そりゃ、そうだろうなぁ……」

　むしろそんな学院に入ったのにわざわざアイドルをやろうとする彼女の気持ちがよく分からないが、きっとまあ事情があるのだろう。

「ところで……」

　そこで、少しラトリスの声の調子が変わった。

「うん？」

「さっきから、Ｈブロックの選手が呼ばれていますが、行かなくて宜しいのですか？」

「先に言ってよ、それ！」

　鋼はあわてて駆け出した。
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　幸い、試合には余裕で間に合った。

　そして、案内に従い、闘技場の石舞台のところまで行ったところで、

《コ、コウ！　いよいよじゃぞ！　じゅ、準備はいいのじゃろか?!》

「なんか語尾が混乱してるぞ。別にシロニャが戦うワケじゃないんだから、どっしり構えておけばいいんだよ」

《じゃ、じゃけど、これからコウが目つぶしされて金的蹴りを食らってミンチになるんじゃと思うと、ワシも心配で心配で……》

「いや待て！　人をミンチ確定みたいに言うのはやめろ！」

　こいつ、本当に僕のこと心配してんだろうか、という疑いがよぎる鋼だったが、まあ本気でそこを疑うほどねじまがってもいなかった。

　気を取り直して、しっかりした声でシロニャに応える。

「心配しなくても大丈夫だよ。シロニャのおかげで、自分に何が出来るかは見極めた。あとはただ、自分の全力を出すだけだ」

《コウ、じゃけど……》

「絶対勝てる、とは言わないよ。でも、負けるつもりも、ない」

　シロニャに自らの決意を告げ、鋼は決然と、戦いのリングに上がる。

「はーい。では、次の試合は、予選Ｈブロックです！」

　実況席から声が聞こえ、顔を上げる。

　それは、つい先ほど聞いたのと同じ声。偶然にも、鋼の試合の実況担当は、あの学院生アイドル、リリーアだった。

「おおっと、ここでみなさんに耳寄り情報です。なんとこのＨブロックには、前回大会準優勝、今大会の優勝候補の一角の『暴風竜』マークレイ選手がいるみたいです。マークレイさーん、がんばってくださーい！」

　とても武闘大会で聞こえるとは思えないような、血なまぐさいやり取りとは無縁そうな、能天気で明るい声が闘技場に響く。

　しかし、観客はそれで盛り上がるのだから、リリーアというアイドルの人気はたしかに本物なのだろう。

　さらに、それに応えて、

「まったく。予選くらいは目立たずに勝利を頂こうと思ったが、ままならないね。これも有名税ということか」

　なんて声が、鋼のすぐ「隣」から聞こえてきた。

「あいつが、マークレイ」

「たしかに前回大会にいた」

「暴風竜……」

「最初に潰すか」

　石舞台の選手たちはあたかも人垣が割れるような勢いでさっとマークレイから距離を取る。しかし、全く反応しなかった者も、一人。

「おや、君は逃げないのかい？」

　その中心にいた魔法使い風の男に呼びかけられ、唯一動かなかった少年、鋼は、首を振った。

「ほかの人は、関係ありません。僕はただ、自分の全力を尽くすだけですから」

「ほう。なるほど、面白いな、君は」

　鋼の言葉を聞いて、魔法使い、マークレイは笑い、

「だが、手加減はしないよ。というより、出来ないんだ。……暴風は、全てを吹き飛ばすからね」

　穏やかな口調とは裏腹に、鋼に、というよりは、彼の前にいる目に見えない観衆にでも聞かせるように、言葉を紡ぎ続ける。

「風は、何も区別しない。敵も味方も、奴らも君も、何もかもを全て……吹き飛ばす」

　その様子に鋼が本能的な危険を感じて思わず距離を取ろうとした時、

「それでは！　予選Ｈブロック、試合スタート、です！」

　リリーアの声が、試合開始を告げた。




　緩やかに静止していた時が急激に動き出す感覚。

　試合開始という合図を境に、武器防具を携えた選手たちが、まさに暴徒と化して獲物に襲い掛かる。目標はもちろん、「暴風竜」マークレイ……と、その隣に立つ少年。

　しかし、その中心にいた魔術師がその光景に動じる気配はなかった。

　ただ静かに杖つえを構え、厳かに詠唱する。

「我が身に宿りし風の命めい脈みやくよ、我が身に眠りし猛たけ々だけしき竜よ。荒々しき暴風となりて、全てを吹き散らせ！」

　そして、それは目覚める。

　全てを蹴散らし、全てを破滅させる、あまりにも圧倒的な、圧倒的すぎる力。

　その名は……。




「ドラゴニック・サイクロ――」

「わくせいはかいばくだん～」




　瞬間、武闘大会のリングは目を覆わんばかりの閃光を放ち、そして、

「へあっ!?　え、え、うぇえええ!?　リングは?!　せ、選手たちはぁ?!」

　――闘技場は、消滅した。




　キョートー武闘大会、予選Ｈブロック。

　その戦いは、予選大会でも類を見ない、波乱の展開から始まって、そして一瞬で終わったのだった。
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《おぬしは、おぬしは、ほんとにもぉおおおお！　のじゃ!!》

　シロニャが照れたように、怒ったように鋼を責める。

　こんな時でも最後に「のじゃ」をつけるのはさすがではあった。

「何を怒ってるんだよ。いや、そりゃあ再試合っていうのは不本意な結果ではあったけどさ」

　わくせいはかいばくだんによって全てを薙なぎ払った鋼だったが、リング崩壊によりノーコンテストに。せっかく熱耐性スキル〈大気圏突入体勢〉のおかげでわくせいはかいばくだんの爆発にも耐えたというのに、少し不満だった。

　おまけに大会主催者側から「この大会は武闘大会であって、戦略兵器のお披露目会じゃないんですよねぇ」というような趣旨のことを慇いん懃ぎんかつ丁寧にねちねちと言われた挙句、わくせいはかいばくだんの使用まで禁じられてしまったのだ。

　幸い、結界の効果もあって闘技場の修復はすぐ終わるらしいので、再試合が始まるまで待機している形だ。

《そういう問題じゃないのじゃよ！　というかなんじゃ！　自分にできることは見極めた、とか、全力を出す、とか、あれはなんじゃったんじゃよ？》

「いやいや、飛空艇でわくせいはかいばくだんを使えばいいって言ったのは、シロニャじゃないか。それに、ちゃんと自分の能力を見極めたからわくせいはかいばくだんの爆発にも耐えられると思ったんだし、全力を出すって言いながら自分の一番の武器を使わないのはおかしな話だろ」

《う、う、うがぁあああ！　のじゃ！　考えようによっては筋が通ってるように聞こえなくもないのがムカつくのじゃぁああ!!》

「ほんと、おかしなシロニャだなぁ」

　ほがらかに笑う鋼に、シロニャはついに白旗をあげた。

《……はぁ。おぬしはやっぱり、こういう奴じゃったんじゃよな。もう心配するのはやめたのじゃ。おぬしの好きなように、存分にやればいいんじゃよ！》

「ああ、ありがとう。……じゃ、差し当たってはまず、予選を突破しないとね」

　鋼がそう言って決意を新たにした時、タイミングのいいことに、リリーア――あのアイドルの声で、再試合の開始が告げられる。

　その声に背中を押されるように、鋼はふたたび、修復がなされた闘技場の石舞台へと足を進め、

「あ、あれっ？」

　そこに立った人影に、首をかしげた。

「……やはり、君は来たか」

　なぜか、鋼のほかに再試合にやってきたのは、暴風竜と呼ばれていた魔術師マークレイ一人だけだったのだ。
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「あのー。つかぬことをお伺いしますが、ほかの選手は？」

「自覚がないのか、君は！　ほかの選手はみんな再試合を辞退した。こんなの命がいくらあっても足りない、とね」

「はぁ……」

　鋼は「別にここで死んだって生き返るんだから、命は一個あれば足りるんじゃないかな」と思ったが、空気を読んで言わなかった。

　代わりに別のことを尋ねる。

「いえ、まあ辞退してもらえたなら楽でいいんですけど、じゃああなたはどうしてここに？」

　尋ねると、マークレイはむすっとした顔で答えた。

「あの兵器の使用は禁止されたと聞いた。それに、あれほど強力な魔道具だ。さすがに二つもあるまい」

　いえ、あと九百九十八個あるんですが、と内心でつぶやく鋼。

　しかも何度でも複製出来るので事実上無限だ。

「それに、いくらなんでもあれでは不完全燃焼というもの。どうしても、まともな試合をしてみたくてな」

「まあ、それは……」

　何しろ優勝候補と呼ばれていたのに、予選の数秒だけでいなくなってしまったらそれはちょっと悲しい。その気持ちは鋼にも理解出来た。

「さて、おしゃべりは終わりだ。ユーキ・ハガネ、だったか。キョートーギルド筆頭風使い、〈暴風竜〉マークレイがお相手致す」

「あ、はい。結城鋼です、こちらこそよろしくお願いします」

　反射的にとぼけた答えを返す鋼。

（しかし、よりにもよって「風」使いとは……）

　だが内心、鋼は冷や汗ダラダラだった。

　数ある属性の中でも、風はとびっきりにまずいのだ。

《コウ!?　分かっておるじゃろうな？》

（ああ、もちろん分かってるよ）

　頭の中に響いた声に、うなずいて、鋼はマークレイから距離を取る。

　風の魔法はただでさえ速い。

　近くにいては、避けられるはずがなかった。

「おおーっと、ハガネ選手、たまらず距離を取る！　やはりあの反そ……いえ、強力な道具なしでは、マークレイ選手には勝てないのかぁ！」

　そんな様子を見て、リリーアとかいうアイドルが、無責任に観客を煽あおる。

「あ、遅れましたが情報が入ってきました！　今大会優勝候補筆頭、マークレイ選手と戦っているのは、今大会初出場、ハガネ・ユーキ選手です。これは……なんとハガネ選手、トーキョの街で活動する冒険者で、ランクは驚きのＨ！　もし彼が本選に出場したとしたら、これは前代未聞です！　……というか、冒険者ランクってＨまであったんですねぇ」

　さらにきゃいきゃいと鋼の情報を暴露していくリリーア。

　鋼としては余計なお世話だ黙ってろとでも言いたいが、マークレイから目を逸らすワケにもいかなかった。

「やはり、君は随分と、変わった人間のようだね」

　一度は「わくせいはかいばくだん」で消し飛ばされた割に、マークレイは余裕たっぷりな態度で鋼に対する。

「とりあえず、小手調べと行くか。……こんなもので終わってくれるなよ？」

　軽い口調で言うと、

「蹂じゆう躙りんの暴風・トルネイド」

　マークレイの手から、直径三メートル、高さ五メートルほどの竜巻が現れる。しかもその数、三つ。

「行け！」

　それが、鋼へと一斉に殺到してきて、

「くっ！」

　鋼は一瞬、逃げようかと足を動かしかけて……すぐにあきらめる。

　それよりも、と、鋼は正面から竜巻を迎え撃った。

「ほう……」

　マークレイの、感心したような声。

　先ほどと、全く同じ。

　全てを蹂躙するはずの竜巻は、鋼の体を何事もなくすり抜けた。

　鋼は、全くの無傷だった。

　……そう、鋼自身は。

「私の魔法が効かないのは、おそらく祝福の類。君のフィートか、タレントの効果かな？」

「っ!?」

　表情を動かさないようにしたつもりだが、肩がびくっと動いて反応してしまう。

　やはり、実戦経験の差はくつがえせない。

　そして、

「それなのに、君はどうやら、私の風魔法を恐れているようだ」

　マークレイは、さらに鋼の本質を突いてきた。




　――目の前の少年は、無傷ではあっても、無事ではない。




　マークレイはそれを、持ち前の鋭敏な感性で見抜いていた。

「回数制限があるのか、あるいは代償を払う必要があるのか。いずれにせよ、数を撃てば、分かること、か」

「なっ！」

　言いながら、マークレイが取った行動に、鋼は思わず声を上げた。

　マークレイは背中に回した手から、武器を取り出してきたのだ。

　しかもそれは、明らかに、

「じゅ、う？」

　科学が生み出すはずの兵器、マシンガン。

「よく知っているね。これは、魔銃シルフィード。本当は本選用の切り札だったんだが、仕方ない」

　マークレイは魔銃にマガジンを装着する。

「さあ、行くよ。第一の弾丸『衝撃』。毎秒三十発のこの連射を、君は防ぎきれるかな？」

「いや、ちょっとまっ……」

「それで待つと思うかい？」

　マークレイの持つシルフィードが火を噴いた。

　そこから大量の、風属性の弾丸が鋼に襲い掛かる。

「こんなの、冗談じゃ……」

　鋼はリングの外周を回るようにして避けるが、

「そんなことで逃れられるとでも？」

　毎秒三十発もの攻撃を、それで避け切れるはずがない。

　何発、いや、何十発も、避け切れなかった弾をくらってしまう。

　鋼は逃げながら、ちらりと観客席に目を向けた。

　特に何か起こっている様子はないが、所々で騒いでいるような……。

「さあ、どうする？」

「待って！　待ってください！」

　鋼は止まって、両手を上げた。

「その、僕の風属性無効化の力は、たしかにタレントの効果です。だけど、その詳細を知れば、あなただってきっと、攻撃をやめてくれるはずです！」

「へぇ？　興味深いね。話してみてくれよ。私が、君への攻撃を止める理由とやらを」

　仕方がない、と鋼は覚悟を決める。

　本当は話したくなかったが、これ以上くらい続ければどうなってしまうか分からない。

　だから、

「僕のタレント『選択的な風の悪戯』は、風属性の攻撃を、無効化する代わりに……」

　鋼は、真実を叫んだ。




「近くにいる女の人のスカートを、めくってしまうんです!!！」




　時が、凍りついた気がした。

「あ、あれ？」

　予想外の反応に、首をかしげる鋼。そんな彼の目の前、向かい合うマークレイだけが、ゆっくりと動く。

　彼が手にするのは、本来は決勝用のまさに隠し弾。

　威力重視の第三の弾丸「抹殺」。

「そんな、くだらない言い逃れを……」

　マークレイはそれを、ためらいなく魔銃に込め、

「信じると思うかぁあああああああああ!!」

　叫びと共に、発射する。

「うわっ!?」

　狙い過たず、超高速の弾丸が鋼を襲い、すぐに無効化されるのと、ほぼ、時を同じくして、

「おおっと、あまりにあんまりな言い訳に、わたしも思わず実況を忘れてしまいましたぁ！　そんな姑息なハガネ選手を討つべく、マークレイ選手の必殺の弾丸が彼に、って、え？」

　実況を続ける、リリーアのスカートが、ふわっと、

「わ、ちょ、キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!!!」




　めくれ上がった！




　――ワァアアアアアアアアアア!!

　――ウォオオオオオオオオオオ!!

　――ホァアアアアアアアアアア!!

　――キャアアアアアアアアアア!!

　直後、一斉に響き渡る絶叫と悲鳴と快かい哉さいと阿鼻叫喚。

　男性のほとんどはめくれ上がったリリーアのスカート（そしてあわよくばその中）をのぞこうと身を乗り出し、女性は恐怖に顔をゆがめて自らのスカートをぎゅっと握りしめ、人によっては逃げ出そうとする。

　観客席はもう、パニック状態だった。

　そんな祭りのようにも、地獄のようにも思える興奮が過ぎ去ったあと、一人の男性が、ぽつりと言葉をこぼした。

「…ぜ、…っほう」

　そのつぶやきを拾ったまた別の男が、同じ言葉をつぶやく。

「…ぜま、…ほ…」

　それはさらに隣に、前後に、左右に、伝播していき、やがて闘技場全体を席巻する。

　そして数秒後には、闘技場全てを揺るがす、大きなコールとなっていた。

　すなわち、

「「「「「「「かっぜまっほう！　かっぜまっほう！」」」」」」」

　下心満載の、男性陣からのアンコールである。

「は、はは……」

　こんなことになりそうだから嫌だったのに、と鋼は苦笑するしかない。

　鋼のタレント〈選択的な風の悪戯〉の効果は、正確に言えば「風属性攻撃を受けた時、その力を利用して指定した女の子のスカートをめくれる」というもので、厄介なことに特にターゲット指定をしていなくても風属性攻撃を受けると自動発動、勝手に誰かのスカートをめくる。

　属性系タレントの検証に付き合ってくれたエルフの女の子のスカートをめくってしまい、泣き出された時は本当に困った。

「「「「「「「かっぜまっほう！　かっぜまっほう！」」」」」」」

　そんな鋼の葛藤や苦悩とは無関係に、場内の風魔法コールは鳴り止みそうにない。

　マークレイはしばらく、そのコールに頭が痛そうな顔をしていたが、やがて渋々といった風に鋼に声をかける。

「どうやら、君は噓をついてはいなかったようだね」

「はぁ。どうも、信じていただいて……」

　お礼を言うのも何か違うとは思ったが、とりあえず生来の日本人気質から頭を下げる鋼。

「しかし！　それと勝負は別だ！」

　マークレイは既に最初に見た時の自信を取り戻していた。

「私の二つ名が暴風竜だからといって、使えるのが風魔法だけだなんてことは、まさか思ってはおるまいね？」

「いえ、別にどちらとも。興味ないです」

　鋼の返答に、マークレイはひく、と顔をひきつらせた。

「君は、なかなか言うね。だが、その気質こそが自らの寿命を縮める物だと知るがいい」

　言い終えると同時、マークレイは素早く銃を背中にしまい直すと、代わりに小型のワンドを取り出して、構えた。




「凍てつく世界・コキュートス!!」




　ワンドを鋼に向け、叫ぶ。

　すると、

「こ、これって……」

　鋼の足元から、氷が這はい登るように侵食してくる。

「氷の絶対牢獄、コキュートスだ。その氷に囚われた者は、あらゆる生命活動、魔法を封じられ、氷のオブジェと化す」

「氷!?　それは、まずっ！」

　鋼がそれを聞いてあわてて逃げ出そうとするが、氷の侵食は速い。

　あっという間に鋼は等身大の氷の彫像になってしまった。

「審判、行動不能だ。カウントを頼む」

「あ、は、はい！　ワン、ツー……」

　マークレイに言われて、鋼ではないが、すっかりフリーズしていた実況席のリリーアがカウントを取り始めた。

　基本的にリングを強制退去させる以外の決着はないが、石化や麻痺などで一方の選手の動きが止まった場合、特別ルールで審判が三十カウントを取るまでに動けなければ負けになる。

　しかし、そのカウントが三を数えることはなかった。

　その前に、




「うわぁ。やっぱり服がベトベトだよ……」




　鋼を覆っていた氷が砕け、細かい破片となってその場に山となったからだ。

　しかも、なぜかその氷の欠片は赤く染まっている。

「どういう、ことだ？　私のコキュートスは、絶対の……」

　信じられないのはマークレイだ。

　絶対の信頼をもって臨んだコキュートスを破れる人間がいるはずがない。

　その顔には驚愕が張り付いていた。

　だが、その混乱を断ち切るように、鋼は種明かしをする。

「悪いですが、あなたのコキュートスは全て、僕のタレントの力でかき氷にさせていただきました」

　だが、その答えはマークレイにとって、悪夢のような物だった。

「かき、ごおり、だと？」

「はい。しかもこれは……イチゴ練乳がけですね」

「ふざ、けるなぁ！」

「イチゴ練乳はレアですよ、レア！」とはしゃぐ鋼に、マークレイは激高した。

　自分の得意な風属性ばかりではなく、必死に修練してやっと使えるようになった氷魔法の奥義までも、くだらないタレントで打ち消したという。

　しかも、かき氷？　イチゴ練乳？

　そんなふざけた結果が、許されるはずがない。

「アイス・アロー！　アイス・ニードル！　アイス・ランス！」

　知る限りの高速氷魔法を鋼に見舞う。

　しかし、

「無駄です。……あ、かき氷食べたいなら、無駄じゃないですけど」

　勢いも威力もあるはずの氷の魔法は、鋼の手に当たる度、赤や緑の小さな氷の破片となって、さらさらと地面に落ちる。

　いや、マークレイとて理性では分かっている。

　その氷の破片が、各種シロップをかけられたかき氷だということは。

　だが、だからこそ、余計にやるせなかった。

「ふざけるな！　ふざけるなよ！」

　だが、どんなに悔しくても、マークレイは認めないワケにはいかなかった。

　このハガネという男には、風属性も氷属性も全く効果がない、と。

　凡百の魔法使いなら、この時点で勝利をあきらめていただろう。

　だが、彼は、幸か不幸か、非凡な魔法使いだった。

　威力は数段劣るとはいえ、まだ無効化されていない属性、地属性と水属性の魔法を使うことができた。

　残りの魔力を全て使ってでも魔法の威力を最大まで練り上げ、強化した土と水属性の魔法を放つしかない。

　そう判断したマークレイは、ぼそぼそとした声で、魔力を高める呪文を練り上げる。

　この間に攻撃されれば危なかったのだが、

「あの、どうかしました？　大丈夫ですか？」

　対戦相手たる鋼は、なぜか場違いにもマークレイの身を案じていた。

　そして、長い長い呪文詠唱が終わった。

「これ、で、終わりだぁ！　魔力拡大最大強化！　アース・グレイブ！　ウォータ・スプラッシュ！」

　刹那、地面からは土の槍が、そしてマークレイの手のひらからは、水の奔流が生まれ、鋼を襲う。

　鋼は土の槍に串刺しにされ、水の奔流に押し流される……はずだった。

　しかし、




「うわ、今度はびしょ濡れだよ」




「なん、だ、と……？」

　マークレイの前に姿を見せた鋼は、無傷。

　服は土に汚れ、水に濡れているものの、全くダメージはなさそうだった。

「無駄、です。風属性と同じで、僕は属性に効果のあるタレントを持ってるんです。その効果で、土属性の魔法をくらうと、使われた魔法の威力分、体が硬化する。そして、水属性の魔法をくらうと……」

「く、くらうと……？」




「濡れるッ!!」




「「「「それは普通だ！」」」」

　観客席から総ツッコミが入った。

「は、はは……」

　カラン、とマークレイはワンドを取り落とした。

　もう、マークレイに鋼を倒す術はなかった。

　得意の風も、氷も、土属性の魔法ですら、鋼には全く効果がない。

　水属性だけは例外なのかもしれないが、水魔法はあまり得意ではない上に、もう魔力の残量がほとんどなかった。

「降参、してもらえますか？」

　それを見た鋼が、マークレイに問う。

　しかし、

「……私が降参？　それは、出来ない相談だ」

　マークレイはそれを聞いて、一度は取り落としたワンドをふたたび握った。

　勝ち目はほとんどないと分かっていたが、それでも自ら降参することを、この男はよしとしなかったのだ。

　それに対して、

「いくら僕でも、魔法使いのあなたを気絶させるくらいはできますよ。それに、僕の相棒のこの武器を、あまり舐めない方がいい」

　鋼が、枝を振りかぶって、宣言する。

「僕の力でも、こうやって叩き付ければ、あなたを気絶させるくら……」




　――ドゥオーン!!
















「……あれ？」

　いわく言い難い轟ごう音おんがして、鋼が枝を振り下ろした場所に、大きなクレーターができていた。

　人を気絶させるどころではない。木端微塵にするくらいの威力ならありそうだった。

「ええと……」

　蒼そう白はくになっているマークレイと顔を見合わせ、

「ま、まあこの枝を使うと大変なことになりそうなので、ちょっと置いといて」

　鋼は一度、自分が手に持っていた木の枝を置いた。

　そういえばこの武器は、かつてファルザスとかいう武器屋のおっちゃんに「終末兵器」だの言われた超強力アイテムなのである。

　これは明らかなオーバーキルだ。

「じゃ、じゃあこれで……」

　おそらく出場者の誰かのだろう、近くに落ちていた手ごろな剣を取る。

　人の身に着けていた武器などの無生物は、人と一緒でなければリングの結界を抜けられないため、そこら中に剣だの斧おのだのといった武器が転がっていたのだ。

「あ、あらためて、こいつであなたの頭を殴れば……」

　言って、武器を振りかぶった瞬間だ。

　――ばびゅーん！

　擬音にするとバカみたいなその音が鋼の耳に届くのと、右手にちょっとした衝撃を感じたのとは、同時だった。

「え？」

　さっきまで剣を持っていたはずの右手を見ると、そこにはいつの間にか枝が握られていた。

　さて剣は、と見ると、なぜかガシャン、とリングの結界に当たり、地面に落ちている。

「あ、あれ？　ええと、もう一回……」

　もう一度枝をしっかりと置いて、他の剣を手に取る。

　そしてもう一度振りかぶると、

　――ばびゅーん！

　今度こそ、鋼は見た。地面に置いたはずの木の枝が、超高速で飛んできて鋼が手に持った剣を弾き飛ばし、自らがその位置に収まるのを。

「あ、まさか……」

　ある予感に駆られて、鋼はルーペを取り出した。

（僕の記憶が正しければ、この枝には「嫉妬深い」って特性がついてたような……）

　自分の考えをたしかめるため、ルーペを使って、自分の持つ木の枝を久しぶりに見る。

「伝説の」「名めい状じようしがたき」「殺戮好きの」「凄く嫉妬深い」「博愛主義の」「名を呼ぶことも畏れ多い」「また相棒と呼ばれて嬉しい」「ハガネ様専用の」「成長する」「世界創造の」ただの木の枝「ワールドエンド・ブランチ」＋２３９３７

（凄く嫉妬深くなってるー!!）

　鋼は心の中で絶叫した。

　考えてみれば、昔ファルザスの工房で魔剣を手にした時も、色々不自然なことがあった。

　思い返せば魔剣での素振りが中断されたのはあの時持っていた枝のせいだし、魔剣が折れてしまったのも、武器の威力だけではなく嫉妬故のことだったのかもしれない。

　嫉妬する武器ってどんなだよとは思うが、実際にここにあるのだからしょうがない。

　しかも原因はよく分からないが、嫉妬深さがエスカレートしているらしい。

　とにかく、鋼はこの枝を持っている限り、他の武器を一切扱えないということになる。

「……はぁ」

　受け入れがたい事実だが、そういうのを受け入れるのは慣れている。

　覚悟を決めた鋼は、右手に木の枝を持ったまま、呆然としているマークレイの近くまで歩いて行った。

　そして……頭を下げる。

「あなたがぐしゃぐしゃのトマトみたいになるの、僕は見たくないんです。絶対トラウマになりますし、寝覚め悪いし！　だから、だからどうかお願いします！　降参してください!!」

　かつてここまで傲ごう慢まんで、低姿勢で、そして残虐な降伏勧告がはたしてあっただろうか。

　その異様さと迫力に、ついにはマークレイも折れた。




「分かった。……降参しよう」




　こうして、予選Ｈブロックは大方の予想を裏切り、無名のＨランク冒険者、ハガネ・ユーキが制することになったのだった。




　だが、鋼は知らない。

　この時観客席から、鋼の様子を熱を込めて眺める、一対の目があったことを。

「あの光。そして、全てを呑み込んだ圧倒的な加護。やはり、彼は神の使徒」

　その人物、黒いローブに身を包んだ女性が、

「やっと、見つけた。私の……仇かたきを」

　そんな呟きを漏らし、笑っていたことを。

　鋼は知らない。

　そう。最後まで、知ることはなかった。
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　予選Ｈブロック。

　マークレイという強敵に勝利し、それなりに意気揚々と引き上げる鋼であったが、

《まったく。おぬしの危なっかしい戦いを見ていたら、こっちの肝までキンキンの冷え冷えなのじゃ。ちょっとネットでリアルヘラクラー君でも見て癒されてくるのじゃよ！》

　シロニャはずいぶん心配してくれていたようで、ぷりぷりと怒りながらそんなことを言って消えていった。

　鋼としては思うところもないこともないが、まあ仕方がない。

　そういえば、ちょっと悪いことをしたな、と実況のリリーアを振り向くと、

「～～!!」

　何とも言語化できない声と共に、すんごい目付きで鋼をにらみつけてきていた。

　それは特別な業界の人にとってはご褒美かもしれないが、鋼にそれほどの度量はない。

「あ、あはは」

　お得意の愛想笑いを浮かべて手を振ると、

「ッ！」

　何をされると思ったのか、弾かれたように動いて、自分のスカートの裾を押さえた。

「あは、はは……」

　さすがにそこまで警戒されると鋼も傷つく。愛想笑いも枯れ気味になった。

　しかし案外、観客の受けは悪くなかった。

　鋼なんかより見た目はずいぶん強そうなガタイのいいおっちゃんが、

「その生き様、惚れたぜ、ちきしょう！」

　とか叫んでくるし、最前列にいた巫女服の女性などはこちらに向けて親指を立てて、

「グッジョブ！」

　と言ってくれた。

　照れくさいが、少し誇らしい気分だった。

　……何をほめられたのかは、深く考えないことにした。




　建物の中に戻ると、仲間たちが出迎えてくれた。

「お疲れー、コウくん」

「あ、ララナか。うん」

「もう、うっすい反応だなぁ。ああ！　さては……」

「な、なんだよ」

「ボクがスカートじゃないから機嫌損ねてるんでしょ、エッチ！」

「別に僕がめくりたかったワケじゃないからな!?」

　鋼はしばらく、あらぬ疑惑に悩まされることになりそうだ。

　そこに、アスティエールがやってくる。

「全く、お前の戦いを見ていると格の違いを思い知らされる」

「え？　もしかして、最初のあれ、見たの!?」

「最初、の？　いや、私が見たのは、あの魔術師と一騎打ちを始めていたところからだが」

　アスティエールの言葉に、鋼はホッと息を吐き出す。

　騎士道精神を尊ぶアスティエールのことだ。あんな試合を見ていたら、どんな文句を言われるか分かったもんじゃない。

「そ、それより、アスティの方こそ、あんなに俺ＴＵＥＥＥＥして無双してたじゃないか」

「……お前の言っていることの意味は分からないが、やはり私とお前の戦いは違う。ほら、あれを見ろ」

　アスティエールは観客席を指さした。

　試合の直後だからか、いつにもまして、騒然としている気がする。

「お前は、ああやって見ている人間まで笑顔にしてしまう。それは、私には出来ないことだ」

「いやいや！　僕だってやってないから！」

　観客が騒いでいるのは、おそらくスカートめくりのくだりのせいで、誇れるようなことではない。

　意味の分からないところで評価されても困る。

「いや、お前や、お前と共にいる人間を見ていると思うのだ。私とお前たちの間には、越えがたい隔たりがあるのではないか、とな」

「それってアスティが疎外感を感じてるってことか？」

「いや、そうではなく、もっと、人として超えるべき壁を感じるのだ。そう、なんというか、こう、変態の壁というか……」

「頼むからアスティだけはそれ超えないでくれよ!?」

　鋼は一行最後の良心にそう懇こん願がんした。

「はぁ。アスティも、変なところまで真面目で困る」

　と、頭を抱えた鋼のところに寄ってきたのは、見覚えのある修道服だった。

「コウ様。よく、わたしの下に帰ってきてくださいましたね」

「というか、ほんとに来てたんですね、ミスレイさん」

「失礼な！　わたしは約束を曲げたことはあっても破ったことはありませんよ！」

「……それ、どう違うんですか？」

「わたしの気の持ちようです！」

「胸三寸!?」

　この人相手に敬語を使わなくなる日も近いのではないかと鋼は思ったとか何とか。

　で、図らずも順繰りに仲間に話しかけ、最後にラトリスの姿を探すと、彼女はなぜかお色気くノ一っぽい装束を身に着けて鋼の横に立っていた。

「ハガネ様」

「え、と、何？」

「着替えて参りました」

「え？　ああ、うん」

　だからどうしたというのか。

　ラトリスにしてはめずらしく意図が不明瞭だ。

　似合うとでも言えばいいのだろうか、と鋼が首をかしげていると、

「いえ、この服ならスカートではなくともめくれると思うのですが」

「だからそういうんじゃないからな!?」

　鋼への疑惑は、既に取り返しのつかないレベルまで進行していたことが発覚した。

「ふぅ……」

　一通りあいさつとツッコミを済ませ、息をついたところに、狙い澄ましたかのように声がかかった。

《うぅ、コウ～》

「シロニャか。どうしたんだ？」

《ヘラクレスオオカブトってリアルで見たら羽とか黄色じゃし、お腹とかメッチャグロいんじゃよぉおお!!》

「お前、検索しちゃったのか」

《じゃってヘラクラーがあんなかっこいいんじゃから、元ネタもかっこいいじゃろうと思うじゃろうが！　じゃのにあんなグロいの詐欺なんじゃよ！》

　鋼にだって気持ちは分からなくもないが。

「詐欺って人聞き悪いな。まあ、そんなもんだろ。ほら、バッタの改造人間はかっこよくてもバッタはかっこよくないしさ」

《え？　あのバッタの改造人間はそもそも全然かっこよくないじゃろ？》

「……お前、今たくさんの人を敵に回したからな」

　適当にシロニャの相手をしながら、いつまで経ってもシロニャのツッコミ役という役柄からは自由になれないんだなぁ、と鋼が肩を落とす。

　と、そこで。

《ん？　コウの頭、なんか変なのがあるんじゃぞ？》

　我に返ったシロニャから、鋼に指摘が入った。

「そういえば、頭に何か変な感じが……」

　たしかに髪の毛の間に変な物がはさまっている感触がする。

　違和感の正体を手探りで探し、ゴミでもついたかとおかしな感触の何かを引っ張ってみると、

　ブチッ！

　という嫌な音がして、鋼の手に一輪の花が残った。

「え？　なにこれ、どういうことだ？」

　鋼が花を手に、混乱していると、突然シロニャが大声を上げた。

《あ、思い出したのじゃ！　昨日、発動したけど分からなかったタレント〈頭花くん育成記〉の効果じゃがな？　水属性攻撃をくらうと、頭の花が成長するタレントだったのじゃ！》

「……そっか」

　水魔法をくらってノーダメージだった謎が解けたはいいが、さらなるビックリ人間への道を歩み始めた鋼。

　僕の人生はこれで大丈夫なんだろうかと悩み始める鋼をよそに、アナウンスが予選の全試合が終了したことを告げる。

　――第三十四回キョートー武闘大会。

　その本選が、いよいよ始まろうとしていた。
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　そして始まった。

「時間経つのやたら速いな！」

　思わず鋼がそう叫んでしまうほど、本選までの時間は短かった。

　それは実際の時間の短さの他にも、鋼が仲間たちの対応にてんやわんやだったこともあるし、どうやって調べたのか、次の対戦相手の特徴などをラトリスに叩き込まれていたこともあるだろう。

　一回戦目は試合の間隔も短いため、アスティエールの戦いを観戦する暇もなかった。

　本選の最初の戦いが始まったと思ったら、すぐに鋼の出番である。

　アスティエールは自分の試合、ララナは観客席の場所取り、ラトリスは鋼の頼みごとでそれぞれその場を外しており、鋼の見送りをするのはどこからか湧いてきていたミスレイ一人だけだった。

「それじゃあまあ、面倒ですけど行ってきますね」

　口ではそう言いながらも、鋼の目には押さえ切れない闘志が宿っている。

　そうやって決意も新たにリングに向かおうとする鋼に、ミスレイは飛びついた。

「うわ、ちょっ?!　ミスレイさん!?」

　悲鳴のような鋼の言葉を無視し、

「コウ様ぁ、んちゅー」

　抱きついたまま、その頰に唇を寄せる。

「や、あわわ……」

　ミスレイに抱き着かれた瞬間から彫像と化した鋼に抗う術などなく、ミスレイの唇が鋼に接触する……と思われたのだが、

「あら？」













　その時、ミスレイの唇と鋼の顔の間に、割り込んできた物があった。

　ミスレイの暴挙を間一髪で止めた物。

　それは、いつの間にか鋼の下まで戻って来ていたラトリスが突き出した、短剣の鞘さやだった。

「ハガネ様。ご所望されていた短剣です」

「え？　ああ」

「それなりに良く出来た造りであるとは思いますが、所詮は既製品。実力者からの攻撃をまともに受ければ、折れてしまう可能性もあります。あまり過信なされないように」

「分かった。その、色々助かったよ」

　呆然としていたのも束の間、鋼はこれが好機と短剣を受け取ると、

「それじゃ、試合あるから！」

　大急ぎで会場に向かって走り去っていった。

　鋼が去ったあとで、ラトリスはミスレイに冷たい瞳を向けた。

「ミスレイ様。試合前の選手に強化魔法を掛ける事は、大会のルールで禁じられています」

　常人なら折れてしまうような圧力。

　しかしミスレイは、そんなラトリスのまなざしに真っ向からぶつかっていった。

「けれどわたしなら、わたしの祝福なら、能力値だけを上げられます。だから誰かがステータス画面を見ても気付かないはずですし、最悪コウ様自身が無自覚であれば、いくらでも……」

　しかし、そのミスレイの言葉をすら、ラトリスは冷たい言葉でさえぎる。

「ミスレイ様。審神者は、全てを見ておられます。ハガネ様を失格にさせるおつもりですか？」

　数瞬の、沈黙。

「……ごめんなさい。冷静では、ありませんでした」

　そして、あのミスレイが、深々と頭を下げた。

　しかしそれでも、ラトリスは眉一つ動かさない。

　ミスレイもまたそれを気にした様子もなく、落ち着いた物腰で話を続ける。

「実は……不穏な気配を、感じたのです」

「気配、ですか？」

「物理的なものではありません。おそらく、私の神に仕える者としての力が察知したものでしょう。ねっとりと絡みつくような、そんな、悪意の気配でした。だからつい、柄にもなく余計なお節介をしようとしてしまって。……まったく、ただ待つばかりの身の上というのも、なかなかに辛いものですね」

　そうして自嘲するようにミスレイが笑っても、ラトリスの視線の鋭さは和らがない。

　逆に、どうしても看過できないとばかりに、ラトリスはミスレイの前に、あらためて立ち塞がった。

「この際なので、伺わせて下さい。ミスレイ様。貴方はどうして、あんな下らない噓を吐いてまでこの街にいらしたのですか？　いえ、貴方程の方が、どうしてハガネ様をそこまで気に掛けていらっしゃるのですか？　返答次第では、いくら貴方と雖いえども……」

　聞きようによって、いや、語調からして明らかな詰問の言葉に、ミスレイはやわらかく微笑んだ。

「ではあなたは、どうしてそこに立って、わたしほどの人間にそんな質問を投げかけているのですか？」

「……仰っている意味が、分かりかねます。理由を問われるなら、私は自らのミスからハガネ様のお命を危険に晒しました。ですから……」

「ですからあなたのその言い訳は、わたしの下らない噓よりもそんなに上等なのかと聞いています」

「ッ！　ミスレイ様！」

　ミスレイの言葉の意味は全く分からなかったにもかかわらず、その言葉はラトリスの顔を怒りと羞恥で瞬時に赤く染めた。

「どうやらまた、口が過ぎてしまったようです。いけませんね。どうも最近、ゴワゴワ分が足りないみたいで」

「ミスレイ様、まだ、話は……」

「心配なさらないでください。わたしはただ、コウ様を面白おかしく見守っていたいだけです。……ですから、そんな無益なことに労力を使うのは、やめてくださいね」

「ッ!!」

　ミスレイが一瞬だけ意味深に視線をかたむける。

　それだけで、ラトリスは身動き一つできなくなってしまった。

　後ろ手に回した手にじっとりと汗がにじみ、武器の握りにしみこんでいく。

「それでは」

　それを知ってか知らずか、ミスレイはまるで無警戒にラトリスに背を向けて歩き出す。

　だが、数歩ほど進んだところで、「そうでした」と言って振り返った。

「先程の質問の、答えですけど」

「……は？」

　突然の言葉に、ラトリスは思わず間の抜けた声を漏らしてしまう。

「わたし、こう見えて案外友達が少ないんです」

　しかし、そんなラトリスに頓着せず、ミスレイは一方的に語る。

「ですからこの間、コウ様が異世界勇者に殺されて加護の反応が消えた時、何だか胸の辺りがこう、ワゴワゴとしまして」

「ワ、ワゴワゴ……？」

「なので、もう二度とそんなことが起こらないように、近くにいようと思っただけです。……本当に、ただそれだけ」

　最後は自分に向かってつぶやくようにそう言うと、ふたたびラトリスに背を向け、今度こそ立ち止まらずに歩き出す。

　何も出来ずに見守るラトリスの前で、ミスレイの姿は武闘大会の観客にまぎれてすぐに見えなくなってしまった。

　それを、見届けて、

「……ハァッ」

　ラトリスは、ようやく詰めていた息を吐き出したのだった。




「あれ？　ミスレイ様は？」

　ラトリスが観客席に行くと、人数分の席を確保したララナが声をかけてきた。

「途中で別れました。別の場所で観戦なさるつもりでしょう」

　そう答えるラトリスの口調は、すっかりいつもの調子に戻っていた。

「ふーん。せっかく席取っといたのになぁ。ま、ミスレイ様がいたらボクたちも緊張しちゃうしね。気を遣ってくれたのかな？　アスティエールが来るかもしれないし、ちょうどいいか」

「ララナ様でも、勝てませんか？」

　しかし、もしかすると先ほどの熱がどこかに残っていたのだろうか。

　ラトリスは、普段なら口にしないような疑問をララナにぶつけていた。

　対してララナは、いつもの能天気な顔のまま、答える。

「んー、どうだろ。たぶんあの人、神様関連のワンオフタレント持ちだよね。あの類は基本チート性能だからなぁ……」

「そうですか」

　ラトリスにはララナの口にした単語の意味は分からなかったが、言わんとするところは伝わった。

「……戯たわむれを口にしました。それよりも」

「うん？」

　ラトリスの声音が変わったことを敏感に察知した、ララナが目を光らせる。

「彼女が、『不穏な気配を感じた』と言っていました。『絡みつくような悪意』だとか」

「へぇ。それはちょっと気になるね。もしかすると、コウくんが追ってる奴、試合の前の日に選手二人を燃やした、あの炎術師かも」

「やはり、そう思いますか？」

　ララナの見解に、ラトリスもまた、同意した。

　ミスレイがそこに思い至らなかったのも無理はない。走るのが嫌だからといって、武闘大会のエントリーについてこなかったからだ。

「そりゃ、このタイミングだとね。それに、特にミスレイ様が感じたってことは、もしかするとそれ、神敵って奴じゃないかなぁ。ほら、今はやりのアレ」

「背神者、ですか？」

「そうそう、それだそれ！」

　物騒な内容を楽しげに話すララナ。その態度に、ではないが、さすがのラトリスの顔も不安に曇る。

「大丈夫、でしょうか」

「うーん。大丈夫じゃないかなぁ。背神者だったらおかしな特殊能力を持ってたりするから強いかもしれないけど、大会にはなんだかんだで強い人がたくさんいるし、試合の中で襲ってきても問題ないしね」

「それはそう、ですね」

　試合内で襲ってくれば、他者の介入は困難だが怪我をしてもすぐに治る。試合外で襲ってきても、強者ぞろいの武闘大会の選手にすぐに取り押さえられる。

　心配することは何もない……はずだった。

「ま、そんなに気になるなら、ラトリスがちょっと調べてきたら。ここ最近の妙な事件とか探ればきっと痕跡が出てくるよ」

「……そうですね」

　ラトリスはその言葉にうなずいた。根拠のない心配よりも今は動くことの方が大事だと切り替えることにしたのだ。

「ね、ね！　そんなことより、さ」

　そこでララナが、ぐっと身を乗り出してきた。

「コウくん、勝てると思う？」

「相手は魔法も属性攻撃も全く使わない格闘家。アスティエール様ほどの戦闘能力はないでしょうが、アスティエール様より数段、油断も容赦もない方です。正直に申し上げて、今のハガネ様では勝つのは難しいでしょうね」

「そっ、か。うん。それも、まちがってはないよね」

　ラトリスのいつも通り冷静な返答に、ララナはあくまで楽しそうな口調を崩さない。

「ボクはさ。コウくんと違って、あのちんぴら二人を襲ったローブの怪人とか、正直どうでもいいんだよね」

　そしてここに来て、今までの流れを真っ向から否定するようなことを平然と口にした。

「このせか……国は、いい人ばっかりいるからあんなのが目立つけどさ。絡まれた奴に反撃しただけで、しかも魔法まで使ったのに殺さなかったなんて、危険度はずいぶん低いと思う。ボクはただ、コウくんが大会に参加したら楽しそうだなって思って、手助けなんかもしちゃったけどさ」

「ハガネ様が危険に晒されるのは我慢出来ませんか？」

「……危険に、っていうか。コウくん、ボクが思ったよりずっと、本気だからさ。あんまり負けたりは、してほしくないな、っていうか」

　照れたようにそう言う。それは、傍若無人なララナが鋼だけには気を砕いているという証拠だった。

「私は逆に、少しだけ楽しみでもあります」

　そしてそれは、ラトリスだって同じだ。

　いつでも冷静で無感情に見えるラトリスにだって、個人的興味を持つ事柄がないワケでもない。

　今の興味の対象は、当然、自らが仕える相手のこと。

　アスティエールを心服させ、ララナを仲間とし、ミスレイにあれほどのことをさせる鋼の、その真価。

　それをラトリスは、次の戦いで確かめることができるのではないかと考えていた。

「人は極限の状況の中でこそ、その本性を明らかにします。ハガネ様が身の内に飼っているのは、臆病なネズミか、獰どう猛もうな虎か、はたまた狡こう猾かつな狐か」

　つぶやかれた言葉には、本人が思う以上の熱情が、普段の彼女を知る者であれば目を見張るほどの熱さがこめられていた。

　のだが、

「ぷはっ！　やだなー、ラトリスちゃん。そんなんじゃぜんぜんおもしろくないよ」

　ララナはあっさりと一笑に付した。

　毒気を抜かれた様子のラトリスが、めずらしくきょとんとした顔で聞き返す。

「面白くない、ですか？」

「なんというか、当たり前すぎ。そうだなー。百歩譲って、せめて狡猾なネズミとか、臆病な虎くらいじゃないとね」

「……ララナ様の感性は、少々理解に苦しみます」

「あはは！　感性じゃなくて、ただ見てないだけだよ、それは」

「ララナ様？」

　突然のララナの変わり様に、ラトリスはもう一度ララナの顔を見た。

　さっきまで不安そうにラトリスを見ていた目は、どこかここではない遠くを眺めていて、震えていたはずの口元には、うっすらと笑みすら浮かんでいる。

「うん。思い出してきたよ。最初に会った時、ボクはコウくんのこと、コウちゃんって呼んだんだ。だって四つも年が離れてたしさ。だけど今は、ボクはコウくんのことをコウくんって呼んでる」

「何の話をされているのか、私には理解出来ません」

　ラトリスには、分からない。

　ララナより先に鋼を見つけて、鋼より先にララナに出会ったはずのラトリスが、何も分からない。

　それが、ラトリスの知らない鋼の話だということ以外、何も分からない。

「分からないならさ。見てればいいよ」

「何を、ですか？」

　ラトリスが盗み見たララナの顔に、不安や弱気は微塵もない。

　自信に満ちた態度で口を開き、




「――ボクのコウくんが、勝つところをさ！」




　雄々しくもそう言い切ったララナの目に存在するのは、鋼に対する絶対の信頼と、おどけた口調でも隠し切れないわずかな狂熱。

「……そうですね」

　だがそれを、「危うい」と感じる前に、「疎ましい」と考えた自分に、ラトリスは内心、首をかしげるのだった。
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　同時刻。

「急がなくては、試合が始まってしまうな！」

　そんなことを口走りながら、闘技場の回廊を走る騎士姿の少女がいた。

　仲間たちは誰も見ていなかったが、本選第一回戦をほんの十秒、たったの一太刀で終え、観客にその圧倒的な実力を見せつけたアスティエールその人である。

「おっと！」

　角を曲がった所で近くを歩いていた通行人を避けきれず、肩をぶつけてしまう。

　アスティエールは幸い少しバランスを崩すだけで済んだが、ぶつかった相手はそのまま転んでしまった。

「す、すまない。見たい試合があって、少々気が急いていて……」

　そう言いながら、ぶつかった相手に手を伸ばす。

　アスティエールが衝突してしまった相手は見る限り女性で、全身を覆う「真っ白い」ローブを着けていた。

　伸ばされた手につかまって起き上がりながら、女性が言う。

「いいえ。大丈夫です。こちらに向かっていたということは、お目当てはハガネ・ユーキ様の試合ですか？」

「そうなのだ！　と、いうことは、もしや貴女も？」

「はい。ようやく用事が終わったので、見に行こうかと」

　同志を見つけた喜びに、アスティエールの顔がほころんだ。

　立ち上がり、会場に向かいながら、ローブの女性が尋ねる。

「あの、ハガネ・ユーキ様とは親しいのですか？」

　アスティエールはその不ぶ躾しつけとも言える質問にも、全く嫌がる素振りもなく答えた。

「そうだな。ハガネは友人であり、目標であり、恩人であり、ライバルであり……。とにかく、私の……一番大切な人だ」

「そう、ですか…」

　ローブの女性は顔を隠すようにうつむいた。

「しかし、想像以上にすごい人出だな。席が確保出来るかは神のみぞ知る、か」

「神のみぞ知る、ですか。あなたは、神を信じているのですか？」

　人の流れを見て思わずつぶやいたアスティエールの言葉に、ローブの女性が食いついた。

「あなたは、神に裏切られたことがないのですか」

「神に、裏切られる？」

「どんなに祈りを重ね、どんなに信心を純化させても、彼らはワタシに『当たり』を寄越したことなど、一度も……」

　そこまで言いかけたところでアスティエールのいぶかしげな視線に気付き、我に返った彼女は緩やかに首を振った。

「詮ない繰り言を言いました。……どうぞ、先に行ってください。ワタシはもう少しのんびり歩いていくつもりですし、この人の入りでは、どうせ二人掛けの席なんて望むべくもありませんから」

　まるで気まずさを紛らわすように、アスティエールに一人で先に進むように促す。

「そうか？　すまんな。では！」

　元より気が急いていたアスティエールは、それを聞くとすぐに会場の方向に走り出した。

「ハガネ・ユーキ。神に愛されし、少年」

　だからアスティエールは見逃してしまった。

　そうつぶやいた少女のローブの裾が、まるでその感情の高ぶりに同調するかのように、白から黒へと明滅し、その色を変えようとするさまを。

「ワタシの、炎は……」

　その後、闇色のローブに身を包んだ彼女が何を口にしたのか、耳にした者はいない。




　その頃、鋼は試合会場となる第三闘技場前に着いていた。

　予選よりも観客の数も熱気も増量されていて、それだけで萎縮してしまいそうになる。

「そういえば、みんなは見に来てくれてるかな？」

　雰囲気に飲まれないよう、知り合いの姿を探すと、

「あ、ミスレイさん」

　どうやって確保したのか。最前列の、明らかに鋼の試合を見るには一番いい席に陣取って、こちらに向かって笑顔を向けてくれる能天気シスターを発見。

　周りに気付かれない程度にこちらに投げキッスなんてかましてくる。

「うあ……」

　ふざけて頰にキスをされそうになったことを思い出し、鋼は赤くなる。

　あわててミスレイから視線を外し、さらに仲間の姿を探す。

　比較的目立つ集団だから簡単に見つかると思ったのだが、巫女服や真っ黒なローブを着た人なんかもいたりするせいで、思ったほどは目立っていないようだ。

「あ、いた」

　それでも、鋼はララナたちを発見した。

　よく見ると、ちょうど騎士服の少女、アスティエールと合流した所のようだ。

　彼女の試合はもう終わったのだろうか。

　鋼が仲間の試合に想いを馳せていると、ララナがこちらの視線に気付き、持ち前の元気な笑顔で手を振ってきた。

「あ、あはは」

　無視するワケにもいかず、小さく手を振り返す。

「……ん？」

　その時、視線を感じてふと顔を上げると、

「会場のみなさーん！　今回特別に、ここ第三闘技場で行われる、本選第一回戦、第四試合を実況させてもらう、リリーアでーす！」

　実況席から、あの学院生アイドルだとかいう、リリーアがにらんでいた。

　みなさーんとか言いながら、明らかにこっちをガンガンにらみつけていた。

（あんた女の子に手を振ってデレデレしてないで、さっさとリングに上がりなさいよ！）

　みたいな心の声が聞こえてきた気がして、鋼はため息をついた。

　たしかリリーアは、前の試合まではずっと別の会場で実況をしていたはず。鋼の試合が始まるタイミングで、偶然こっちの会場に移ってきたのだろう。運が悪いなぁ、とは鋼の心からの声だ。

　この会場の観客はまた別の意見を持っていそうだが。

《コ、コウ？　あまり無理はするんじゃないんじゃぞ？　い、いくら死ななくても、殴られたり斬られたりすると、痛いんじゃからな？》

　そこでシロニャの声が響く。

　この前もう心配はしないと言ったはずなのに、その台詞。愛らしい激励に、思わず笑いそうになってしまう。

（もちろん、分かってるよ）

　そうシロニャに返しながら、さっきまで感じていた不安が小さくなって、闘志に変わっていくのを感じていた。

　やっぱりシロニャに恩返しするためにも、ここは勝たないとな、と決意を新たにしながら、鋼はリングにその足を踏み出したのだった。
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「……え？」

　リリーアが、試合開始を宣言した、直後だった。

　鋼の手から、最強の武器である木の枝が、吹き飛ばされる。

　気が付けば、目の前には対戦相手であるマッシの顔。

　一秒にも満たない間に距離を詰められ、鋼は攻撃を受けていた。

　マッシがやったことは単純、縮地というスキルを使って鋼に一瞬で接近、自らの得意武器である棒で鋼の右腕を強打、反射で手が開いたところをもう一度攻撃して、枝を手放させる。

　この時、マッシやその武器が少しでも枝に触れていたら、また違った結果になっただろう。だが、仲間からの情報提供で、その木の枝が驚異的な武器であると知っていたマッシは、その愚を犯さなかった。

　そこからは、一方的な展開だった。

　マッシの使う棒術には、相手の懐に入って連撃を浴びせる技もあった。

「う、が、げ、ぐ！」

　状況に対応し切れていないコウに、容赦なく攻撃を浴びせかける。

　武器を封じたマッシは、次に鋼のあごを狙い、頭を揺らした。

　こちらの世界と違い、それで脳のう震しん盪とうを起こすかどうかは能力値次第だが、それでも視界が揺れれば状況判断が必ず遅れる。ろくに喧けん嘩かの経験もない鋼であれば、それはなおさらだった。

　その隙をついて、腹、腕、足と、当たるを幸いとばかりに容赦なく攻撃をし続ける。

　もし対戦しているのがアスティエールであれば、比類ない攻撃力と、本人の実直で駆け引きを好まない性格から、一撃で鋼を吹き飛ばしてしまい、こうも連続で攻撃を決めることはできなかったかもしれない。

　だが、マッシにそんな甘さや緩みはなかった。

　自分の最大の攻撃を繰り出すことよりも、いかにして攻撃をし続けていられるか、を考え、行動する。鋼が右に倒れそうになれば右から、後ろに崩れそうになるなら後ろから、まるでバランスを取るかのように打撃を加え、安易な大技に流れることもなかった。




　第三闘技場に、ただ棒が人の肉を打つ音だけが、延々と響く。

　あまりに凄惨な光景に、最初は騒いでいた観客も、やがて声を失ってしまっていた。

「…………………」

　その様子を伝えることが仕事なはずのリリーアも、ただ声もなく立ち尽くすだけだった。

　みんな、もう気付いていた。

　目の前で繰り広げられているのは、試合などではないことを。

　それはどうあがいてもショーにはなりえない、一方的な暴力。

　――処刑、だった。

《コウ！　コウ！　しっかりするのじゃ！　コウ！》

　鋼の頭にひっきりなしに誰かの声が届いたが、鋼にはそれを判別することすらできなかった。

《やめるのじゃよ！　今すぐやめるのじゃ！　見えておるじゃろ!?　コウはもう戦えんのじゃ！　じゃから、じゃから、もう……おねがいじゃぁ……》

　声は途切れない。

　だが鋼には意識がない。

　右左前後ろ、上下左右全てから、衝撃と痛みが襲ってくる。

　逃げられない。逃げるという意識が浮かぶほど、鋼は自分の体を制御できていなかった。

　そして、




「これで、終いだ」




　初めて聞く、男の肉声と共に、その処刑は終わりを告げる。

　ふらふらと、焦点を失った鋼の瞳。

　そこに、無情にも武器を振り上げる、男の姿が映って、

「あ……」

　ドン、と鋼の頭蓋骨が音を立てると共に、鋼は「気絶」した。




　　　２




　対戦相手の少年を、一方的に打ちのめして、打ちのめして、打ちのめし切った男、マッシは、最後に少年の脳天に自身の放てる最強の一撃を入れて、彼に背を向けた。

　少年が攻撃の最中に消えなかったということは、少なくとも最後の一撃を受けるまでは生きていたということだが、マッシには関係がなかった。

　殴った感触から対戦相手の少年の防御力はずいぶん低いはずで、その割にはＨＰが高かったのかなかなか死ななかったが、最後の脳天への打撃で気絶はさせた。三十カウントでマッシの勝利は決まる。

　もし仮に、何らかの方法で気絶から目覚めたとしても、一連の攻撃で確実に少年の心を折ったという確信がある。少なくとも、この戦いの中で立ち直るのは無理だろう。

　そう、思っていたからこそ、

「まったく。ラトリス、から、薬をもらってて、よかったよ」

　背後から、そんな弱々しくも不敵な声が聞こえた時は、本当に驚いた。

　そして男は振り向いて、さらに驚愕することになる。

　少年は、地面にはいつくばったまま、

「なっ！　それは……」

　小瓶に入った、見るからに毒々しい液体を、一気にあおったのだ。

　少年の口からこぼれた液体が、地面に落ちて、ジュッ、と音を立てる。

　考えるまでもない。それは、明らかに毒薬だった。

　なのに、

「体力気力、モリウキー！」

　意味不明な奇声を上げ、少年は、まるでそれで力を得たとでも言うように、体を起こした。

　この武闘大会では、アイテムボックスの使用はできない代わりに、選手が直接薬を携帯したり使用することは許可されている。

　だが、過去にも、自分で毒薬をあおって回復した選手なんて当然いない。

　ゆったりと体を起こし、こちらを見る少年。マッシにはその姿が、何か得体の知れない化け物のように見えた。

　が、タネを明かせば、実のところ鋼が飲んだのは、マッシが思うような普通の毒薬ではなかったのである。

　では何かと言えば、何を隠そうラトリスが調合した、ハイブリッドでハイエンドな、最悪かつ極悪な毒薬である。

　その名も「ドーピングフィッシュスープ」。

　ちなみに作り方は簡単だ。




　ラトリスさんに各種毒薬を用意してもらう→混ぜる（その際混ぜるのに使用したスプーンが溶けたり煙が出たりすることがありますが、品質には問題ありません）→そこに魚の汁（遺伝子組み換えでない）を入れる→混ぜる→匂いを嗅ぐ→刺激臭に悶もん絶ぜつする→覚悟を決めて飲む→シメサバの味がする→もうゴールしてもいいよね？




　結局のところ、すごく単純に言えば、古今東西の様々な毒の詰め合わせである。

　刃先に塗って使ったり、粉末にして空気と一緒に吸ったり、あるいは水で薄めたり、ではなく、原液を口から直接摂取するため、強く長い効果が望めるのがその特徴。

　もちろんひどい味と効果なため、とてもではないが人類が飲める物ではない。

　どんな食物でも魚が入っていれば魚料理と認識してしまう〈シメサバとの蜜月〉の効果を逆手に取り、魚の汁を加えてシメサバ味飲料にすることで、鋼だけが飲むことのできる史上最強の毒薬である。

　はっきり言って、こんなものを飲むなんて色々な意味で正気の沙汰ではない。

　だがしかし、その分効果は激甚だった。




　毒（ＨＰ自動回復）

　無気力（ＭＰ自動回復・知力アップ）

　麻ま痺ひ（敏捷アップ）

　石化（敏捷・頑強アップ）

　沈黙（詠唱短縮）

　衰弱（筋力・頑強アップ）

　忘却（魔力・抵抗アップ）

　腕封印（行動速度アップ）

　足封印（移動速度アップ）




　九つもの継続状態異常が〈状態異常反転〉のタレント効果によって鋼に力を与え、

「体力気力、モリウキー!!」

　などと思わず叫んでしまうほど、鋼の身体に活力がしみ込んでくる。

《コウ!?　おぬし、大丈夫なのか？　コウ?!》

　と必死で呼びかけてくれるシロニャの言葉を無視するのは忍びないが、まずは勝利への道筋を立てなければならない。

（さっきのも、向こうが「気絶」させてくれなかったら危なかったしな）

　防戦一方、というかサンドバッグ状態で完全グロッキーだった鋼を復活させたのは、「気絶」の状態異常だった。気絶の状態異常も、異常が反転する鋼にとっては単なる覚醒材料だ。

　そのおかげで何とかドーピングフィッシュスープを飲むことが出来たというワケである。

（結果的にはあの映像を見ててよかった、のかなぁ……）

　まあぶっちゃけ、あの凄惨極まりない世界大会の映像を見た鋼にとってはこの程度は想定の範囲内だ。自分がボコられることも計算に入れ、ドーピングフィッシュスープをふくめ、いくつかの「仕込み」はしておいたのだが……。

（とはいえ、ドーピングした程度で勝てる相手じゃないよなぁ）

　起き上がった鋼は横目で自分の相棒、木の枝の位置を確認する。

（この位置じゃ、無理か）

　即座に判断すると、

「だっ！」

　さっきまで半死半生の怪我を負っていたとは思えない速度で、枝に向かって飛び込む……

「させん！」

　……フリをした。

　マッシがふたたび武器が鋼の手に渡るのを阻止しようと移動した瞬間、鋼は反転、自分の方に迫っていたマッシの足を目がけて、タックルをしかける。

　完全な奇襲。しかし、

「甘い！」

　鋼の突撃は空を切り、それどころか、すれ違いざまにマッシの棒が鋼の背中を打ちつける。

　鋼は不恰好に前方に転がって追撃こそ避けたが、追加のダメージを受け、最強の武器である木の枝とはマッシを挟んで分断されたかたちになった。

「確かに先程の奇襲は見事だった。俺がお前の阻止に動くことも読んでいたようだし、身のこなしもなかなかに機敏だ。だが、その動きは所詮戦いの素人のものでしかない」

　多少速度があっても、読みやすく無駄の多い鋼の攻撃に、マッシは脅威を感じなかった。

　鋼は薬の効果で多少回復しているものの、やはりダメージがあることはごまかせない。

　今も地面に倒れたまま、なかなか起き上がれないでいるのがその証拠だ。

　よく見れば突っ張った腕もプルプルと震えているし、目の焦点もしっかりとしているとは言えない状態だった。

　そんな鋼をマッシは上から見下ろし、こう締めくくる。

「予選を観戦していた仲間から、お前の情報は手に入れている。魔法の効かない、強い武器を持っているだけの素人。それが、彼の見立てだ。そして俺は、もう二度とお前の手にあの武器を持たせるつもりはない」

　それは事実上の勝利宣言であり、マッシからの降伏勧告だった。

　そして、同時に……。

《コウ、もう、いいじゃろ？》

（シロニャ……？）

　鋼の頭の中に、弱々しいシロニャの声が響く。

《もう、もう降参するのじゃよ！　悔しいが、あいつの言うことは正しいのじゃ。あの武器がなければ、今のコウがあいつに勝つのは無理じゃ！　世界の平和じゃとか、あんなちょっとぶつかっただけの赤の他人のために、おぬしがここまでする理由はないじゃろ！　もういいんじゃ！　こんな痛い思いをしてまで、がんばらなくても……》

　最後はほとんど、涙声だった。

　その声に、鋼は自分が本当に心配されていることが分かって、場違いにも胸が熱くなった。

　しかし、

（シロニャ、悪い）

《わ、悪いとはなんなのじゃよ！　そう思うなら……》

（ちょっと正直、何言ってるのか分からない）

《ええー？》

　ええーと言いたいのは鋼の方だった。

　鋼には、最初から、赤の他人のために頑張るつもりなんてさらさらない。

　鋼が戦っているのは身近な相手の笑顔のためであり、さらに言うなら鋼自身のワガママのためだ。

　そして、それ以上に……。

「こんな、勝ち試合を捨てるとか、意味分かんないんだよ！」

　そう口にして、鋼は立ち上がった。




　　　３




「まだ、立つのか……」

　マッシは立ち上がる少年、鋼を見て、わずかに表情を変えた。

　もう目の前の少年に負ける要素があるとは思えないし、油断をするつもりもない。

　だが、ここまで絶望的な状況で、なお立ち上がるその姿に、マッシはわずかな焦燥感を抱かずにはいられなかった。

　ふらふらな体で、それでもその少年は、はっきりとマッシへの敵対の意志を示していた。













「危険なのは、魔法の無効化と木の枝だけで、それ以外に戦闘力はない。あんたが魔法使いでない以上、あの武器がない僕は、脅威になりえない。そう、あんたは言うのか？　……僕の剣技を、一度も見たことがないくせに？」

「お前は……」

　そう言って鋼が取り出したのは、鞘に入った短剣だ。

　仲間の情報にはない武器だが、木の枝のことを思えばそれも恐ろしい武器である可能性はあるだろう。

　マッシはわずかに緩んでいた心を引き締めると、何が起こっても対応出来るように構え直した。

　しかし、マッシの警戒は、杞き憂ゆうに終わる。

「心配しなくても、これは普通の短剣だよ。何の魔法もかかっていなければ、特に切れ味が鋭いワケでもない」

　確かに、その短剣からはあの木の枝から感じたような圧迫感や迫力を感じなかった。

　なのに、マッシは動けなかった。

「どうした？　かかってこないのか？　僕はあの武器がなければ、脅威では、ないんだろ？」

　相手が話をしている間に、跳び込んで殴るべきだと、彼の理性は告げていた。

　しかし、動けない。

　ありえないことのはずなのに、自分が目の前に立つ少年を破るビジョンが、どうしても見えてこないのだ。

　一回り以上も年の若い、冒険者としても駆け出しのはずの小僧に、完全に圧倒される。

（なぜ、だ……）

　目の前にいる少年は、試合を始めた時と今では、存在の持つ迫力が全く違っていた。

　まるで、羊だと思っていた獣が、実はその皮の下に獰猛な虎のごとき本性を隠し持っていたとでも言うように。

　そしてその逡しゆん巡じゆんが、少年、鋼に、機会を与えてしまう。

「お前は僕が、強い武器を持っているだけの、ただの素人だと、言ったな！」

　鋼は息を切らしているが、その眼光は衰えていなかった。

　今にも獲物に襲い掛からんとする獣のように鋭い目付きで、自らの前に立つ、棒使いの男を睨にらみ付ける。

　そして、




「なら、見てろ！　この、ただの短剣で、僕が、どう戦うか！」




　叫びと共に鋼は、空に掲げるように、その短剣を抜き放った。

　会場にいる鋼以外の全ての人間の視線が、鋼の抜いた短剣に集まり、同時にその全員が、対戦相手であるマッシをふくめ、すっかり確信してしまっていた。

　鋼が、これからあの短剣を使って、とうとう反撃を開始すると……。

　その予想は半分だけ正解であり、残り半分は――




「なーんてね」

「は？」




　――でっかい勘違いだった。

　全ての人間の意識が、鞘から抜き出された鋼の短剣に集中した瞬間、

　――ばびゅーん！

　笑ってしまうような間抜けな音を立てて、嫉妬に駆られたとある木の枝が、鋼の手まで飛んでいく。

　そいつは当然、途中にある邪魔な障害物マツシなどを気にするはずもなく、

「はーい、ホームラーン」

　枝の進路上にいたマッシは背中から跳ね飛ばされ、綺麗な放物線を描いて場外までスッ飛んで行った。

「ご苦労様。それとお帰り、相棒」

　鋼が右手に収まった枝にねぎらいの言葉をかけると、枝はうれしそうにふるふると震える。

「……え？」

　と漏らしたのは、リリーアか、マッシか、それとも観客席の誰かだったのか。

　誰かは分からなくても、それは会場にいる全ての人間の気持ちを代弁していた。

　一方で、

「さってと、お片付けお片付け」

　会場の誰もが状況の整理ができず絶句する中、鋼は結界に跳ね返って地面に落ちたナイフをいかにものんきに拾いに行き、それを鞘に収めた。

　そして、いまだに自分の身に何が起こったか分からず、呆然とリングを見上げる元・対戦相手に、鋼はにこやかに笑いかける。




「強い武器ってほんと、いいもんですね」




　それは邪気の一切ない、純真で純粋な、悪魔の笑顔だった。

「あ……」

　そしてそれが彼の心を折る、最後の一押しとなる。

　ぽろりと、マッシは己の武器を取り落とした。

　勝敗は、ここに決した。

　――ワアアアアアアアア!!

　一拍遅れて、歓声が沸き起こる。

　我に返ったリリーアも、実況席から唾を飛ばす。

「き、決まったぁ！　だ、騙し討ち、見事な騙し討ちです！　武器に頼らず戦うと宣言しておいて、後ろに捨てた武器でマッシ選手の背中を強襲、一気にリングアウトに追い込みました！　しかしさすが汚い！　忍者より汚い騙し討ちで、ハガネ選手、一回戦突破だぁ！」

　もしかすると予選でスカートをめくられた腹いせなのか、鋼をほめているのかけなしているのか分からないような実況を背に、鋼は悠々とリングを後にした。




「お疲れ様です」

　リングを降りると、いつの間に観客席から移動したのやら、ラトリスがやってきていて出迎えてくれた。

　しかし、忍者をバカにされたせいか、心なしか気が立っている雰囲気がする。

　鋼はちょっと思いついて聞いてみた。

「忍法旋つむじ風かぜ、とか鎌かま鼬いたちとか、使えたりする？」

「はい。あの阿あ呆ほ面づらの男をやってしまえばいいのですか？　それともあの小娘の方を？」

　平然と返すラトリスに肌が粟あわ立だつ心地を覚えながらも、首を振る。

「いや、僕に使ってくれればいいから」

　それだけで、ラトリスはすぐに理解してくれたようだった。

「分かりました。では、存分に」

　そう言うなり、ラトリスは素早く手で印を結んだ。

　鋼たちがリングを離れても、リリーアはまだ実況をしていた。

「それにしても姑息！　あまりに姑息な作戦でした！　この大会でも類を見ないような最悪の……キャ！　ちょっと、スカートが！　あ、コレまたあの野郎か！　今度見かけたら絶対許さな……あ、ちょ、ダメ、ダメだってばぁああ!!」

　突然始まったアイドルの思わぬショーに、観客は大盛り上がりだったという。




　その喧騒を背に、ラトリスは不思議そうな顔をしていた。

「ハガネ様。さっきから顔が緩んでおられますが」

「うん？」

「もしや、マゾなのですか？」

「何でそうなるっ!?」

　ラトリスと一緒にしないでくれ、と言いたい。

「僕だって勝ったらうれしいし、顔が緩みもするって」

　当たり前のことを、なぜ不思議に思われなくてはいけないのか。

　鋼が不満そうな顔をすると、ラトリスはあいかわらずの鉄面皮のまま口を開いた。

「いえ。ですが、かなり苦戦されていたようでしたので」

「ん、そう？　そりゃ最初の攻撃はびっくりしたし、めっちゃくちゃ痛かったけど。だけどそのあとはずっと、余裕だったじゃないか」

「余裕、ですか？」

　ラトリスが、鋼の目をじっと覗き込んできた。

　至近距離で見つめられて、普段の堅い姿に隠された、十六歳相応の美しさと可愛らしさをラトリスの中に見つけてしまい、鋼はつい目を逸らした。

　ついでに、しなくてもいい言い訳までしてしまう。

「さ、最初に攻撃され続けてたら、たしかに負けてたけどさ。あそこで攻撃を止めちゃった時点で、もう向こうの勝ちはなかっただろ？」

　そんな風に言ってみても、ラトリスからの返答はない。

　鋼がいぶかしげに思った頃、

「申し訳ありません」

　ラトリスは、いきなり鋼に向かって頭を下げていた。

「は？　いや、何で謝るんだ？」

「私はハガネ様を見誤っていました。ハガネ様の限界を勝手に早合点していた、私の不明をお叱しかり下さい」

「嫌だよ。ラトリスって叱ると喜ぶじゃないか」

「いえ、寧ろ悦びますが」

「ニュアンスの違いが読み取れちゃう自分が悲しいよ！」

「なら、せめてこれからも貴方を見守らせて下さい」

　一転、真面目な雰囲気でそう話すラトリスの声には、いつも以上に真摯な響きがこもっているように、鋼には聞こえた。

　だが、そういうのはちょっと、困る。

「普通そういうのは、たぶんこっちが頼むものだと思うんだけど……」

　護衛に情報収集に報復スカートめくり。短い間だが、ラトリスにはずいぶん役に立ってもらっている。

　しかもミスの帳消しとかいう理由で、無償で。

「まあ、何だ。その気があるなら、これからは仲間としてよろしく頼むよ」

「いえ、私としては別に仲間でなくても、いっそ奴隷などでも全く構わないのですが」

「僕が構うからな!?」

　これがなければ完璧な人なのに、と鋼は思わなくもない。

　説得のため、と割り切って、鋼は少しだけ、本音を漏らすことにする。

「あー、その、ラトリスは、いつも通り、で充分だと思うよ。今日も、その、リングから降りた時、ラトリスが一番に出迎えてくれて、ちょっと、うれしかったというか」

　一言で言えば、グッと来たというか、ああ、こういうのいいな、と思ったというか。

　この気持ち、君に届け！　とばかりにラトリスを見つめると、なんとラトリスは、その場で主君に対するかのように膝を折った。

「分かりました。ではこれからも私は、ハガネ様の近くでお仕えさせて頂きます。アスティ様より、ミスレイ様より……ララナ様よりも、近くで」

　台詞まで、まるで理想の従者が口にするような物だった。

　そこでハッと気付く。

「あ、言っておくけど、物理的にはそんなに近くにいなくていいからな!?」

　ラトリスの言い方に何かを感じた鋼は、あわててラトリスストーカーフラグだけは全力でぶち折りにかかった。

　飛空艇の一件でも感じたが、忍者でＭでストーカーとか、そんな無敵すぎる存在が生まれるのだけは阻止したい一心だった。

　しかし、

「ハガネ様はいつも可笑しな事を仰いますね。大丈夫ですよ」

　そんな鋼に対して、ラトリスはそう答え、やわらかく微笑んだ……気がした。

「ラトリス、今、笑っ……」

　それを鋼が指摘しようかと思った時、

「コーウくーん!!」

「ハガネ！」

「ゴワゴワ様ー！」

　後ろから声が聞こえて、時間切れを告げる。

「というか、ゴワゴワ様って何だよ」

　ぶつくさと言いながら、それでも鋼はうれしそうに、仲間の下に向かう。

　その、鋼の背中を、ラトリスはじっと見つめ、

「狡猾なハムスターか、はたまた臆病なドラゴンか」

　そんなことをつぶやいて、しかしすぐに、一瞬たりとも遅れてなるかとばかりに、急いで鋼の後に続いたのだった。
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「朝からひどい目にあった……」

　武闘大会二日目。

　鋼の朝は、波乱から幕を開けた。

《おぬしは！　いい加減に自分の体をいたわるということを覚えるのじゃ！》

　というのは、昨日、本選一回戦が終わった後に言われたシロニャからのお叱りの言葉だ。

　試合が終わって鋼が闘技場を後にしても、シロニャからの小言は延々と続いた。

　深夜三時を回り、なぜか話題が鋼の怪我と最後のファンタジーとゲームハードの歴史の関連性にまでおよんだところで、シロニャの電池が切れた。その辺り神様とか言っても所詮三歳児である。

　そこからようやく眠ることができたと思ったら、午前五時にララナにたたき起こされた。ララナは何をしていたのだか、明らかに徹夜っぽいテンションで鋼に絡んでいき、ようやくララナを追い返した時には、鋼はすっかり目が覚めてしまっていた。

　それでもせめてあと一、二時間くらいは二度寝しようと思った時、ベッドの下で何かが光ったのに気付いてしまった。

「ま、さか……」

　そのまさかだった。光ったのはメガネの照り返しで、ベッドの下にはなんというか、予想通りの人物が潜んでいたのだ。

「お早う御座います。昨夜はお楽しみでしたね」

「何をだよ！」

　Ｍ系最強ストーカー忍者の登場である。

　そこで説教と説得と懇願と逃亡に二時間を費やし、そこで鋼は完全に二度寝をあきらめた。その結果、一足先に会場に向かうことを余儀なくされたというワケだった。

「ほんと、何で僕がこんな目に……」

　鋼はトボトボと会場に向かって歩きながら、もう一度愚痴をこぼす。

　ちなみにシロニャは昨日叱り疲れたのか、まだ一度も声をかけてこない。本当の一人ぼっちである。

　そして一人ということは厄介事が持ち上がっても鋼だけで解決しなくてはならないということだ。武闘大会に出たことで鋼の顔も知られている可能性があるし、少し警戒しなくちゃな、と鋼が思った時だった。




「み、見つけましたぁ！」




　巫女服の女性に、なぜかロックオンされていた。

　駆け寄ってくるどこか見覚えのあるその姿を見ながら、鋼はぼんやりと、昔身内で流行っていたマーフィーの第一法則を思い出す。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　つまり今度は、なぜか手を取って感謝の言葉を言い募る女性という名の厄介事を、何とかしなくてはいけなくなったようだった。

「そ、そ、その……試合！　試合見てたんです！」

　という言葉に、この巫女服の女性になぜ見覚えがあるのか思い出す。以前、鋼の試合を見ていた観客の一人だったのだ。

　最前列にいたし、変わった服装だったので、鋼も記憶の片隅にとどめていた。

　しかし、この反応は何なのだろうか。

　大会で見ていた選手を偶然見かけた観客の反応、と考えても、いささか熱狂的すぎる。ぐいぐい来すぎて怖いくらいだ。

　これではまるで……、と思ったところで、巫女服の人はさらにぐいっと鋼に詰め寄って来た。

　そして、口早に告げる。

「わたし、ほんとに、ほんとにほんとにファン、いえ、大ファンなんです！」

「あ、ああ。ありが……」

「リリーアちゃんの!!」

「うぇ?!」

　結城鋼の驚愕。

　こういう場合は普通鋼のファンだと言うのではないか、じゃあ何で話しかけてきたんだ、と鋼は戸惑ったが、彼女はまだ止まらない。

「試合中、わたし最前列の、一番下の段で、ずっと、一瞬たりとも目を離さずに見てたんです！」

「あ、ああ。ありが……」

「リリーアちゃんのスカートを！」

「ＨＥＮＴＡＩ!?」

　結城鋼の驚愕、ふたたび。

　鋼は驚愕を通り越して分裂とかしそうになったが、幸いそれはさらなる驚愕発言によって先延ばしにされた。

「リリーアちゃん、ほんとガード堅くて、グラビアとかでも全然水着にならないし、スカートも何か魔法でもかかってんじゃないかってくらい鉄壁で、階段下で三日間出待ちしてた時も全然パンチラとかしなくて！」

「ああ、うん。そうなんだ」

　適当に相槌を打ちながら、鋼はようやく事情が飲み込めてきたなぁ、と感じていた。

「だからあの予選のあの時はもう何が何だかって感じで、だけど少なくともスカート押さえて恥じらう姿が見えてよかったみたいなことを思ってたんですけど、もしかすると本選でもまたああいうことが起きるんじゃないかなーとか期待して、なのに試合中、一回もそんなイベント起こらなくて、試合が終わってもう帰ろうかと思った瞬間に、こう！　こう！　純白のですね！　花がですね！　満開で！　わたしもう思わず、ほぁ……ああ、いえ、ほぁんっとうに、感動して、だからあなたにはすっごく感謝してるんですよ！」

　死んだような目で巫女服の女性の長い話を聞きながら、そういうことか、と鋼は内心うなずいた。

　つまり、この人は……。




（アイドルのスカートめくったのに感謝して、僕にお礼言いに来たんだな……）




　筋金入りの変態が、鋼の目の前にいた。
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「そーですか。あなたはとてもリリーアさんのことがすきなんですね」

「はい！　わたし、昔から偶像崇拝とか得意なんで！」

「ではかのじょのゆうしがみれてとてもよかったですね」

「ふひひ。あの純白を勇姿だなんて、鋼さんやっぱり紳士レベル高いですね」

「おほめにあずかりこうえいです」

　ひどく残念な気分になった鋼が、それからもしばらくノーガード戦法で巫女服の変態さんの話を聞いていると、突然、彼女が手を打った。

「そうだ！　鋼さんにはこんなによくしてもらいましたから、何かお返しをしましょうか！」

「おかえし、ですか？」

　機械のようになっていた鋼の目に、ほんの少しだけ光が灯る。それは大体、ザ○ⅡＪ型のモノアイ程度の光量だったが、反応ありと見たその人は攻めてくる。

「えっと、鋼さんは大会出場者なんですよね！　わたし、この大会の審判もやってるので、もし鋼さんが望むなら……」

　ニヤリ、と邪悪な笑みを見せる女性。これには鋼もあわてて正気に戻った。

「いやいやいいです！　そんな不正をしてまで勝ちたいとは全然思ってないんで！」

　というか、余計なことをされても困るというのが本音だ。

　これはさすがに言いすぎたと気付いたのか、巫女服の女性も頭を下げた。

「考えてみればわたしにも立場があるんでした。下手に不正なんてしたら、わたしだけじゃなくて神様の看板まで傷ついちゃいますよね」

「はぁ……」

　巫女みたいな服を着てると思ったら、案の定宗教関係の方だったのか、と納得する鋼。しかも大会の審判を任されているのなら、リリーア並みの知名度があることだって考えられる。

　これ以上の面倒事はごめんだ。これは早々に退却を、と思ったところで、

「あ！　そうです！　ならせめて、祈らせてください」

「え？　いや……」

　両手をガッとつかまれた。

「あなたとあなたの道行きに、幸福と幸運の天秤が傾きますように。そしてあなたの魂が、迷うことなく我が身許に召されますように」

　そうして、変な台詞みたいな物を聞かされたと思ったら、




　――チュッ。




　トドメとばかりに手にキスをされる。

「うあぁあ！」

　こっちの世界にやってきて色々な経験をしたが、いまだに女性に免疫のない鋼はあわてて飛びのいた。

「祝福が終わりました。これできっと、また会えますね」

　一方、巫女姿の女性は、一仕事終えたような満足そうな顔をしている。

「じゃ、また次の試合もアレ、期待してます！」

「次は絶対そんなことしないですから！」

　そんなやり取りの果てに、巫女姿の女性は、結局名乗りもせずに行ってしまった。

「今のは一体、何だったんだ……？」

　首をかしげる鋼の下に、

《浮気者の匂いがするのじゃぁ！》

　さらなる厄介事の芽が届く。
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　朝から、いや、昨日からの厄介事の連続。

「いい加減に勘弁してくれよ……」

　と鋼が漏らしたのも、無理からぬことだろう。

《だが断るのじゃ！》

　しかしシロニャが勘弁するはずがないこともまた、鋼にははっきり分かってしまっていたのだった。

「それで、浮気者とかどういうことだよ」

　さっきの巫女服姿の人と恋愛的な何かを勘ぐっているのなら見当違いだぞ、と思ったが、違った。

《まさかとは思うのじゃが、またどこぞの巫女なんぞに唾つけられて、そこらのビッチ女神の祝福をつけられたりしとらんじゃろうな?!》

「ビッチ女神……!?」

　初めて聞いたフレーズだった。あと何で男神に祝福されたという選択肢が最初からないのかも気にかかる。が、まあ問題はそういうことではなかった。

　どうやら神様であるシロニャにとって、鋼が他の神様の加護だの祝福だのを受けるのは許せないことらしい。

　たしかに鋼はミスレイを通じて戦女神とやらの祝福を受けたことがあるので前科はあると言えるが、その時は特に気にしていなかったはずである。何か信教の……ではなかった、心境の変化でもあったのだろうか。

「というか、シロニャは今までずっと寝てたのか？　もうすぐ、僕の試合が始まるっていうのに」

　なーんてことを考えながら、鋼の口は動く動く。

　もしかして何か特別なタレントでも持ってるんじゃないのかって勢いで、鋼の口はシロニャをごまかしにかかっていた。

《う。仕方ないのじゃよ！　一昨日ちょっととある知的遊戯を、そう、有識者の間でピーチマントレインと呼ばれる電脳遊戯を一人で九十九年プレイして徹夜したせいで、昨夜はちょっと眠かったんじゃから！》

「仕方ない要素が一つもないだろ、それ！」

　しかも遊び方が寂しすぎた。

　だがとりあえず話を逸らすことには成功したようだ。

《そ、それより、次の試合じゃよ！　おぬし、もう無理はせんのじゃろうな!?》

　シロニャまで話を逸らしにかかってくる。

　だが、そこには隠し切れない心の底からの心配や、不安が伝わってきた。

「……しないよ。絶対にしない」

《約束、できるんじゃな？》













　その質問に答えるのに、鋼はちょっとだけためらった。

「ああ。考えが、あるんだ。傷一つ負わない内に、終わらせてみせる」

　だが結局、はっきりとそう答えた。

　その言葉に安心したのか、

《すごい自信じゃなー。戦場では増長してる奴からどんどんやられていくんじゃぞー》

　シロニャはようやくこわばった口調を砕けさせ、冗談を言ってくる。

　それに鋼も安心して、軽口を返す。

「いやいや。今回に限ってはそんなことありえないね。そもそも、僕は無理に戦うヒッ!?」

　最後、声がおかしいことになったのには理由があった。

「どうした？　まるで、昼日中に幽霊を見たような顔をして……」

「いや、顔色が下手な幽霊よりも青白いんだけど!?」

　昼日中に出た幽霊、アスティエールさんのせいである。

「昨夜、ララナが私の部屋に訪ねて来てな……」

　ザンバラバラバラ状態の髪。隈の浮き出た目元。青くなった唇。まるで覇気のない幽鬼のような表情。

　見る影もなくなったアスティエールに事情を聞くと、ぽつぽつと話し始めた。

「何だか良くは分からないが、『があるずとおく』とかいうものをしようと言うので、部屋に上げたのだ。そうしたら……」

「まさか、午前五時くらいになるまでずっとしゃべり倒されて、全く眠れなかったとか？」

　そうだとすると、鋼への今朝のララナの襲撃も、つじつまが合う。

「ふふ。そうだ。さすがハガネ。よくも分かるものだ。しかも、請われて騎士団時代の話をしてやったというのに、最後には『ばーかばーか！　美人チートのリア充ばくはつしろ！』と意味不明な言を残して逃亡されたのだぞ？」

「それは……災難だったなとしか言えないな」

　推測はできるが、お互いにとって不幸な出来事だったのだろう。

　鋼は密かにアスティエールと、そして無自覚モテモテ話をお腹いっぱい聞かされたと思われるララナの冥福を祈った。

「……む。なんだ、その顔は」

　それが表情に出ていたらしい。

　不愉快そうな顔をしてアスティエールが鋼をにらむ。

「いや、自覚がないって怖いな、と思ってさ」

《ほんとーにその通りなんじゃよ!!》

　鋼の言葉にシロニャはやけに力のこもった同意を返したが、肝心のアスティエールには大して感銘を与えなかったようだ。

　とにかく、と前置きをしてから彼女は話を戻した。

「このままでは試合にも差し支えそうだからな。だから早めに来て、この闘技場で適当な薬でも飲んで回復しようと思ったのだ」

「薬かぁ。ドーピングフィッシュスープならあるけど」

　そう言って鋼が小瓶を取り出すと、アスティエールは顔をしかめた。

「やめてくれ。死ぬ」

「……だよね」

　鋼はあっさりと小瓶を引っ込めた。

「今日は確か、お前の方が先に試合をするのだったな。残念ながら、私は最後まで見られないかもしれないが……」

　申し訳なさそうに言うアスティエールを、鋼は手で制した。

「ああ、来なくていいよ。見応えのない試合になるだろうからね」

「そう、か？　なら、いいが……」

　鋼の言いように少しだけ眉をひそめながら、アスティエールはうなずいた。

「それじゃあ僕はもう行くよ」

「ああ。……がんばれよ」

　そんなアスティエールの別れの言葉に、

「それは、僕の対戦相手にこそ言うべき台詞だね」

　鋼は不敵に手を振って、応えた。

「…………」

　闘技場の方向を見て、じっと何かを憂うような顔で立ち尽くすアスティエール。

「おーい！　アスティ！」

　そこに、やけにツヤツヤした顔で元気一杯なララナが話しかけてきた。

「ララナか。お前は本当にいつも元気そうだな」

「えっへへへ！　そりゃ、ずっとこうなればいいなって思ってたことが叶かなったからね！　毎日楽しいよ！」

「それは、非常に結構なことだが……。昨夜は何だか、その、気分を害していたと思うのだが」

「え、うん。でもそれ、昨夜のことだよね」

　何でそんな昔のことを引きずってるの、と言わんばかりのララナの態度に、アスティエールは開いていた口を閉じた。

「んー、アスティの方はなんか元気なさそうだね？」

「それをお前が……いや、いい」

　アスティエールはララナの罪悪感の欠片もない顔を見て、追及をあきらめた。

　それよりも、アスティエールには気にかかることがあった。

「ララナは、ハガネの次の対戦相手を知っているか？」

「んー？　たしか、真っ白な服着た氷魔術師、だったかな？　大して強くもないんだけど、組み合わせに恵まれてここまで来たみたい。言っちゃ悪いけど、あんなの相手に負ける方が難しいと思うな」

「しかし、万が一ということも……」

「何を心配してるか知らないけど、さ。どうせあの中じゃ死んだって復活するんだから、最悪負けたって問題ないんじゃない」

　あくまで能天気にこぼすララナに、アスティエールは、

「……だと、いいのだけどな」

　どこか陰のある口調で、そうつぶやいたのだった。
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「……ラトリス」

　鋼は闘技場に向かう最後の廊下で、待ち構えるラトリスの姿を見つけた。

「お待ちしていました。朝は慌ただしくてお伝え出来なかった対戦相手の情報を、お伝えに上がりました」

「いや、慌ただしかったのはラトリスのせいだからな!?」

　この鉄面皮が忍者の業か、と鋼は戦慄したという。

　それを無視し、鋼の横に並んで話し出す。

「では時間もありませんので、早速。まず、これは昨日も話しましたが、今回の対戦相手は魔術師です。残念ながら、彼女の対戦相手は敗北のショックのせいか昏こん倒とうしており、十分なデータは取れませんでしたが、今までの試合を見る限り、彼女は氷の魔術を得意としていてみ……」

「もう、いいよ」

　しかし鋼はそのラトリスの言葉をさえぎった。

「もういい、とは？」

「そりゃ、ラトリスが念のため、対戦相手の情報をこんなに集めてくれたのはうれしいけどさ。必要ないよ」

「……そう、でしょうか」

　めずらしく、不服の言葉を漏らすラトリス。

　それに対して、鋼は軽い調子で言った。

「他の人ならともかく、ラトリスならもう、僕の目的も察してるんだろ？」

「……はい」

「だったらさ。いくら僕でもここでドジを踏んでつまずいたりしないって、分かってくれるよね？」

「…………はい」

　ラトリスは、うなずいた。

　他ならぬ鋼にそう言われれば、彼女にはうなずくしかなかったのだ。

「じゃ、僕は行ってくるから」

　そうして、鋼は闘技場へと足を踏み入れる。

　対戦相手の情報も、自らが傷つく覚悟も、持たないままで。




「――ミスレイ・ハート様、ですね」

　その時、観客席で試合開始を待つミスレイの下にも、予想外の訪問者があった。

「なんですか。今、いいところですのに」

　ミスレイは不機嫌そうな声でその男、一目で教会関係者と分かる神官服の男性に応じる。

　実際、彼女の機嫌は悪かった。隣に座っていた巫女服姿の女性が非常にうるさく、しかも「フレーフレー、リリーアちゃん！」とかワケの分からない応援をしていることに加え、プライベートで来ているはずの場所で教会関係者に声をかけられたのだから。

「……失礼。ですが早急にお耳に入れたいことが」

　ミスレイが無言で促すと、男は声を潜めて話し出した。

「先日、一人のシスターが、教会で封印指定されていた〈闇炎のローブ〉を盗み出して逃走しました」

「闇炎のローブ、ですか？」

　封印指定の品、というのは、封印を要するアイテムで、簡単に言えば「とりあえずこれ呪われてるから教会で預かっといて」という品が大半を占める。つまり、きわめて危険なアイテムが多い、ということ。

「はい。闇炎のローブとは、着用者に闇の炎の力を付呪するローブで、身につけたものは負の想念を増大させられると聞きます」

「まんまですね」

「まんまです」

　ミスレイの言葉に、真顔で応じる男。

　これだから堅物はなぁ、あ、堅焼きそば食べたい、と思うミスレイに、あくまで慇懃な態度を崩さずに男は言う。

「闇の炎は、肉体だけでなく、精神に打撃を与える恐ろしいものです。肉体の傷は簡単に治せても、精神の傷は容易には癒せません。なので、注意するように、と」

「そう言われましても。ええと、黒いローブを着た不審者には近付かないようにすればいいんでしょうか」

　だんだんめんどくさくなってちらちらと闘技場の方を見ながらミスレイが尋ねると、男は首を振った。

「いえ、ローブが黒くなるのは負の想念が高まった時、すなわち闇の炎を使う時だけです。普段は真っ白な色をしていると聞いています」

「真っ白なローブ、ですか」

　そのくらいのヒントではなぁ、と首をかしげるミスレイ。そんな時、不意に、

「……ねぇ」

「はい？」

　さっきまでリリーアを見て嬌きよう声せいをあげていたはずの隣の巫女服の女性が、二人に声をかけてきた。

　面識もない人のはずなのに、突然どうしたのか、と目を丸くする二人に彼女は言った。

「真っ白なローブって、もしかしてあんな感じの奴？」

「……へ？」

　巫女服の女性が差し出した指。

　それはまっすぐに大会のリングを、今まさに鋼と試合をしようとしている対戦相手を示していた。
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（あいかわらず、すごい人だなぁ）

　闘技場の中の鋼は、そう思いながら辺りを見回した。

　どこかにララナやラトリス、それにもしかしたらミスレイの姿もあるのかもしれないが、とても見つけられなかった。

　まあ、ラトリスの情報によれば、今回の対戦相手はそんなに強くもないらしい。少なくとも、一瞬で倒されたりはしないだろう。

（じゃあ、ま、ちゃっちゃと終わらせますか）

　そんなことを思いながら鋼が闘技場のリングに近付くと、

「さーて、第二闘技場、本選二回戦第二試合の実況は、わたし、リリーアが担当します。みんな、よろしくー！」

　聞き覚えのある呼びかけに応えて、観客が大きな歓声を上げる。

「また、あの子か……」

　一瞬だけそんな風に思うものの、今回はもう気にしない。

　どうせすぐ終わらせるんだ、という気持ちが先に立った。

　鋼は闘技場に向かうが、対戦相手もろくに見ない。

　ただ自信にあふれた足取りで、リングの上に上がった。

　そして、とうとう、

「それでは！　本選二回戦、第二試合、スタートォ！」

　運命の試合が、始まる。




　――決着は、一瞬でついた。




　鋼と対たい峙じしていた、真っ白な、純白のローブを身にまとった魔術師風の女性。

　フードの下のその唇が、まるで待ちに待った相手を見つけたかのように三日月型に歪められ、彼女の右手が動いた、その刹那、




「――参りましたぁ！」




　鋼は、さわやかな、あまりにさわやかな顔で、そう言い切ったのだった。
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「……いない、かぁ」

　ついさっき別れたラトリスの姿を捜すが、廊下にそれらしい人影はなかった。

「観客席かなぁ。でも、会場に戻るとなんかめんどくさそうだしなぁ」

　あの電光石火のギブアップの後、会場には驚きの嵐が吹き荒れ、かつてない荒れ模様を見せた。

　鋼はたまらずすぐに廊下まで戻ってきたのだが、その間も後ろから、「ええい背神者め、おとなしくしろぉ！」とか、「は、放して！　ワタシは神に復讐を！　だってあそこで毎日アイス買ってたのに千二百十二回連続外れって、そんなのありえないじゃないですかぁ！　ワタシは神様に嫌われてるんだぁ！」とかなんとか、おかしなやりとりが聞こえてきていて、何だかよく分からないがとにかく関わり合いにはなりたくなかった。

　とにかく、ラトリスがいないならここに留まる意味もない。仕方なく一人で帰ろうとすると、

「待ちなさいよ！」

　後ろ、つまり今まで鋼がいた闘技場の方向から、声をかけられた。

　まぁた厄介事か、と振り返るとそこには闘技場の上でよく見た顔。

　たしか、名前は……。

「リーリアさん？」

「リリーアよ！」

〈瞬間記憶復元〉が発動しないと、鋼の記憶力なんてこんなもんである。

「アイドルの名前間違えるとか信じらんない。ホンット、信じられない！」

　気の強そうな顔で何か言っている。

　どうやら人前に出ている時はでっかい猫をかぶっていたらしい。

　スカートめくりの辺りで既に、いくらかメッキが剝がれていたような気もするが。

「それで、何か用ですか？」

　鋼が聞くと、その一言で冷静になったようだ。

　今度は感情を押し殺したような声で、鋼をにらみつけながら、話し始める。

「わたしね。無理言ってさっきの試合、あんたのとこの担当になるように代わってもらったの。あんたが無様に負けるところを見るためにね」

「それは……ご苦労様です？」

　やっぱりアイドルをやっている時と違って、ずいぶんと乱暴な言葉遣いだった。

　おそらくこっちが素なのだろう。

　どちらにせよ有名人ともめたりはしたくない。

　鋼としてはとりあえず当たり障りのない対応を心掛けた、のだが……。

「ふざけないで！」

「ええ？」

　それが彼女の逆げき鱗りんに触れた。

　鋼としてはふざけていたつもりは一切ないが、しかしアイドル様にはお気に召さない態度だったようだ。

「一回戦を見た時、あんたの目には何かがあった。強い目的意識。戦おうとする意志。そんなものがあんたには見えた。だからわたしは、あんたの試合を担当しようと思ったの！　なのに、あのザマは何？」

　それは、さっきの試合のことを言っているのだろうか。

「さっきの、二回戦にやってきたあんたの目には、何もなかった。それに、あんな、あんな、終わり方……。わたしは全然、納得できない！」

「いや、納得できないって言われても……」

　実際終わってしまっているワケで、今さらどうしようもないのではないだろうか。

　そこで、リリーアは急にトーンダウンした。

「わたしが、すごく理不尽なことを言ってるのは分かってる。勝手な期待をかけてただけってことも。だけどわたしは、あんたの最初の試合を見た時、こいつは何か違う、って思ったの。きっと、この退屈な大会で、何かをしでかしてくれる奴だって。そう思ったから、気の進まなかったこんな仕事も、楽しくやることができた。なのに……」

　そこで、彼女はキッとまなじりを上げた。

「あんたは、ううん、あなたは本当に、あんな終わりでよかったの!?　あなたは何のためにこの大会に出場したのよ?!」

「……はぁ」

　鋼には、結局彼女がどうして怒っているのか、よく分からない。

　だが彼女には、鋼が参加した裏の事情を話さなければならないらしい。

　仕方ないな、と鋼は内心で嘆息し、

（シロニャー、いるかぁ？）

　頭の中で呼びかけると、程なく反応があった。

《ハッ！　あまりの出来事に脳がフリーズしてたんじゃよ！　おぬし、一体どういうつもりで……》

（突然ですが、ここで怖い話をします。リカちゃんはある夜、こっそり学校に忘れ物を取りに行きました。誰もいない教室に入って、リコーダーを……）

《ぴぎゃああああああああああ！　怖い話はダメなんじゃよぉおおおおおお!!》

（……………よし）

　ややこしいことになりそうなシロニャを追い出して、あらためてリリーアに事情を話すことにする。

「僕の、目的は……」

　本当は、闘技場の前で並んでいた時のことや、そのあとの流れも話さなければ、はっきりとは理解されないかもしれない。

　そう思いながらも、鋼は端的に、自分が大会に参加した理由だけを告げた。

　鋼の参加理由を聞くと、リリーアは一瞬目を丸くして、

「っは、あは、あははははははは!!」

　その後、お腹を抱えて笑い出した。

「そんなに笑うことないだろ」

　たしかに自己満足でちっぽけかもしれないが、ここに来て初めて、状況に流されて、ではなく、鋼本人が望んで起こした行動なのだ。あまり笑われたくはない。

　さすがに笑いすぎたと思ったのか、リリーアも涙をふきながら謝った。

「あっはは、ごめんごめん。いやぁ。今時、そんなことに体張るようなバカがいるとは思わなかった。でも、まあ、うん。そういう探し物なら、たしかにここに来るしかないね」

「……まあ、ね」

　探し物、というのとは少し違う気がしたが、鋼はうなずいた。

　実際、昨日と一昨日の夜は街をそれとなく見渡して、念のためにそれらしい奴を探してみたりはしていたのだ。結局、収穫はゼロだったが。

「時間取らせて悪かったわね。わたしはもう行くわ。仕事、放り投げとくワケにもいかないし」

　そう告げるリリーアには、さっきまでの険しい雰囲気はない。

　かといって仕事モードの時とも違って、何だかフランクな印象だった。

「ああ、うん」

　思わずうなずいてしまってから、そういえば途中から思いっ切りため口で話していたことに遅ればせながら気付く。

　アイドルにこの態度はまずいのでは、と今さらながらに鋼は思った。

　しかしリリーアは、そんなことを気にしなかったようだ。

「なーにしょぼくれた顔してんのよ。これからご対面なんでしょ。シャキっとしなさい。シャキっと」

「え、あー。がんばるよ」

　よく分からない激励の言葉を受けて、よく分からないなりにうなずいておく。

　その態度にリリーアはふぅとため息をつくと、

「あんたの目的、人によっては不純だとか言うかもしれないけど、わたしは応援する。あ、でも……」

「ん？」

「スカートめくりのことは、一生許さないからねっ！」

「なっ!?」

　思わず狼ろう狽ばいする鋼を愉快そうに見て、

「じゃね！」

　リリーアは嵐のように去って行った。

「一生根に持たれるのは、ちょっとなぁ……」

　不可抗力なのに、と鋼は一瞬思ったが、二回目はめちゃくちゃわざとだったことも思い出して、弁解する材料を失った。

　まあ、もう一生会うこともないだろうと思い直し、

「行くか。あーでもそういや、あんな負け方して、ララナとかアスティはなんて言うかな……」

　鋼は心なしか重くなった足を動かす。

　リリーアの言った通り、本番は、ある意味ここからなのだ。
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　それから鋼は、ふたたび闘技場の受付を訪れた。

　一応賞金と、それから賞品が出るため、申告しに行かなくてはいけないのだ。

「残念でしたね」

　と本当に残念そうに言って袋を渡してくる受付の人に苦笑を浮かべた時、




「コーウくん！」




　鋼は背中にどえらい衝撃を受けた。息が詰まる。

「負けちゃったね、コウくん」

　ララナはあっけらかんと言う。

　なんで降参をしたのか、とか、どうして相談してくれなかったのか、とか、そういう詮索じみたことは一切言わない。

　その気遣いが、少し身に染みた。

　そんなララナの前では気丈にしていたかったし、何より受付の人の前だ。

「まあ、いいんだよ。対戦相手は僕と違って実力であそこまで来てたワケだし、あのまま戦っても勝てなかったと思う。だから、いいんだ」

　できるだけ何とも思ってない風に、そう笑い飛ばす。

　それを、どう取ったのか。

「……うん。よし、コウくん」

「んん？」

　ララナは、その明るさしか存在しないような笑顔をぐいっと鋼に近付けると、




「飲もう!!」




「……はい？」

　その口から、とても十歳とは思えないような提案がなされた。

　さらに、

「ふむ。偶たまには羽目を外すのも良いかもしれませんね」

「わたし、宴会って好きですよ？」

　いつの間に駆けつけていたのか。ほかの女性陣からも賛成多数で可決。

「え？　いや、ちょっと……えぇ？」

　こうして、なぜか、宴会が始まった。




　それは、普通の高校生だった鋼は経験したことのないような、それはもう激しいどんちゃん騒ぎだった。

「それではー！　これから『コウくんぶとーたいかい本選しゅつじょーおめでとう＆二回戦敗退しちゃったね。残念だったね会』を開催しまーす！」

　という、ララナの既に酔っぱらってるような音頭と共に幕を開けた大宴会。

　それは、闘技場の近くの食堂兼酒場のような店を半ば貸切にして、ララナやラトリス、ミスレイのみならず、そこら辺にいた全く関係ないお客まで巻き込んで盛大に行われた。

「うわははははぁ！　酒持ってこいやぁー！」

　十歳のはずのララナは飲むわ飲むわ。

　酒は飲んでも飲まれるな、という格言はあるが、ララナは酒に飲まれた自分を楽しんでいるようで、いつも着ている防具を脱ぎ散らかして周りを巻き込んで大騒ぎしながらも、一応なにがしかの一線は守りつつ、存分に羽を伸ばしているようだった。

「ハガネ様。グラスが空になっていますよ」

「私が飲ませて差し上げましょうか？」

「いえ、お酒と言ったら鼻から飲む物でしょう？」

「大丈夫です。ハガネ様のその蔑みの視線があれば、私は充分以上に酔えますから」

　ラトリスはこんな時なのに鋼にべったり張り付いて、鋼の世話だの余計なお世話だのを焼こうとしていた。

　この宴会中、鋼にとって一番手がかかったのがラトリスだったと言える。

　手がかかるというのとは違ったものの、間違いなく鋼が一番手を焼いたのは、また別の人物だった。

　もちろんそれは、言わずと知れたあの人である。

　他二名と違って、意外にも完全に正体もなく酔っぱらってしまったのがその人物、ミスレイだった。

「ぁふ。ふにゃーん。ごわごわ～」

　最初は本選一回戦での無謀な戦いについて、何やら説教をしようとしていたらしいが、だんだんとその視線が鋼の顔ではなく体の方、つまりは透明になった聖王の法衣がある場所、に移って行き、説教を受けるのもめんどくさいなと思った鋼が、

「今日は無礼講ですし、いくらでもさわってもいいですよ」

　と言ったら、あとはもう猫まっしぐらだった。

　その時既に鋼の近くにいたラトリスからそこはかとなく鬱陶しそうな視線を受けながらも、鋼の背中に飛びつき、頰ずりし、甘嚙みし、全身をこすりつけ、それから片時も離れようとはしなかった。

　今はもう完全に出来上がっていて、

「もぅ、コウさまはぁ、わたしをこんなによわして、どうするつもりなんですかぁ～」

　などと思い出したように言ってくるが、これで一滴も酒を飲んでないのだから恐れ入る。もしかするとゴワゴワにはミスレイを酩めい酊ていさせる成分でも入っているのかもしれない。

　結局鋼は、とにかく愛想笑いを切らさないようにしながら、背中に当たる種々のやわらかい感触に正気を持っていかれないように、意識を逸らし続けるしかなかったのだった。
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「いい風だな……」

　宴会開始から既に数時間以上。

　すっかり酔っぱらいの巣窟と化した宴会場から抜け出し、鋼は一人、夜の街を歩いていた。

　前方のラトリス、そして後方のミスレイを引き離すのは至難の業かと思われたが、鋼が逆襲に転じ、「俺の酒が飲めないのか」的にお酒を飲ませながら、同時に懐柔策にと「ラトリスのいいところ百選」を切々と語っていたら、ラトリスは顔を真っ赤にして倒れてしまった。

　意外にお酒に弱いんだなと驚いたが、さすがにそのまま放置しておくワケにもいかない。だが、鋼が上着代わりの聖王の法衣をかぶせてミスレイに後をお願いしたら、すごくいい顔で請け負ってくれたので、ラトリスはきっと大丈夫だろう。

　……まあ正直に言うなら、さすがにミスレイの絶え間ない精神攻撃に鋼の心は限界を迎えていたので、ラトリスに押し付けたという側面はもちろんある。

　ミスレイの異様に輝いた目を鑑みるに、翌朝気が付いたら百合ップル（意味はお察しください）ができている可能性はゼロではないが、鋼はあえて考えないようにした。

　だが、それは全て「ついで」でしかない。

　鋼の本来の目的は、もっと別のところにあった。

　誰よりも騒ぐのが好きなはずなのに、宴会が始まってから一言も話していない、鋼の大切な、もう一人の仲間のことだ。

「シロニャ。さっきから、何も言わないじゃないか。どうかしたのか？」

《……コウ》

　頭の中に、シロニャの今にも泣きだしそうな声が響く。

　これは弱ったな、と鋼は思う。

　鋼は何も、シロニャをこんな風にするために、武闘大会に出たワケではないのだ。

《ワシの、ワシのせいなのか？》

「え？」

　シロニャの、いつになく弱々しい声が、脳を揺らす。

《おぬしが、二回戦であんなことをしたのは、もしかして、ワシが、ワシが無理をするななどと言ったから……》

「それは違う！」

　シロニャがそんなことを思っているなんて、鋼は全く考えていなかった。

　だから、それは誤解だ、と強く否定する。

《ウソじゃ。ウソじゃよ……。じゃあどうして、おぬしはあんなところで降参したのじゃ!?　二回戦の相手はその前の男より弱いじゃろうと言われておったじゃないか。普通に戦えば、おぬしは負けなかったはずじゃ。なのにおぬしが二回戦で負けたのは、ワシのせいなのではないのか？》

「それは……」

　いけないと思うのに、鋼はつい、口ごもってしまった。

《正直に言えば、ワシはおぬしがまた戦かったり、痛い思いをせずに済んで、うれしいのじゃ。じゃが、身勝手じゃが、ワシが言ったことがおぬしのジャマになってしまったとすれば、ワシは、ワシは……》

「大丈夫だよ。そもそも武闘大会には、気まぐれで参加したようなものだったんだ。それに、大会に出た目的なら、ちゃんと……」

　興奮するシロニャを落ち着かせようと、鋼が懇々と、諭すように話しかける。

　だが、それは逆効果だった。

　シロニャは堪え切れず、感情を爆発させる。

《ウソじゃ！　ワシじゃって、ちゃんと聞いとったんじゃ！　おぬしたちが、あの二人組の木札を焼いた犯人を探そうと話しておるのも！　その犯人のヒントが黒いローブと武闘大会参加者の木札以外にないから、武闘大会に出て探そうと話しているのも、全部じゃ！　二回戦を勝ち抜けば、おぬしはその犯人にもたどり着けたかもしれんのに、ワシが、ワシが……》

「シロ、ニャ……」

　その言葉を聞いて、鋼はとうとう凍りつく。

　そして、




「ええと、『黒ローブ？』とか、『犯人？』とか、そんな話、完全に初耳なんだけど……」




《な、なんじゃとぉ!?》

　シロニャを仰天させる言葉を吐いたのだった。




「んー。ちょっと整理してみようか。それで、僕が何だって？」

《そ、その、闘技場に行く途中、おぬしがぶつかったスキンヘッドとモヒカンの二人組がいたじゃろ？》

「ええっと、いたっけ？」

《いたのじゃよ！　で、その二人組が謎の黒いローブの人物に襲われて、大会参加用の木札が燃えてしまったのじゃろ！》

「ああ。そういえばそんなこともあった気がするな。それで？」

《じゃ、じゃから、おぬしはその犯人をつかまえるために武闘大会に参加することにしたんじゃろ？》

「え？　何で？」

《な、何で、と言われても……》

　それは鋼側の理由であって、シロニャに聞かれても分からない。

「よく覚えてないけど、たぶんあの二人組が絡んだから相手が反撃したんだろ。過剰防衛だとは思うけど、死人も出なかったんだし、わざわざ僕らが犯人捜しするほどのことじゃないと思うんだけど」

《いや、うむ、その、そう、思うのじゃが……。そこはほら、おぬしのありあまる正義感で》

「え？　そんなの全然持ってないけど？」

《そこは少しでも持ってるって言ってほしいのじゃよ!?》

　どうして鋼が転生できたのかとかをちょっと思い出してほしいシロニャだった。

　が、しかし、それはともかく、

《じゃ、じゃったら、おぬしが武闘大会に出たのは……》

「その件とは全く無関係。そもそもその時考え事してたから、犯人が武闘大会参加者だってところも聞き流してたよ」

《な、なんという……》

　シロニャ、大勘違いの巻、であった。

「あー。やっぱりアスティたちと微妙に話がかみあわないと思ったら、そういう勘違いしてたのか」

　犯人の話をしている時に、鋼が偶然武闘大会に出ると言ったために、関連付けされてしまったのだろう。

《ちょ、ちょっと待つのじゃ！　じゃ、じゃったら、コウが武闘大会に出た理由というのは……》

　その言葉に、鋼はしばし黙り込む。

　そして、

「出でよ、ワームホール！」

《な、なんじゃ？》

　シロニャの下へと通じる例のワームホールを作り出し、手にしていた包みをその中に押し込んだ。

《い、いきなりなんなのじゃ？　こ、この包みはいったい……》

　急に自分のところに何かを送り込まれて焦るシロニャに、鋼は照れくさそうに言った。

「その、シロニャへの、プレゼントだよ」

《ワシ、への……？》

　驚くシロニャに、鋼が急かす。

「い、いいから、とにかく開けてみてくれって」

《う、うむ……》

　戸惑いながらも、シロニャが包みを開くと、中から出て来たのは、




《これは……ヘラクラー？》




　武闘大会オリジナルキャラの特製グッズ。すなわち、シロニャが妙に気に入っていた、あのヘラクラーのぬいぐるみだった。

《もしや、ワシがこれを好きじゃと言ったのを覚えとったのか？　じゃから、わざわざワシのために、これを？》

　感動に声を震わせるシロニャに、

「ああ。それと、ついでに言うとそれが理由」

《む？　理由、じゃと？》

「そう。僕が、大会に出た理由だよ」

　鋼は、さらなる真実を突きつける。

《なん、じゃと？》

　驚くシロニャに、鋼は最初から説明した。

「あの時、武闘大会の受付に並んでいた時、シロニャはこのヘラクラーを見て、歓声を上げてただろ。考えてみれば、シロニャがゲーム以外にあんなに何かに興味を持つなんて初めてだったから、ちょっと気になってたんだ」

　某ムー○ン谷に生息しているカバ的生物のように、魔物なんだか人なんだか分からないような得体の知れない生き物だし、子供たちを怖がらせてばかりで一体何のためのキャラクターなんだ、とは思ったが、シロニャを喜ばせたことについては、感謝と共感と、それにちょっとだけ嫉妬を覚えていた。

「そしたらちょうど武闘大会の賞品一覧に、大会オリジナルキャラの記念グッズって書いてあるのを見つけたからさ。恩返しをかねて、シロニャにプレゼントできたらな、って思ったんだ」

　いくら神様で三歳児とはいえ、女の子にプレゼントなんて、柄ではないと分かっていた。

　だけどヘラクラーを見ていた時のシロニャの楽しそうな声が忘れられなくて、それがもう一度聞けるなら、自分にもそれができるなら、と思った。

　念のため街中でも同じようなぬいぐるみが売っていないか探したが、ラトリスの言っていた通り、どこにも売っていなかった。




　――だから鋼は、大会に出て、あそこまで戦い抜いたのだ。




「街中で人を焼いた犯人をつかまえてやろうとか、この大会で優勝してやろうとか、僕はそんな大それた立派なこと、初めから考えてなかったよ。いつも僕によくしてくれるシロニャに、そのぬいぐるみをプレゼントしてあげたい。それだけのために、僕は大会に出て戦ったんだ。だから……」

　だからシロニャが気に病む必要なんてまったくない。

　鋼は、そう続けようと思ったのだが、

《本当、なのか？　おぬしは、本当に、これのために、たったこれだけのために、大会に？》

「ま、まあね」

　シロニャが、震える声で問いかける。

《ワシに、ワシにただ、これを渡すだけのために、そんなことのために、あんな……》

「そ、そんなことなんて言うなよ。結構苦労したんだぞ、取って来るの」

　ヘラクラーのマスコットは、大会九位から十六位までの選手に渡される賞品。

　つまり、本選の一回戦を勝ち抜き、二回戦を「負けなければ」もらえない賞品だ。

　そのためには一回戦ではかなり痛い思いをしたし、優勝もあきらめて、二回戦で降参をした。

　それは全て、シロニャの笑顔のためで、




《バカじゃよ……》




　しかし、シロニャは、それを否定する言葉を吐いた。

「ば、バカって……」

　必死の努力を否定されて、さすがに動揺する鋼。

　だがシロニャは、涙ににじんだ声で叫ぶ。

《バカなものはバカなのじゃ！　こんなもののために、あんな苦労をして、大ケガをして、おぬしは、おぬしはバカじゃ！　本当に、本物の大バカじゃ！　じゃが……》

　たしかに、鋼は自分でもバカだとは思う。けれど、







《ありがとう》







　その、たった五文字の言葉は、どんな勝利も、どんな賞賛も、どんな名誉もおよばない、たった一人、鋼のためだけの、最高の栄冠で、




　――きっと僕は、その言葉を一生、誇りに思う。




　そんな風に、思ったのだった。




　そうして、二人の気持ちが、通い合った瞬間、

　――パパパパーパーパーパッパパー！

　まるでそれを祝福するみたいに、勇ましいファンファーレが鳴り響いた。

　そして、鋼の頭の中にメッセージが……。




　しろにゃ　の　こうかんど　が　１０４６　あがった。

　しろにゃ　との　かんけい　が　きみしかみえない　になった！




「上がりすぎだろ！　好感度！」

　鋼が安定のツッコミを見せる。

　そしてさらに、




　はがね　は　おらくる（てれびでんわつき）　を　おぼえた！

　はがね　は　おらくる（しろねこつき）　を　おぼえた！

　しろにゃ　を　おもちかえり　できるように　なった!!




「だから何なんだこのコメントは!!」

　鋼、吼ほえる。

　あっという間に、ちょっとしたいい雰囲気が台無しになっていた。




　　　４




「はぁー。まったく」

　浮かび上がったメッセージにすっかり照れてしまったシロニャは、オラクルで呼びかけても返事をしなくなってしまった。

　こうなるともう戻るしかないのだが、今からあの魑ち魅み魍もう魎りよう渦巻く場所に戻るのはなんか嫌だった。

　何かないかと辺りを見渡すと、闘技場が魔法の光で綺麗にライトアップされているのが見えた。

「そういえば、もう武闘大会の決着、ついたかな？」

　自分は途中でリタイアしたとはいえ、その結果が全く気にならないワケでもない。

　さらに闘技場の方を見てみると、幸いなことに、武闘大会の掲示板らしいものがすぐに見つかった。

　ここからでは見えないな、と鋼がそちらに向かって歩き出した瞬間、

「コーウくん！」

　という甘い声と共に、背中にのしかかってくる温かい感触。

「ラ、ララナ……」

　声が思わず震えてしまった理由は単純。

　いつもと違い、防具というくびきから解き放たれた「これで本当に十歳!?（仮名）」が二つ、背中にぐにぐにむにむにと押し付けられているからであった。

　それでも鋼はミスレイの精神攻撃にすら耐え切った男である。

　何でもないフリで、武闘大会の掲示板を指さした。

「ララナ。あの掲示板、なんて書いてあるか分かるか？」

「あははは。そんなのらくしょう！　ボクの視力は五十三万だよ？　えーと……あはは。文字が五重に見える」

「この酔っぱらいが」

　役には立たないようだった。

「あははは。コウくーん、コウくんが五人ー。あははははー」

　と笑うララナを背中に垂らしたままでよたよた進み、

「おっ」

　ようやく近くまで行って見てみると、大会はもう終わったようで、対戦結果などもすでに発表されている。

　その掲示板の発表によれば、何でも優勝したのは「アスティエール・ベル・フォスラム」とかいうやったら長い名前の人らしい。

「……あれ？」

　ひどい既視感に、ごしごしと目をこする鋼。

　そんな鋼の首にかじりつきながら、能天気にララナが言った。

「そーいえばぜんっぜんアスティ見ないよねー。はくじょーだなー。どーこであぶら売ってんだろ？」

　その言葉に、鋼はもう一度掲示板の名前を見上げる。




「……………あれー？」




　肌寒い、夜の街で。

　立ち尽くす鋼の顔を、ひとすじの汗が流れていった。







　――第三十四回キョートー武闘大会。

　その覇者であるアスティエール・ベル・フォスラムの優勝者コメント、「いいさ。どうせ私はぼっちなんだ」は本人の美貌と、優勝者とは思えない哀愁漂う姿ともあいまって、あまりに有名な台詞となったという。








断章２





　　　　　　―１―




　　　　　　私、真ま白しろ夕ゆう希きは転生人間である。

　　　　　　失踪した同級生結城鋼を捜していた私は、シロニャンという不思議な猫に出会い、神様に特別な能力をもらってこの剣と魔法の世界に飛び込んできた。……というのがこれまでのあらすじだ。

　　　　　　何の、とか訊きいてはいけない。ノリノリで解説している人に醒める質問をするのは何よりのタブーだ。私はそれで三回ほど精神の死を経験した事があるので間違いない。

　　　　　　……話を戻そう。シロニャンの説得や次の世界のリサーチ、転生特典の選定、などなど、もちろん転生するまでも大変だったけれど、転生してからもとんでもないことの連続だった。それはもう、ここまでの旅を本にしたら、文庫本にして二冊分くらいにはなりそうなレベルの大冒険だったと言える。

　　　　　　冒険者ギルドに行けばとんでもない能力値だと大騒ぎになり、前代未聞のＢランクからのスタート。

　　　　　　特に私はコウくんが使ったという「少年期編スキップ」のタレントの下位タレント「幼少期編スキップ」を使って十二歳の姿でこの世界にやってきたため、こんな子供が、と余計に注目を集めてしまった。

　　　　　　それから、数十年ぶりに人里へと舞い降りてきたファイアドラゴンとの戦い。

　　　　　　何しろファイアドラゴンは家ほどもある巨大な身体を持ち、そのレベルも五十七と圧倒的な高レベル。本来であれば騎士団がやってきて戦うような相手だ。

　　　　　　転生で特殊能力をもらった私でもあっさりと勝てるような敵ではなく、長い、長い死闘を演じることになった。

　　　　　　信じがたいことに、わたしは人の限界を越えるほどの長時間、なんとなんと、十時間もぶっ続けで戦い続けていたというのだから我ながら呆れてしまう。これだけ長い時間、同じモンスターと戦い続けた人なんて、そんなにはいないんじゃないだろうか。

　　　　　　次に、突如発見された高レベルダンジョン【Ｆの殿堂】のスピード攻略。

　　　　　　一般の人にはあまり知られていない話だが、高レベルのダンジョンというのは放っておくと危険なのだ。そういうダンジョンは、出来たばかりの時にクリアしてしまうのが一番だ。

　　　　　　ひょんなことからレベル四十五という、人里の近くにあってはならない強さのダンジョンを見つけた私は、魔法に特化したステータス編成、そして転生マシーンで半分近くのポイントをつぎ込んだ「魔法創造」のタレントを駆使して、ほんの一日の間にダンジョンを制覇してしまった。

　　　　　　もしこの世界にギネス世界記録とかがあったら「高レベルダンジョンの最速攻略記録」か何かで表彰されてしまうかもしれない。い、いや、もちろんあっても申請しないけど。でもそのくらい、自分を褒めてもいいと思えるくらいの鮮やかな攻略だったのだ。

　　　　　　まあ一つだけ問題があったのは、目立ちすぎてしまった事。ダンジョン攻略の時に見習い魔法使い用の杖を使っていたせいで、「見習い大魔術師」なんて恥ずかしい二つ名がついてしまった。

　　　　　　そのちょっと恥ずかしい呼び名の事もあって、私は私が転生したマタイーサの街を出て、この近くでは一番の大都市、キョートーの街を目指す事にしたのだ。まあ、大きな街に出た方が情報も集まるだろうし、コウくんを捜すにはそれがてっとり早いはずだ。決して私がファンタジー世界の武闘大会を見たいから、なんて不純な動機は混じっていない。

　　　　　　などと言った具合に自分の心を誤魔化しながら、一路キョートーの街を目指して進んでいたのだけれども、とある村に差し掛かった時、




　　　　　「――もしかして、あなたは見習い大魔術師様、ではありませんか？　お力を、お力を、貸してほしいのです！」




　　　　　　背中から追いすがる、迷える子羊の声がその足を止めた。

　　　　　　……ふぅ。やれやれ。どうやら今日も、厄介事は私を手放してはくれないようだ。




　　　　　　―２―




　　　　　　突然私に駆け寄ってきて力を貸してくれとご機嫌な台詞をのたまったのは、いわゆるシスターと呼ばれる僧服に身を包んだ楚そ々そとした身なりの女性だった。

　　　　　　これは面倒な事案が飛び出してくるのでは、と思ったのだけれど。

　　　　　「ええと、アイス屋さんの不正、ですか？」

　　　　　「はい！　それを、調査してもらいたいのです！」

　　　　　　飛び出してきたのは卑近というかなんというか、とにかくひじょーに俗っぽいものだった。

　　　　　「実はわたし共の生活する修道院の近くにアイス屋さんがあり、そこには『当たりが出たらもう一本』という触れ込みの『アイスキャンデー』が売られているのですが……。先日、ほかのシスターたちとその話をしたところ、わたしたち全員が、そのアイスで一度も当たりを当てたことがないと判明したのです！」

　　　　　「……はぁ」

　　　　　　いや、この人、何を力説しているのか。答えも自然、生返事にもなる。

　　　　　「でもそれ、確率の偏りというか、そういうものでは？」

　　　　　「そんなはずはありません。だって、わたしたちは全員、週に三、四回、いえ多い人は週六回はあそこでアイスキャンデーを食べるんですよ！　それがもう五年間。それなのに誰も当てたことがないなんて……」

　　　　　　シスターさんたち、アイス食べすぎ。……と思ったけれども、ここは口を出さないのが賢明だろう。

　　　　　　うん、まあ、アイスはしょうがないよね。私も好きだし。

　　　　　「じゃあ、シスター以外の人が当てたことは……」

　　　　　「それは、何度か見ました。でも今思えば、その人たちはこの近くでは見たことのない人ばかりで、もしかすると……」

　　　　　「サクラだったのではないか、と」

　　　　　　私がずばりそう口にすると、シスターさんは暗い面持ちでうなずいた。

　　　　　　どう考えても単価が安いアイスの当たりを絞ったりする理由は思い当たらないが、もし不正が横行しているならそれは暴いてみたくもある。もしここにコウくんがいたら、きっとそうするだろう。……いや、するかなぁ。案外スルーしちゃいそうな気もするけど。あ、いや、きっとする。そう信じよう。

　　　　　「……分かりました。その調査、お引き受けしましょう」

　　　　　　義を見てせざるは勇なきなり。

　　　　　　私は大きくうなずいて、平和な町で起こったこのささやかな事件を解決する意志を告げると、そのシスターは華が開くような笑顔を見せて、

　　　　　「ありがとうございます！　見習い大魔術師様！」

　　　　　「……あの、頑張りますのでその呼び方は勘弁してくれません？」

　　　　　　私にじんわりと精神的ダメージを与えたのだった。




　　　　　　―３―




　　　　　「わたしたちの奉じる神は、幸運を司る女神なのです。何よりも幸運とたらばがにを愛するわたしたちにとって、アイスの当たりとは『アイスをもう一本余計に食べられるヤッター!!』というほかに、信仰上の大きな意味があるのです」

　　　　　「なるほどー」

　　　　　「この前など、あまりにもアイスの当たりが出ないことを嘆いた年若いシスターが、『おお、神よ、神よ。なぜわたしを見捨てたもうたか。ちょっとぶん殴りにいってきます！』と書き置きを残して失踪してしまって……。あとついでに教会で封印されてた危険なアイテムも持ち出してしまったので、偉い人からすっごく怒られました。うふふふ」

　　　　　「……いや、それは笑って流していい話ではないのでは？」

　　　　　　歩きながら細かい事情を聞く。

　　　　　　なぜだかよく分からないが、この小さな社会にとっては、アイスの当たりというのは想像以上に大きな意味を持つらしい。

　　　　　「あ、あれです！　あのお店です！」

　　　　　　そうこうしている間に件のお店についた。いかにも田舎のアイス屋さんといったひなびた店構えだが、その正面にはなんかいかにも悪いことやってますよ、という顔をしたおじさんが店番をしている。

　　　　　「あれが、アイスキャンデー」

　　　　　　そして、渦中の商品もすぐに見つかった。

　　　　　　店の前に大きなボックスがあり、その横に『当たりが出たらもう一本！　おいしいアイスキャンデー』と書かれたのぼりがある。

　　　　　　ボックスの中には氷が敷き詰められていて、そこから顔を覗かせるかたちでアイスの棒だけが八○墓村よろしくにょきにょきと突き出されている。

　　　　　　と、そこで、私の横を歩いていたシスターさんが、アイス屋さんの前に躍り出た。

　　　　　「か、覚悟してください、アイス屋さん！　今日こそあなたの店の不正を暴いてみせます！　……この、『見習い大魔術師』様が!!」

　　　　　　いえ、見習い大魔術師は勘弁してくれって言いましたよね！

　　　　　　なんて言っている場合ではなかった。

　　　　　「んだとぉ、ワレ。いてこましたるかぁ!?」

　　　　　　顔の怖いアイス屋さんが凄んできて、大見得を切ったシスターさんは「ひゃぁあああ！」と叫びながら私の後ろに隠れた。そんなに怖いならあんなこと言わなきゃいいのに、と思った私を誰も責められまい。

　　　　　　ただ、こうやって自分の顔の怖さを盾に人を恫どう喝かつするような人には、ちょっとお灸きゆうを据えなければ。

　　　　　「メイク・ウェイブ！」

　　　　　　怖い顔の前に手のひらを突き出し、私がその呪文を口にした瞬間だった。

　　　　　　突き出した手のひらから店の方向に向かって、黄色の風が駆け抜ける。

　　　　　「ひっ！」

　　　　　　あるいは彼は、これまで一度も攻撃魔法を見た事がなかったのかもしれない。少なくとも、自分にそれが振るわれるなど、想像すらもしていなかったに違いない。

　　　　　　さっきまでの威勢はどこへやら、腰を抜かして座り込んでしまった。

　　　　　　……とはいえ、私が放ったのは別に攻撃魔法ではない。「魔法創造」の技能で作ったオリジナル魔法で、肌の血色などをよく見せるお化粧魔法だ。はっきり言って殺傷性は欠片もない。

　　　　　　青白い顔がつやつやになった気もするし、ここはむしろ感謝してもらわなければ。……波状にして放ったため、肌だけじゃなくて服や店や商品にまで色がついちゃった気もするが、そこは気にしないことにしよう、うん。

　　　　　「そういう事ですので、あなたの店のアイスを調べさせて頂きます」

　　　　　　何がそういう事なのか自分でもよく分からないが、こういうのはノリで言い切った方の勝ちだ。私がそう決めた。

　　　　　「し、調べるって、どうしてだよ！　ちゃ、ちゃんとオレは、当たりを入れて……」

　　　　　　その言葉に、私はおや、と眉をつり上げた。

　　　　　「まだ、私が何の用件で訪れたかは口にしていないはずですが。もしかして、何か心当たりが？」

　　　　　　私が言うと、強面のおじさんは目に見えて狼狽した。

　　　　　「い、いや、そりゃあ、前からこのシスターど……さんたちが、そんなこと話してるのを聞いてたからよ」

　　　　　「なるほど。そうですか」

　　　　　　しどろもどろな弁解には、わざとそっけない言葉を返してやる。

　　　　　　しかしこの反応は予想外だった。少し馬鹿らしいと思っていた調査だけれど、これはもしかするともしかしてしまうのかもしれない。

　　　　　「店長、アイスは、ここにあるもので全部ですか？」

　　　　　「え、お、おう……！」

　　　　　「では、この中に当たりは入っているんですね？」

　　　　　「あ、当たり前よ！　その中に当たりがなかったら、詐欺じゃねえか！　オレはそんなことしねえ！」

　　　　　　やはり動揺した様子で答える店主。ただ、その言葉がただの強がりなのか、本心からの言葉なのかは、私には判別がつかなかった。

　　　　　「その言葉、忘れないでくださいね」

　　　　　　そう言い捨ててから、私は杖を持つ。それは、

　　　　　「あ、あれが、『見習い魔術師の杖』！　見習い大魔術師様の名前の由来にもなった、トレードマークとも言えるアイテム！　これは、まさか、見習い大魔術師様！　魔法を、魔法を使うつもりなんですか!?」

　　　　　　それは見習い魔術師の杖で合ってるんですけどね！　いちいち話の腰を折るのをやめてもらいたい。

　　　　　　というかこの人、どうしてバトル漫画の解説役の人レベルにノリノリで説明台詞を語ってくるのか。

　　　　　　味方からの精神攻撃に大いにやる気を削られながらも、私は呪文を詠唱する。

　　　　　「プロテクションオブコールド・セルフ」

　　　　　「ゴッズブレス・セルフ」

　　　　　「プラスタフネス・セルフ」

　　　　　「プラスアジリティ・セルフ」

　　　　　「パワフルストマック・セルフ」

　　　　　　それも、一つではない。五つの魔法を高速詠唱スキルで矢継ぎ早に詠唱、その全てを自分にかける。

　　　　　　アイス屋の店主だけでなく、シスターまで驚いているのは、私の呪文が聞いた事のないものだったせいかもしれないが、それもそのはず。

　　　　　「魔法創造」はオリジナルの魔法を作る技法。大事なのは本人のイメージだ。まあ要するに、イメージさえ摑つかめるなら呪文なんてどうでもいい。最悪、なくたって構わないのだ。

　　　　　「……さ、てと」

　　　　　　多重に強化魔法をかけ終えた私は、ゆっくりとアイス屋の店主に向き直った。

　　　　　　魔法の副作用で燐りん光こうを放つ私を怖がっているのか、店主があとずさりした。

　　　　　　けれど、逃がさない。

　　　　　「では、調査をさせて頂きます」

　　　　　「ひっ！」

　　　　　　怯える店主に、私は魔法の効果で光を放つ右手を突き出し、そして、




　　　　　「ここのアイス、全部買います」

　　　　　「ふへっ!?」




　　　　　　震える店主の手のひらに、お財布代わりの冒険者カードを差し出したのだった。




　　　　　　―４―




　　　　　　――シャクシャクシャクシャク！

　　　　　　――シャックシャクシャクシャクシャク！

　　　　　「くぅぅぅ！　頭にキーンってくるぅ！」

　　　　　　私が選んだ調査の方法。それは、単純にして明快。

　　　　　　アイス屋に展示してあるアイスを全部買い取って、片っ端から食べて当たりが入っているか確かめる、という原始的かつ直接的な方法だった。

　　　　　　別に私、転生者ではあるけど探偵ではないし、そんな特別な調査とか出来るはずがないのである。元女子高校生の現十二歳に何を期待してるのだ、という話だ。

　　　　　「はふぅ、うんまー」

　　　　　　幸いにも事前にかけた身体強化や冷気耐性の魔法のおかげでいくらでも食べられる感じ。

　　　　　　話を聞いた時からアイス食べたいなーと思っていたからちょうどいい。そんな気分で楽しくアイスを食べ続ける。

　　　　　　ついでに、アイスが減っていくたびに店主のおじさんの顔色が悪くなっているので、これは本当に当たりかもしれない。あとは……。

　　　　　「つ、次のアイスキャンデーです」

　　　　　　私の思索をさえぎるように、店主が新しいアイスを差し出してくる。殊勝にもアイスを手渡す役に立候補してきたのは、単なる親切心か、あるいは何か裏があるのか。

　　　　　　そんな内心をおくびにも出さずに、私は尋ねた。

　　　　　「それで、残りのアイスはあといくつですか？」

　　　　　「へ、へい。……こ、これ以外にあと一本だけ、残ってます」

　　　　　「ええ、一本だけ?!」

　　　　　　何だかチンピラの下っ端みたいな口調の店主の言葉に、思わず大声をあげてしまった。

　　　　　「もうちょっと、食べたかったのに……」

　　　　　「は、はぁ」

　　　　　　私がつい本音をこぼすと、明らかにドン引きした顔で店主が怖い顔をひきつらせて怖い顔を作る。

　　　　　　あと隣でシスターさんがこっちを羨ましそうに見ていたりするのだが、不正を疑われても面白くないのでおあずけをさせている。というか、シスターさん。仮にも神に仕える身なんだから、そのよだれはどうにかした方がいいんじゃないでしょうか。

　　　　　　と、そんな些事は置いておいて、いよいよ決着の時だ。

　　　　　「じゃ、最後の一本もすぐ持ってきてください」

　　　　　　私は渡されたばかりのアイスもシャリシャリシャリ、と素早く、けれど味わって食べ尽くすと、店主に最後のアイスを運んでくるように頼む。

　　　　　「へい！」

　　　　　　店主もまた、緊張した面持ちで店の方に走っていった。

　　　　　「……当たり、ありませんでしたね。」

　　　　　　さっきまでよだれをダラダラこぼしていたシスターさんが、抑えた声でそんな事を言った。

　　　　　　実際、私が食べたアイスの棒には、いずれも「はずれ」の文字が記されていた。

　　　　　「これで、もしあの男が持ってきた、最後の一本が外れなら……」

　　　　　　やはりアイスの当たり棒には強い想いがあるのか、グッと拳を握りしめるシスター。確かに、もしそうなれば、店主の不正疑惑はにわかに現実味を帯びる。しかし……。

　　　　　「お待たせ、しました」

　　　　　　汗にまみれた店主が、私の前に戻ってきた。

　　　　　　震える手から渡される最後のアイスキャンデー。

　　　　　　私はそれをたっぷり二秒ほど見つめてから、おもむろに口に運ぶ。

　　　　　　――シャク、シャクッ！

　　　　　　もう何十本目かも分からないのに、変わらないおいしさが口に広がる。

　　　　　　これがもう食べ納め。焦らすつもりはないが、いつもよりも時間をかけて味わって、木の棒までしゃぶりつくす。

　　　　　「大魔術師様、結果は!?」

　　　　　　そして、シスターさんの興奮した声に急かされるように、私は口の中からアイスの棒を引き抜いて、それを天にかざすと……。




　　　　　「あっ！」

　　　　　「……ふふん」




　　　　　　驚き、落胆したシスターの声と、勝ち誇ったような店主の声が重なる。

　　　　　　突き上げた木の棒には、「当たり」の三文字がはっきりと記されていたのだった。




　　　　　　―５―




　　　　　　これで、自身の容疑は晴れた。

　　　　　　そう、確信したのだろう。満面の笑みを浮かべた店主に、私は冷然と告げた。

　　　　　「……墓穴を、掘りましたね」

　　　　　「えっ？」

　　　　　　すっかり乗り切ったつもりでいる店主に冷たい一いち瞥べつを投げかけると、私は事態の変化についていけていない様子のシスターさんの方を振り返った。

　　　　　「すみません。さっきまで私が食べていた外れの棒。一つだけ持ってきてくれませんか？」

　　　　　「あ、は、はい！」

　　　　　　慌ててシスターさんが外れの木の棒を持ってくる。

　　　　　「な、何を、何をしているんだ?!　当たりはもう出たんだぞ！　これで、オレの疑いは……」

　　　　　　焦ってわめきたてる店主を無視して、私はシスターさんが持ってきたその外れ棒を受け取ると、

　　　　　「この二つの木の棒、見比べてみてください」

　　　　　　その二つの棒を、真横に並べてみせた。

　　　　　「これはっ！」

　　　　　「ああっ！」

　　　　　　また、二人の声が重なる。

　　　　　　ただ、今回の立場は先ほどとは逆だった。

　　　　　　シスターさんは喜びの声を、そして、店主が絶望の声をあげる。

　　　　　「分かりましたか？　二つの棒の色が、正確には、二つの棒の持ち手の色が違うのを」

　　　　　　外れの棒の持ち手は不自然なほど色鮮やかであるのに対して、当たりの棒の色は全て均一。

　　　　　　本来なら当たりの棒が正しい。ではなぜ、外れの棒はこんな色になったかと言うと……。

　　　　　「まさか、初めて店に来た時の、あの風の魔法……」

　　　　　「その通りです。私が最初に使った『メイク・ウェイブ』の魔法。これは、あの時店の前にあったアイスの棒にもかかり、その持ち手を変色させていました。なのに一本だけ、この当たりと書かれたアイスの棒だけ、持ち手の色が変わっていない。これは、なぜでしょうか」

　　　　　「そ、それは、それは……」

　　　　　　答えに窮し、ただ口ごもるしかない店主に、私は引導を渡した。

　　　　　「それは、あなたがこの当たりのアイスだけを、別の場所から持ってきたからです！」

　　　　　「ひぃっ！」

　　　　　　私の剣幕に店主が怯えるが、容赦はしない。

　　　　　「『当たりが出たらもう一本』などと甘い言葉で人心を惑わし、純真なる女性たちの心を傷つけた罪は万死に値します！　ショクシュバインド・ターゲット！」

　　　　　「ひっ！　うわぁあああ！」

　　　　　　私は罪人を裁く断罪者の如く店主に指を突きつけると、とっておきの呪文を詠唱する。私の呼び出した魔法生物によって、悪逆非道な店主は一瞬で触手の海に引きずり込まれていった。

　　　　　「うわぁ。うわぁあ。きゃぁっ！」

　　　　　　その様子を開いた指で目を覆いながら楽しそうに見守るシスターさんと違い、残念ながら私には「触手×おっさん」ジャンルへの適性はない。

　　　　　「……哀しい、事件でした」

　　　　　　ノスタルジックな空気と、宵闇の迫る肌寒い空気、そしておっさんの悲鳴が交り合うその場所で、私はニヒルに呟いたのだった。




　　　　　　―６―




　　　　　「本当に、見習い大魔術師様にはなんとお礼を言ったらいいか」

　　　　　　この人、結局何度やめてって言っても見習い大魔術師って呼び続けたな、と思いながらも、私は首を振ってみせた。

　　　　　「久しぶりに、いいアイスが食べられました。お礼なんて、それで十分です」

　　　　　　事件が解決したら、ヒーローはただ颯爽と立ち去るのみ。

　　　　　「で、ですがせめて、お食事だけでも……」

　　　　　　引き留められるが、私の心は決まっている。

　　　　　「ありがとうございます。でも、見つけたい人が、どうしても会いたい相手が、いるんです」

　　　　　　だからここには長居出来ない。私はそう暗に告げて、歩き出す。

　　　　　（コウくんは、今頃、どうしてるのかな？）

　　　　　　私ほどの冒険をしているとは思えないけれど、案外コウくんの事だから、私の想像もつかないような事、魔王とか、あるいは勇者なんかと戦ったりして、そこで反則的な手段を使って勝っちゃう、なんてことも……。

　　　　　　そんな、楽しい想像をしていた時だった。

　　　　　　突然、奴がやってきたのは。




　　　　　　――グギュゥルルルルグギュルグィー!!




　　　　　　お腹が、どんな猛獣を飼ってるの、ってくらいの大きな音を立てた。

　　　　　　次いで、急速に下腹部を強襲する猛烈な痛み。

　　　　　　やっぱり、いくら強化魔法をかけたところで、アイスのドカ食いは無茶だったらしい。

　　　　　「あ、あの……？」

　　　　　　突然の事態に慌てるシスターさん。

　　　　　「では、シスター、さん」

　　　　　　私は脂汗の浮かんだ顔に、精一杯キリッとした表情を浮かべて、こう言った。




　　　　　「さっきのお礼に、トイレ貸してくれませんか？」




　　　　　　その日。結局私は丸々一日トイレから離れられず、アイス好きなシスターさんたちの良き反面教師となり。

　　　　　　――そうして、私の旅立ちはまた一日延びた。













エピローグ







「アスティ、悪かったって。ほら、この店は僕がおごるからさ」

　武闘大会の翌日。

　鋼たちはふたたび、昨日宴会をした食堂兼酒場（現在は食堂として営業中）で、食事をしていた。

「当たり前だ！　ハガネも、一人だけの表彰台の寂しさを想像してみるがいい。私が決勝で破った準優勝の男は、敗北に涙し、しかしそれを仲間たちに慰められていたのだぞ。身勝手だとは思ったが、あの時ほど他人を羨んだことはなかった！」

　アスティエール、ご立腹中である。

「だから、悪かったって、あむ。ひかしアスティはすごいな。んぐ。すごいとは思ってたけど、本当に優勝までしちゃうな……ちょっとラトリス今はいいって！」

　そのご機嫌取りに奔走するのは当然鋼だ。

　ララナはこんな時でも全く空気を読まずに追加注文とかしてしまっているし、ミスレイは不可視の鋼の服の裾をしっかりつかまえて、すっかりはにゃーんしている。

　ラトリスに至っては運ばれてきた料理を一口大に切って鋼の口に運ぶ作業に夢中で、結果的にアスティエールとの話を妨害する始末だ。

　普段なら無理矢理にでもやめさせるところなのだが、昨夜倒れたラトリスをミスレイに差し出してしまった手前、あまり強くは言いづらい。……ちなみに幸か不幸か、百合ップルは成立していなかった。

「大体何だそれは！　アレか？　これが俗に言うハーレムという奴か？　全くけしからんな！」

「実はこれ、コ○ミコマンドによる追加オプションで……いやいや、冗談だって！　だからその抜きかけた剣を元に戻してくれよ！」

「で？」

　剣呑な視線が鋼と、鋼の横に侍る二人の美女へと突き刺さる。

「で、って言われても、僕だって何がどうなってこうなったのやら……」

　アスティエールの糾弾はある意味もっともだと思うのだが、どうやら二人とも、まだ昨夜の宴会から心が戻ってきてないように見受けられる。

（二人ともかなり酔っぱらってたからなぁ……）

　まあミスレイは一滴も飲んでいなかったところが逆に脅威ではあるが。

　ちなみに鋼もアルコールは飲まなかった。

　こちらの世界では未成年の飲酒は認められているようなのだが、日本の小市民的感覚が抜けなかったのだ。

　じっと見つめ合っていると、先にアスティエールが目を逸らした。

「……ふん。まあ、いい。しかし道中で不ふ埒らちな真似をしているようなら、問答無用で叩き斬るからな！」

「しないって！　あ、これおいし……」

　そんなことするはずないのにどこまで信用がないんだ、と憤然としながら差し出された料理に口をつける鋼。

　それを呆れたように一瞥し、アスティエールが愚痴を再開する。

「お前たちは来てもくれなかったが、すごく大変だったのだぞ！」

「あ、ああ。やっぱり対戦相手は強かったのか？」

「強い？　ああ、そうだな、強かった！　三回戦の相手は家族が応援に来ていてな。『お父さん、がんばってー』と子供が応援してくるのだぞ！」

「あ、ああ、強いってそういう……」

「私みたいに誰も応援してくれない寂しい女が勝ってごめんなさいと心の中で謝りながら滅多切りにするのに、どれほど心が痛んだか！　お前には分かるか?!」

　結局滅多切りにはするんだ、と思ったものの、さすがに口をはさめなかった。

「それからも恋人、同じ孤児院の出身者、冒険者仲間と、強敵揃いだった！　運よく優勝出来たものの、途中、何度心が折れそうになったか……」

「あ……」

　その言葉を聞いて、鋼は何かに気付いたように声を出した。

　そして、

「そういえば、ちゃんと言ってなかったな。……アスティ、優勝、おめでとう。それと、お疲れ様」

「う、うむ」

　二人でカン、とグラスをぶつけ合わせる。

「……何だかようやく、私が優勝出来たのだときちんと実感出来た気がする」

「えっ？」

「な、何でもない！」

　ぼそっとつぶやいた言葉に鋼が聞き返すと、アスティエールはあわてて首を振った。

　そして照れ隠しのように立ち上がると、鋼以外の三人にあらためて文句をつける。

「そ、それにしてもお前たちは本当に薄情だな！　分かっているのだぞ！　お前たちにとっては、どうせ私の優勝よりハガネの二回戦敗退の方が重大事なのだろう？」

　すっかりすねてしまったアスティエールがそんなことを言うと、そんなことないと鋼がフォローに入る前に、ララナが出て来てぽんぽんと肩をたたいた。

「アスティ。そんな当然のことを言って、わざわざ自分を傷付けなくてもいいんだよ？」

「～～～～ッ！」

　何も言えずにその場に潰れるアスティエール。

「お前、鬼だろ」

　あまりに鮮やかな追撃に鋼は戦慄したが、

「え？　何のこと？」

　ララナはそんなところばかりは年相応だった。

「一日目で既に全選手の分析は終わっていました。あのメンバーでアスティエール様がハガネ様以外に負けたとしたら、その方が余程問題でしょう」

「わたし、そもそもこの中でコウ様以外が出場してたなんて知りませんでしたよ？　ふわぁ……ごわごわ……」

　ラトリスとミスレイからもフォロー？　が入り、

「うぅぅ……」

　アスティエールはさらに沈み込んだ。

　さすがに自分まで見捨てたらかわいそうだろう、とすかさず鋼が励ましにかかり、

「アスティ、そう気を落とさず……アスティ？　どうしたんだよ、返事をしろって。そんな、噓、だろ？　返事をしろよ？　なぁ……。アスティエェエエエエエエエエエエエエエエル！」

「申し訳ありませんお客様、今日は他のお客様もいらっしゃいますので」

「あ、すみません」

　店の人に怒られたという。




「考えてみるとさー」

　アスティエールが復活し、鋼がミスレイを服から引きはがし、ラトリスには自分の食事をするように言いつけたところで、ララナが愉快そうな顔をして言った。

「この五人って、みんな相当なもんだよねー。よくもまあこんなメンバーが集まったな、ってくらいの」

　ララナの言葉に、全員がそれぞれの顔を見渡した。

「そういえば、ここにいる人みんな、色々やってそうですよねー。だからコウ様ぁ、もっとごわごわー」

「何がだからですか。もういい加減にしてください。……たしかに、みんながすごい人生過ごしてそうだってのは同意できますけど」

「そうだな。私は皆の過去を知らないが、少なくとも平凡だったということだけは想像出来ない」

「私はある程度存じ上げておりますが、皆様、信じ難い経歴の持ち主ですね」

　集まったみんながみんな、口々にそんなことを言い出した。

「ただ……」

　そこでラトリスの視線が鋼を射抜く。

「え？　僕？」

　この中では少なくとも一番平凡な人生を送っていると自信を持っていた鋼は、その視線に目をしばたたかせる。

「ハガネ様の経歴だけが、すっぽりと抜け落ちています。本気で探った訳でもないのですが、これは不自然です。ハガネ様は常識知らずですが、無教養ではありません。少なくともどこかしらの教育機関に属しているのではないかと疑ったのですが……」

「いや、その……」

　目を逸らす。

　じっとこちらに向けられ続けるラトリスのメガネに、鋼はいたたまれなくなった。鋼には眼鏡属性はあまりないのだ。……つまり、ちょっとはあるということである。

「たしかに、ボクもちょっと不思議には思ってたんだよね。年齢的にさ、いろいろ計算合わないなって」

　そこに、ララナまで加わる。

「ごわごわー」

「よ、よく分からないが、仲間外れはもうごめんだぞ？」

　なぜかミスレイとアスティエールまで仲間に加わった。

「う……」

　四人分の視線の圧力に、鋼はもうタジタジである。

「貴族の子女として、家庭教師に教わっていらっしゃったのか。あるいは王立騎士学校やラーナ魔法学院のような、情報の漏ろう洩えいの少ない学校に属していらっしゃったのか」

「待った待った！　どうしてそんなことになるんだよ！」

　鋼は焦るが、まさか日本の高校に通ってました、なんて言えない。

　困った鋼は、

（シロニャ！　シロニャ！　聞いてるか!?）

　いつも通り、我らが知恵袋に助言を頼むことにした。

　のだが、

《にゃ、にゃんじゃ？　な、何か用なんじゃよ？》

（何でいきなり動揺してるんだ？）

　鋼の呼びかけに応えたシロニャの様子は、明らかに不審だった。

《べ、べつにワシはぜんぜんドキドキなんてしとらんのじゃ！　ホントもうぜんっぜん、これっぽっちも意識なんてしとらんし、ヘラクラーをずっと抱きしめておったりせんのじゃからな！》

（いや、別にヘラクラー抱いてても構わないんだけど、何でそんな……。あー。ま、いいか）

　突然のツンデレ調の台詞に戸惑ったものの、シロニャが変なのは今に始まったことではないと無理矢理自分を納得させる。

《そ、それで、何の用なんじゃ？　で、でぇとのお誘いなら、とりあえず今日と明日と明後日と、今日の日付をｘとし、ａを自然数とした場合に、ｘ＋ａ＋２で表すことのできる日だけなら空いてるのじゃよ？》

（シロニャお前、本当に大丈夫か？）

　本格的なシロニャの乱心に、鋼もさすがに心配になった。

（と、とにかく聞きたいのは、僕の過去のことだよ！）

《か、過去というと、む、昔の女のことをどう思うかということじゃな！　き、気にならないと言えばウソになるのじゃが、う、浮気をしないと誓ってくれるなら別に……》

（一体何の話だよ！　そうじゃなくて、こっちの世界の僕の過去のことだよ！　〈少年期編スキップ〉の効果で省略しちゃった僕の人生は、対外的にはどういうことになってるんだ？）

《あー。そういえばおぬし、少年時代をタレント効果でスキップしとったんじゃっけ？》

　人の半生を豪快に省略したくせに、そもそも覚えてすらいなかったらしい。

《それはアレじゃな。前に神の力については話したじゃろ？》

（なんというか、原理も理屈も何もない、とかだっけ？）

《それじゃ！　つまり、神の力に過程はないんじゃよ。例えば神にとある電気ネズミをレベル五十にしてください、と祈って叶えられたとしよう。そうすると手元にレベル五十の電気ネズミが来るのはまちがいないのじゃが、それ以外はどうなっとるか分からんのじゃ》

（その話は、たしかに前に聞いたな。それが、これとどう関係するんだ？）

《うむ》

　と前置きしてから、シロニャは話し出した。

《神の力に過程はない。じゃができたモノに過程がなければおかしい。じゃから、その電気ネズミはひたすら洞窟で蝙こう蝠もりを倒し続けてレベルを上げたせいで素早さの努力値が最大になっとるかもしれんしひたすら不可思議な飴あめを舐めさせてレベルを上げたせいで努力値が何も上がっとらんかもしれん。あるいはこっそり名前の同じ電気ネズミをどこかから引っ張ってきたせいで、なぜかなみのりを覚えているかもしれんし、完全な神様的インチキのせいで、レベルは五十あるものの能力値は全く上がってないということも考えられる。それは、実際に目の前にいる電気ネズミを調べなければ誰にも分からんのじゃ》

　例え話は理解できなくもないが、それを鋼の過去に置き換えるとどうなるか分からない。

（つまり？）




《――おぬしの過去がどうなっとるかは神のみぞ知る、じゃな》




（むしろ神様知らないんだろ！）

　衝撃の事実に衝撃を受けながらも鋼は渾こん身しんのツッコミを放った。

　どんな時でもツッコミを忘れないのが鋼のいいところである。




「ハガネ様？　どうされたのですか？」

　長い間シロニャと話し続けて他を放置していたせいで、ラトリスの視線がすっかり険しくなっていた。

「ああ、いやその……」

　しかも、シロニャとの脳内密談で得られた有益な情報はゼロ。

　鋼は窮地に陥っていた。

　ラトリスのメガネが光る。

「私達にはお話し出来ない事なのでしょうか。しかし、ハガネ様の現在のしょ……」

「もう、やめようよ！」

　だがそこで、ララナが立ち上がった。

「そりゃ、みんな昔は色々あったと思うけどさ。それは、今大事なことじゃないでしょ」

　そこでララナは、ぐるっと他の四人を見渡す。

「ボクたち、仲間じゃないか。ボクはここにいる全員の過去なんて知らない。でも、なんだかんだでみんなといるの、楽しいよ？　みんなは、そうじゃないの？」

　ララナのその言葉に、

「ララナ様……」

「ララナ……」

　ラトリスと鋼が、感心したようにララナを見上げた。

　鋼としては、お前も思いっ切り追及側に加わっていたくせに、いけしゃあしゃあとよくもまあ、と感心していた部分もあるのだが。

　それでも、理屈としてはララナの言うことに共感できた。

　そして、もう一人、

「申し訳ありません、ハガネ様、皆様」

　当事者であるラトリスが頭を下げ、そして鋼に手を差し出した。

「ハガネ様、私が間違っていました」

「ラトリス……」

「こういう話は、お部屋でじっくりと二人きりで尋問するべきでした。申し訳ありません」

「微塵もあきらめてないっ!?」

　鋼が驚きの声を上げる。

　日常パートの鋼はリアクション要員である。

　だが、鋼としても、この場を収めることには否やはない。

「こっちも、説明できなくてごめん」

　ラトリスの手を握る。

　そして、

「僕も、みんなといると楽しいよ。これからも、ここにいるみんなで色んなことをやっていけたらいいなって思ってる」

　鋼がそう言うと、

「ふふ。私もお前たちといると退屈しない」

　まずアスティエールが、その手を二人の手の上に重ね、

「わたしも、ゴワゴワを抜きにしてもみなさんのこと、好きですよ」

　と包むように手を乗せて、

「もちろんボクも！　チーム鋼は永遠に不滅だね！」

　最後にララナが勢いよく手を重ねて、図らずも全員が手を重ね合わせ、円陣でも組むような態勢になっていた。

　至近距離から顔を見合わせて、誰からともなく、みんなで笑いだす。

　そんな和やかな雰囲気の中に、




「やっと、見つけたよ!!　コウくん!!!!」




　突然の乱入者は、現れた。




　年の頃は、十二歳くらいだろうか、魔法使い風の格好をした黒髪黒目の少女が、そこに立っていた。

「君、は……？」

　鋼は目を細める。

　この世界の、しかもこんな年齢の少女に知り合いなんていないはずなのに、鋼はなぜか、目の前の少女に見覚えがあるような気がしたのだ。

「コウ、くん。ほんものの……」

　その鋼の姿を見て少女は、求め続けていたものを、ようやく見出したとばかりに、誇らしげな笑みを浮かべて優雅に一礼、そして、

「この姿では、初めまして。私は、真白……」




「やぁぁぁぁっっと見つけたぞ、こぉんのジャリガキィイイイイイイイイイ!!」




「だ、だれ？」

　背後から現れた別の乱入者に、思いっ切り台詞を被せられた。

　新たな乱入者は、二メートルに届かんばかりの長身の女性。

　魔術師のものらしきローブを着ているが、一般の冒険者とはその装飾が違う。

「彼女は、魔法学院の『爆炎の獄卒』レメデス教師!?」

　さらっとすごく恥ずかしい二つ名を口走りながら、ラトリスが立ち上がる。

　その反応すらも無視して、

「あ、え？　ちょ、ちょっと……」

　邪魔な少女を脇に除け、レメデスという名らしい偉丈夫ならぬ偉丈婦は、まっすぐ鋼たちの前に歩いてくる。

　そして彼女は、

「覚えているか？　いや、お前は覚えてなんかいないだろうな。しかし、わたしは覚えているぞ。一度顔を合わせた、しかも自分が担当する生徒の顔を、わたしは忘れたりしない」

　他の誰でもない、はっきりと鋼の前で、立ち止まったのだった。

「ええと、人違い、では？」

　プレッシャーに圧されながらも、鋼は何とかそれだけ言った。

　鋼としては本当に心当たりがないのだ。

「まだとぼけるとは、いい度胸だなぁ、ハガネ・ユーキ！　いや、ハガネ・『ベルアード』・ユーキと言った方がいいのか!?」

　それに対して、怒りが収まらない、といった様子でそう漏らすレメデス。

　鋼には全く訳が分からない。

　しかし、レメデスの言葉を聞いて、無関係なはずのラトリスが驚きの声を上げた。

「ベルアード？　ユーキ？　そうか、私とした事が見逃していた！　聖ベルアード王の末まつ裔えいと言われる、ユーキ公爵家！　しかしあそこは、先の魔物の大襲撃を受けて全滅、その血筋は傍流を含めて全て断絶していたはず！」

「その公爵家の人間、しかも直系の男児が生き残っていたんだよ。そしてもちろん、その男児ってのが……」

　全員の視線が、鋼に集中する。

「いや、僕は知らないぞ？」

　鋼はあわてて首を横に振るが、

《あー。これはたぶんアレじゃな。タレント名〈高貴な生まれ〉か〈英雄の血筋〉の効果じゃな。まあ、両方かもしれんが……》

「…………」

　何だか頭の内側からの声に、外堀を埋められたような気がした。

「まさか、だから私の調査にも引っかからなかった？」

　ラトリスがめずらしく表情を変え、目を開き切るほどに驚いているが、レメデスはその事実に対しては興味がないようだった。

「しかしねぇ。まあその辺りはわたしにとってはどうでもいいんだ。この話にはまだ、続きがあってね。公爵家の唯一の生き残りである少年。そいつは父の遺言に従って、自分が十五になった年に魔法学院の扉を叩いた訳だ。うん。そこまではいい。立派なことさ」

　レメデスは穏やかに話しているのに、鋼は真綿で首を絞められているような圧迫感を感じていた。

　できれば弁解するか逃げ出したいところだが、どちらも不可能だった。

　しかしそこで突然、レメデスは一見鋼と何の関係もないことを話し始めた。

「今年のわたしの担当の生徒は、どいつもこいつも活きのいいのばかりでね。入学後三か月で数々の課題をこなし、その時に出来た空白を使って学院を脱走して好き勝手やっているマリルリール。火炎魔法の実習で現地に行ったら道に迷って失踪、気付いたらなぜか冒険者として大成していたラズベル。二人とも言語道断な事をしでかしてくれたし、散々手を焼かせてくれたが、もう一人の問題児ほどじゃない。……お前もそう思うだろ。なぁ、ユーキ？」

「え、ええと……。も、もう一人の問題児、って、何ですか？」

　ものすごく嫌な予感がしたが、プレッシャーに耐え兼ねて鋼が尋ねると、レメデスは心底楽しそうににやぁりと笑った。

　めっちゃ怖かった。

「さすがに前例もないんだけどな。わたしの担当の生徒に一人、入学したのに、入学式どころか、その後の授業にも一度も出席しない剛毅な男がいてなぁ。もちろんこの半年、捜して捜して捜し尽くしたんだが、どうしても見つからない。もしかすると事件にでも巻き込まれたのか、なんて思い始めた時だ」

　レメデスが懐から白紙のカードを取り出した。

「その生徒の、学院の生徒証が白紙に変わった。これがどういうことか、分かるか？」

「ええと？」

　鋼が困惑していると横からラトリスが解説してくれた。

「冒険者カードや魔法学院の生徒証等は身分証明カードになります。既に身分証明カードがある時、それを申告せずに完全新規で別の身分証明カードを作ると、前の身分証明カードの機能は停止する事になります」

「逆に言えば、冒険者カードを作る時、一言でも申告すればそんなことは起きないってことだ。あの火の魔法以外に脳みそを一ミリたりとも使わないラズベルだって、さすがにそこまではしなかったのに、なぁ」

　レメデスのプレッシャーが増す。

　ここに来て、さすがに鋼は事態が飲み込めてきた。

（これって、もしかしてまずい？）

　冒険者ギルドに初めて行った時にその辺りの説明を聞いたかもしれないが、シロニャの話に夢中になって全く聞いていなかった。

　まあ、自分が既にカードを持っているなんて想像もしていなかったので、結果は同じだったかもしれないが。

　内心の怒りを押し隠すようにして、レメデスは話を続ける。

「それを知ったわたしは、その申請が行われたギルドを何とか探し出し、急いでそこに駆け込んだよ。しかし既におま……その生徒はどこかに行ったと言うし、仕方なくそこで偶然見つけた問題児を一人捕獲。ついでだからもう一人の問題児もつかまえてやろうとこの街に来たら……くくくく。何だか見覚えのある名前があるじゃないか？　なぁ？　武闘大会本選出場選手、ハガネ・ユーキさんよぉ？」

　もはや鋭いという形容ではとても足りないほどの眼光が、鋼を貫いた。

　しかも台詞もすでに教師というより物語の悪役かヤンキーといった感じに変わっている。

　端的に言えば、怖い。

「あー、えっと、そのー、やっぱり誤解というか、人違いというか、そういうのが……」

　非常に矛盾する表現だが、生きながら殺されそうなレメデスの迫力に、鋼はしどろもどろで最後の抵抗を試みる。

　だが、それを断ち切るように、

「冒険者カード、持ってるんだろ？　出しな？」

「え？」

「出しなって言ってるんだよ！」

「は、はい」

　レメデスが鋼の冒険者カードを取り上げた。

　そして、そこに書かれた文字を見て、にんまりとした笑みを浮かべた。

「ほうれ見ろ、これだ。これだよ。お前の魔法学院の生徒証に上書きされて冒険者カードが作られたと聞いた時は、本当にはらわたが煮えくり返るかと思ったが、これこそが動かぬ証拠だ。そうだ。これこそがお前に刻まれた刻印。お前が魔法学院に所属しているという、隠し切れない烙らく印いんの紋章だよ!!」

　そう言って、レメデスが示した場所に記されていたのは、一点。




職業　学生




「なんだその伏線!?　ロングパス過ぎるだろ!!」

　鋼は思わず叫んだ。

　最初に冒険者カードを見た時からこちら、たまーに冒険者カードを覗いた時に職業欄を見ることはあったが、もともと高校生だったからと思って完全にスルーしていた。

　まさか職業欄がずっと学生のまま変わらなかったのは、自分が知らない間にこの世界の学校に入学していたから、なんて想像すらもできなかった。

　そしてひとしきり驚いた後、

「あ、待った！　考えてみれば、それは紋章じゃないのでは？」

　と引き気味ながら律儀にツッコミを入れる鋼は本当に偉い。

　だが、そんな偉さは当然レメデスには通用せず、

「さぁて。これでもう言い逃れなんて出来ないって分かっただろ？」

「あ、いやその……」

「公爵家の生き残りだろうが何だろうが、一度学院に入った以上、いや、わたしの担当になった以上、手心を加えられるなどと思うなよ？　今までサボりにサボった半年分のツケ、払ってもらうぞ？」

　言うなり、レメデスは鋼の体をいとも簡単に抱え上げ、

「ちょっと待っ……」




「テレポート!!」




　懐から取り出した石を掲げ、鋼ともども一瞬にして姿を消してしまった。




　あとには、

「あー。ボクが永遠に不滅だなんて言っちゃったのが離散フラグになっちゃったのかなぁ……」

　事態の推移についていけず、呆然とする鋼の仲間たちと、




「わたし、ましろ、ゆうき……」




　戸口に立ち尽くし、名前の通り真っ白に燃え尽きる魔法使いの少女だけが残ったのだった。




　――結城鋼の転生譚。

　まさかの魔法学院編が、その幕を開ける。





つづく
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